


















































100万回死んでも少女は死体回収屋の苦労を知らない２
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　ゆーぽん（ニトロプラス）
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「う～む。そんなに言うならこの剣けんはあげちゃおう」

「え、いいの!?」

　少年は、目を輝かがやかせた。しつこくせがんだ甲か斐いがあった。

「いいよ。けど、大事に使うんだよ？　わたしだってずっと大切にしてきたんだから」

「うん！　ありがとうおねえちゃん！」

　少年は剣を見つめた。オーソドックスな長剣だけど、ずっと欲しかったから。

「あれっ!?」

　柄つかにヘンな絵が描かいてあった。猫ねこの顔？　目と鼻と口の数が同じなだけで、めちゃくちゃヘタだ。服の袖そででごしごしこすっても消えない。泣きそうになった。

「呪のろわれてるよぉ……」

「こらこらこらこら─────！　消すんならあげないよ！」

「え～っ……」

「帰ってきたら調べるかんね!!　帰ってきたら！」

　帰ってこなかった。

　ブリッドは目が覚めると、ベッドに身を起こした。

　屋根裏部屋の角に視線を送る。斜ななめに立てかけてある、古びた長剣の柄には、ヘンな絵が描いてある。もう、かなりかすれている。

　昔のことを夢に見るのはひさしぶりだ。

　当時は、あの落書きが嫌いやでしょうがなかった。

　なにしろセンスがひどいだけでなく、信じられないくらいヘタクソなのだ。自分で描いたと思われたくなかった。

　でも、何年も使い続けているうちに、だんだん塗と料りようが剝はげ落ちてきてしまった。いずれはきれいさっぱり消えてしまうだろう。そう考えると寂さびしくなる。あのひととのつながりが完全に絶たれるような気がするから。

　思えば、あれが、あのひとの姿を見た最後の日だ。

　あらためて、柄の絵を見つめて、

「それにしても、ヘタクソだな」

　ブリッドは苦く笑しようした。







　一章　やっぱり回収屋の苦労がわかってないやつがいる







「はぁっ！　はぁっ！」

　かれこれ十分以上戦い続けた栗くり色いろの髪かみの少女──ニナは肩かたで息をしている。

　額に汗あせを浮うかせ、だらりと腕うでを垂らし、すでに剣をつかむ握あく力りよくは限界に近い。肺はパンク寸前で、疲ひ労ろうのあまり膝ひざが笑い、顔を上げるのも億おつ劫くうなほどだ。

　薄うす暗ぐらい地下迷めい宮きゆうの通路に、かつかつ、と蹄ひづめの音がした。

　目のまえに立っているのは長い角つのをもつ巨きよ大だいな四し足そく獣じゆう。前まえ脚あしで地面を蹴け立たてて、無む尽じん蔵ぞうの戦意を表明している。

　ブラスホーン──地下十階を守る神しん獣じゆうだ。

　ちょっと大きくてパワフルな一角の暴れ牛。

　突とつ進しんの推進力は危険だが、逆に言えば直線的な攻こう撃げきにさえ気をつけていればなんということのないモンスターだ。通常なら。

　ニナは思う。

　なんで、わたしのときばっかヘンなの出てくんの!?

『ブォオオオオオオオオオオオオオオオン！』

　耳をつんざくように響ひびき渡わたった暴力的な咆ほう哮こうに、ニナの思考は打ち破られた。

　あわてて片方の耳を手で、もう片方を肩に押しあててふさぐ。

「────────ッ！」

　うるさいうるさい！　と口をかぱかぱ開閉しても自分の声さえ聞こえない。むしろ口こう腔こう内がビリビリと振しん動どうして、ますます感覚が狂くるわされる。

　さっき、六階の瞬間移動の門ワープポータルから直接やってきたニナの前に、特とく殊しゆ神獣が現れたのだ。突進して押し潰つぶすしか能のない暴れ牛が、お飾かざりのはずの角先から極大音波を飛ばすという技わざを使っている。

　その目が、怪あやしく赤く煌きらめいた。

「くっそ！」

　ニナはよろよろと横っ飛びした。

　直後、黒い圧力がニナの立っていた場所を通過する。回かい避ひしたはいいが、風圧でさらに足がよろけた。

「ダメだこりゃ！」

　ニナはくるりと踵きびすを返し、一目散に逃にげだした。

　しかし──すぐに足がもつれてずでんとすっ転んでしまった！

　背後から、地面を揺ゆらすダダダッ！　という足音が近づいてくる。

　あ、こりゃ死ぬな……。

　諦あきらめ半分、開き直り半分で手をついて立ちあがろうとする。もう疲労は限界を突とつ破ぱしている。

　どうせ死ぬなら、相あい討うちに持ちこんでやる。そう覚かく悟ごを決めたとき。

「あ、あれぇ？」

　くらっときた。

　ふらついて、後ろに何歩か下がる。踵かかとで踏ふんだ床ゆかが、かたんと沈しずみこんだ。バランスを崩くずして後ろにペタンとへたりこんでしまった。

　大牛が猛もう然ぜんと迫せまってくる。

　すると、その足あし下もとに黒い穴があいた。ブラスホーンの蹄が穴の縁に引っかかった。巨きよ体たいが前のめりに倒たおれかかり、回転しつつ前に跳とんだ。

　ニナは尻しり餅もちをついたままずりずりと後ずさる。

　頭の上を黒い質量がゆっくり通過していき、ニナは肩かた越ごしに振ふり向いた。ブラスホーンが背中から地面に叩たたき落とされるところだった。

　そのとき。

　かちり、とニナが背中の後ろについた手の下で、また床が沈みこんだ。と同時に、天てん井じようが降ってきた。鋭するどい槍やり衾ぶすまのついた天井が。

　そこから先はあっという間のことだった。

　仰あお向むけになったブラスホーンの腹が落とし天井のトラップに貫つらぬかれ、血しぶきがあがる。四し肢しがしばらくのあいだピクピクと痙けい攣れんしていたが、すぐに動かなくなった。

　がらがらと落とし天井が鎖くさりで巻き上げられていった。

「まきぞえ？　しんだ？」

　死～ん。

　ブラスホーンはすでに沈ちん黙もくしている。

「なんかしらんけど、とったど────!!」

　ニナは、叫さけんだ。いや、吠ほえた。

　さんざん苦しめられた神獣をぶっ倒したからだ。偶ぐう然ぜんだけど。

「さぁて。お楽しみはこれからだ」

　ニナは、疲つかれた体に鞭むち打うつように解体作業に着手した。




「うん？　なんだぁ？」

　意い気き揚よう々よう帰ろうとしていたニナは視界の端はしに青白い光をとらえた。

　ちらっ──ぴかぴか。

「き、気になんないかんね！」

　などといったニナだったが、完全にうずうずしている。

「やれやれ。しょうがないね～。今回だけだよ～？」

　後傾姿勢のニナの歩く速度はとてものろい。

　というのも、収しゆう穫かくしたばかりのモンスター肉を両手に抱かかえきれないほど持っているからだ。なんという食い意地だろうか！

　のしのし。のしのし。

　遅おそいにもほどがある歩調で、隅すみっこで光っている青白い門に近づく。

「よいしょ！　って、うわぁああああああああああああ!?」

　ニナは足の先からワープポータルに吸いこまれた。




　どでん！

「くっそ、いててて……」

　急に硬かたい地面に投げ出されたニナは尻しりをさすり、顔をしかめた。

「おわっ！　うそっ？　お肉がぁああああああああああああああ!!」

　地面に散らばったモンスター肉を見て、頭がおかしくなったように叫び、すぐさま、四つんばいでちょこまかと肉を拾い上げる。まことに意い地じ汚きたない姿である。

　気がつくと目のまえに、なんかちっちゃいやつが立っていた。

　いつ出てきた？　ニナはぱちくりと目を瞬しばたたかせて、よーく見た。男の子だった。憎にくたらしい顔をしている。

「あーキミキミ。見知らぬきれいなおねえさんに会ったらまず挨あい拶さつをね──」

　ところが、男の子はあさっての方向を向いて、腰こしを落としてかまえた。

　かちーん！　ときた。いくらなんでも無視しすぎだ！　この距きよ離りで!!

　ニナはよいしょと立ちあがり、迷宮の流りゆう儀ぎを説教しようとして──目を疑った。

　忽こつ然ぜんと、男の子の目のまえにモンスターが現れていた。

　ニナは考える前に動いていた。

「あぶなーい！」

　男の子を突つき飛ばそうとして、飛んだ。が、手ごたえがなかった。ニナはずざざざーっ！　と顔面で着地して地面を滑すべった。

　むくり。口をへの字にして顔をあげたニナの鼻からはだらだらと盛せい大だいに血が流れている。頭の中にいくつもの「？」を浮かべながら、周囲をきょろきょろと確かく認にんする。

　なんもいねぇ。男の子も、モンスターも。

　ただの狭せまくて丸い部屋だ。入り口である青白い門が光っているだけ。

「こ、これは……？」

　ニナはすっくと立ちあがり、そんで、怖こわくなって走った。

　あれは……迷宮幽ゆう霊れいだっ！　すぐブリッドに報告しなきゃ！
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「でねっでねっ！」

　ニナは、肉をむしゃぼりながら、意味不明なことをしゃべり続ける。

「んでっんでっ、その男の子は、影かげも形もないゆうれいだったわけ！」

「あっそ」

　死体回収屋のブリッドは気のない返事を返した。

　ここは『一いつ角かく牛ぎゆう』。メダルシアン王国第二の都市、攻こう略りやく都市の北部旧市街にある、冒ぼう険けん者や回収屋が食事と酒、一時の安らぎを求めて集つどう店だ。

　夜を迎むかえた店内は、混こみあい、いつものように喧けん騒そうと熱気が渦うず巻まいている。やたらと露ろ出しゆつ度どの高い女店員たちが忙いそがしく歩きまわっている。

「つーかさぁ」

「ん？」

「おまえの噓うそくせー話はどうでもいいんだが、その肉はなんだ？」

「収穫ホヤホヤのモンスター肉だけど？」

「そういうことじゃねえ。食わないって約束したよな!?」

「ほええ？　なんの話ー？」

　まったく……ブリッドは鼻を鳴らした。

　ニナがモンスターの肉を食っていることも気に食わなかったが、手ての甲こうが汚よごれていることも気になった。迷宮から帰ってきたら手くらい洗え。なんかきれいな星形に見えるのがまた癇かんに障さわる。

「むー？」

　と、ニナはモンスター肉をほおばるのをやめ、こっちをしげしげと見つめてきた。

「食べたいの？」

「いらねえ」

「素す直なおになりなよ」

「なってる。いらねえ」

「うーん……どーしよっかなー。あげる？　あげない？」

「いらねえって」

「あーげないっ！」

「だからいらねえって言ってんだろアホ！」

「だってレベル十産のお肉だよ!?」

「レベル千だろうがなんだろうがモンスターの腐ふ肉にくなんか食えるか！」

「きみきみ、それ、餓が死しフラグだぞよ？　ここが食べるものもない荒こう野やだとイマジンしてごらん？　虫だっておいしく食べられるはずだよ？」

「うるさい。ぼくなら、名めい誉よある餓死を選ぶ」

「はぁ……やれやれ。死んだことのないボウヤは初心うぶですなぁ」

　ニナは得意げに片目をつむった。どうやらウインクのつもりらしいが、すっげえ不器用なので目にゴミが入ったようにしか見えない。

　ブリッドはため息をついてコップを手に取った。

　やっぱり、やったか。まあ、やるだろうとは思ってた。

　以前、懸け念ねんしたとおりだ。もっとも、モンスターの肉に限らないのだが。出会ってからというもの、ニナはこっちが懸念したことをことごとく現実のものにしてきた。

　出会ってから、か。

　思えばこの二か月はいろんなことがあった──




　ブリッドが生まれ育った攻略都市は人口十万を数え、今もなお人口増加が止まらない。このままならゆくゆくは王国の大都を凌しのぐだろうとまことしやかに囁ささやかれている。

　なぜ人が惹ひきつけられ集まるのか？

　それは、街の郊こう外がいにある地下迷めい宮きゆうが原因だ。

　神がつくりたもうたという地下迷宮──人じん智ちを超こえた価値のある宝物が眠ねむっているのだが、同時に、凶きよう悪あくなモンスターや危険極きわまりないデストラップの巣そう窟くつでもある。

　注意散さん漫まんなやつ、知識が足りないやつ、それからもちろん単純に弱いやつ。全員もれなく死ぬ。いや、たとえ能力が高くても、どれほど注意深くても、死ぬときゃ死ぬ。必ず。そういう場所だ。

　死が前提の迷宮の攻略に挑ちよう戦せんする冒険者は、たとえ死んでも棺ひつぎ化して、五体満足で復活できる。そういう超ちよう人じん的な能力を生まれ持つ冒険者の死体を拾うのが、ブリッドの仕事だ。

　回収屋になってから一月が経たった、二か月ほど前のある日。ブリッドは、埃ほこりの積もった旧型の棺を発見して拾った。そのときには胸が躍おどったものだ。ずっと捜さがし求めていた、四年前にいなくなってしまったあのひとではないかという期待で。

　ところがどっこい。

　その棺から復活したのは冒険者ニナだった。ニナは素すっ裸ぱだかで現れたかと思えば、自分が何者かという記き憶おくすら失っていた。おまけに支し離り滅めつ裂れつかつ傍ぼう若じやく無ぶ人じんという始末に負えない性格の持ち主で、偶ぐう然ぜん裸はだかを見てしまっただけのブリッドに、その代だい償しようとして専属回収屋となることを要求してきたのだ。

　その日を境に、ブリッドは無む謀ぼうに犬死にし続けるニナに振ふりまわされる日々に叩たたきこまれてしまった。

　ニナはとにかくすごかった。マイナスの意味で。

　ザコモンスターに殺される程度のことは当然。溺でき死し、落下死、服毒死、自じ爆ばく死、首くび吊つり死……そのすべてに『くだらない』という前置きがつく。トラップ死なんて数え上げればキリがない。へたすりゃ道を散歩してるだけで死ぬレベルで死にまくった。

　正直、最初はわざと嫌いやがらせで死んでるんじゃないかと疑った。

　でも、違ちがった。あれでも本人はマジメなのだ。本気で迷宮を攻略しようとしていたのだ。だから、ブリッドも愛想をつかさずに拾い続けられた。

　ただ、ブリッドにとってあの一連の出来事は──ひどい体験だった。

　教会の上層部に睨にらまれ審しん問もん会に呼ばれたり、重傷を負ってしまったり。

　回収屋は、死ねば終わりはもちろんのこと、ケガだって自然治ち癒ゆに任せるしかない。足が動く限り、手が動く限り、心臓が脈打つ限り、たとえ這はってでも迷宮に棺を拾いに行く。その覚かく悟ごがあるから、回収屋になった。まだ回収屋でいられる。

　どうせ、いつか──死ぬか、体がボロボロになる日がくる。そうなったらやめざるを得ない。それまでは、やりたいようにやる。その決意があっても、ニナの回収にうんざりすることもあった。

　結果的に、一見無意味な死を繰くり返すかに思えたニナは、とてつもない攻略を成し遂とげた。迷宮の一階と五階をつなぐワープポータルを発見し、さらに、ふつうは出現しない特とく殊しゆな神しん獣じゆうを倒たおしたのだ。苦労が報むくわれた瞬しゆん間かんだった。




　報われたはずなのに、このアホときたら──

　ブリッドは、満面の笑えみでモンスターの肉を食っていやがるニナを睨みつけた。

　あれから一か月。もう風は蒸むし暑く、陽ひ射ざしは強くなりつつある。

　ニナはこの一か月で、九階まで順調に攻略していた。何十回も死につつ！

　その死亡遍へん歴れきがまたひどい。

　ニナは自分が謎なぞの超ちよう力りよくで五階の巨きよ獣じゆうを葬ほうむったと知るや、すぐさまその再現に着手したのだ。二度に亘わたる超力発揮に共通する要素が、「意識を失ったとき」という点に着目したらしい。どうしても倒せない強敵にぶち当たったとき、自分の顎あごを自分で殴なぐってみたり、首を自分で絞しめてみたり、果ては壁かべに頭を打ちつけてみたりもしたという。

　当たり前のことだが、人はそうそう都合よく意識を失えない。目的があって、生きようとしている人間は、自分を殺せないからだ。つい手加減してしまう。それが動物の生存本能というものだ。

　そんなふうにアホな試みをちょろちょろやっているうちに、十階の神獣ブラスホーンに殺されまくった。何十回も。この一月に積み重ねられた死亡回数は、百回以上。問答無用で攻略都市の月間死亡回数更こう新しんである。

　すべてを知っているブリッドですら、あの活かつ躍やくはなにかの間違いだったのではないか、と思いはじめていた。

「とにかく、おまえはさ、おい？」

　ブリッドがいつものごとく小言を言おうとしていると、ニナはそっぽを向いていた。気がつくと、周囲の雑音もおさまっている。

　ブリッドがニナの視線の先を見やると、赤い髪かみの美女が、隣となりのテーブルに座っていた。腰こしに上着を巻きつけただけの、申し訳程度の衣服からはしっとり瑞みず々みずしい肌はだが露あらわになっている。めりはりのある体から伸のびる手足はしなやかですらりと長い。

　ネネレーザは、大皿に盛られた謎肉──たぶんモンスター肉──の塊かたまりを手でわしづかみにして食くらっていた。

　最強の回収屋ネネレーザ。曰いわく、迷宮の申し子。スパルタンネネさん。

　ちょうど一月ほど前に、ネネレーザは絡からんできて刃は物ものを抜ぬいた数人の酔よっ払ぱらい冒険者を残らず叩きのめし、棺化させたという逸いつ話わは今でも一角牛の語り草になっている。

『言ってわかんねえやつでも、さすがに死んだらわかるだろ』

　真っ赤な髪と同じく血まみれの顔で、平然と食事を続けたという。

　正確には殺してないしそんな台詞せりふも言ってないのだが、酒のネタとしてはそっちのほうが面おも白しろいので誰だれも訂てい正せいせず、定着していた。

　本人がいないあいだは。目のまえでできる話ではない。

　ただ座って食事しているだけで尋じん常じようならざる威い圧あつ感かんを発する存在に、客たちは注目し、自然と声のトーンも下がっている。ブリッドもそれは同じだ。

　ビビってるわけじゃない。でも、この人物には侮あなどられたくない。

　そう思って萎い縮しゆくしてしまう。多かれ少なかれ、他ほかの客たちもそうだろう。この午ご餐さんを邪じや魔ましてはならない。そんな空気が充じゆう満まんした。

　ところが。ここにはひとり、空気の読めないやつがいる。

「ヘイ、そこのねーちゃん！」

　静まりかえった店内に、ニナの場ば違ちがいな声が響ひびいた。裏腹に、周囲の空気はあからさまにヒリついた。

　ネネレーザがニナを見て、なんだとばかりに軽く顎をしゃくってみせる。

「わたしっちの、レベル十のブラスホーン肉なんだけどそっちのしょぼいお肉は～？」

「五十だ」

「五獣～？　それどこのザコモンスター？　聞いたこともないわー」

　やめろドアホ！　ブリッドは、ニナの耳に口を寄せる。

「五十階ってことだぞ」

「ぬごっ!?　ごごごごじゅっかいですと!?」

　目を見開くニナに、ネネレーザはニヤリと笑いかけた。

「十階か。ゴミはゴミ肉で満足できていいなぁ」

「に、肉は質じゃないから！　食べるスピードなんだから！　はい、よーいどん！」

　ニナは勝手に勝負を始めて、肉にかじりつく。

　そもそも、中皿に乗せられたニナの肉より、大皿にてんこ盛りのネネレーザの肉は倍以上の量がある。にもかかわらずフライング。

　そのズルさに周囲の者たちは震しん撼かんした。とはいえ、揉もめ事ごとは酒場の日常茶さ飯はん事じ。酒の肴さかなになる。さっそく、二人の男たちがおもしろがって勝敗を予想しはじめる。

「おまえ、どう思う？」

「あのセコい子の肉はせいぜい一キロ。たいしてネネさんの肉は三キロはあるぜ」

「だな。正直、勝敗見えてるよなぁ」

「ああ。あのアホっぽい子の勝ちだな」

「そう？　この勝負きわどいと思う。でもネネさんの勝ちね。あたし、十ペンド!!」

「え、突とつ然ぜん会話に入ってきたあんただれ？　回収屋？　なにいきなり賭かけてんだ!?」

　聴ちよう衆しゆうたちがにわかに揉めはじめたとき、ネネレーザがフッと鼻で笑った。

　どよめいた。

　おおかたの予想に反して、勝負は、あっというまに決着した。

　ネネレーザの手が動いた。つかみ嚙かみ千切る。肉が消しよう滅めつする。またつかみ嚙み千切る。一いつ瞬しゆん後──皿の上には肉にく片へんひとつ残っていなかった。もちろん、実際には十秒近くかかっている。だが、見ている者たちには一瞬のように思えた。それほど凄すさまじい食力だった。

　ニナはほとんど肉を減らすこともなく、ぽかーんと口を半開きにしていた。

　圧巻のパフォーマンス。

　絶望的なまでの才能の差。

　十回やれば、十回同じ結果になるだろうとだれもが確信した。

「モンスター肉の味を知るとは、おもしろいゴミもいたもんだな。ブリッドのツレか？」

　てらてら光る唇くちびるを拭ぬぐいながら立ちあがったネネレーザがブリッドに言った。

　ブリッドはうなずいた。名前を覚えてくれていたんだ、とうれしくなる。

「そうかい。まあがんばんな」

　ネネレーザは固まっている女店員になにか声をかけて、何枚かの金貨を握にぎらせてから、店を出ていった。

　その途と端たんに客たちは口々にしゃべりはじめた。抑よく圧あつされていた店内にはさっきよりもずっと大きな喧けん騒そうが渦うず巻まく。

「見たか!?　大皿にてんこもりの肉が魔ま法ほうのようにかき消えたぜ!?」「さすが最強のネネさんだぜ！　咀そ嚼しやく速度も尋常じゃねえぜ！」「ドラゴンの踊おどり食ぐいが好物という噂うわさはほんとうだね！」

　客たちはまた勝手に逸話を捏ねつ造ぞうしつつ盛りあがっている。ただひとり、うつむき、ワンピースの膝ひざを握りしめ、唇を嚙みしめて目に涙なみだをうかべるニナ以外は。

　おいおい。なんの敗北感だ……ブリッドはため息をついた。

「まあ、なんだその。そんなに落ちこむなよ」

「……」

　ニナは反応しない。瞬まばたきひとつしない。握りしめた拳こぶしのうえにぽたりと水すい滴てきが落ちた。

　涙!?

　そ、そこまでのことか、これ!?

　迷めい宮きゆうで何十回死んでも落ちこむ素そ振ぶりすら見せたことのないニナが、打ちひしがれているだと？　ブリッドは呆あきれを通りこして衝しよう撃げきをうけた。

　なんだか、気の毒だ……いろいろな意味で……。

「食べろよ」

「……食べたくない」

　ニナが首を振る。

「いいか。よく聞けよ。ネネさんに負けるのは恥はじでもなんでもない。食えよ。おまえがとってきた獲え物ものだろ」

「……うん」

　ニナは肉のローストに手を伸ばした。

「へへへ。おいしい！」

　泣き笑いするニナを見て、ブリッドは、なんでぼくがモンスターの肉をすすめてるんだか、と苦笑いした。

　ニナが食べ終わるのを待ってから、顔見知りの女店員に会計を頼たのむと、

「あ、ブリッドくんのテーブルのお代金はネネさんが払はらったよ？」

　やれやれ、あのひとには勝てねえな。




　　　　[image: †]　　[image: †]




　地下迷宮一階東地区。

　幾いく人にんかの冒ぼう険けん者たちが、頰ほおに傷のある男に誘さそわれて、廊ろう下かを奥へと進んでいた。

　冒険者たちの装備はピカピカで、新調したばかりと一目で知れる。

　どこか浮うわついた雰ふん囲い気き。和わ気き藹あい々あいと会話に花を咲さかせ、いかにもデビューしたばかりの新米パーティという感じだ。迷宮の過か酷こくさも、死の恐きよう怖ふも、まだ味わったことがないのだろう。

　頰傷男──ホークアイは、彼らを先導しながら密ひそかに頰を歪ゆがめた。

　長身瘦そう軀く。歩く姿にも無む駄だがない。全身に過不足ない緊きん張ちよう感かんをまといつつも、リラックスしている。熟練の迷宮人の所作だ。

　冒険者どものひとりが肩かた越ごしに振ふり向いた。

「ほんっとにありがとうございます！　回収屋さん！」

「なぁに、気にしなくていいぜ」

「でも、案内料もなしで、ほんとに。ぼくたちどこに行けばいいかわからなくて！」

「だろうなぁ。最初はみんなそうさ」

　ぼんくらどもめ。

　自分たちが死地に引きずりこまれようとしているとも知らずに……案内料はてめえらの棺ひつぎでたんまりもらうさ──ホークアイはさらに口の端はしをつりあげた。

　そうさ……オレには金が必要なんだ。

　そのとき、無意味部屋の扉とびらから、棺を背負った男が出てきた。回収屋のようだ。

　ホークアイは目を見開いた。

　天下りのブリッド!!

　ブリッドは、こちらに一いち瞥べつをくれてから、後ろに続いている冒険者たちに目を向けた。ただそれだけのことで、冒険者の力量と経験を見み抜ぬいたに違ちがいない。

　それがホークアイには気配でわかった。

「あー、きみたち」

「はぁい？」

「そっちの部屋になにがあるのか知ってる？」

「いい稼かせぎ場があるんですよね！　知ってます！」

「いい稼ぎ場……？」

　ブリッドが怪け訝げんそうな目を向けてくる。

「見たところ初心者だけど、どれくらい潜もぐってる？」

「今日が初めてです！」

「初めて。なるほどね」

　うなずいたブリッドが、棺をその場に下ろす。

「そっちには、五階へのワープポータルがある。そこを通ったら神しん獣じゆうが出てくる。きみらの力ではすぐに殺されるよ」

「え、でも……？」

　ブリッドの視線と同じく、冒険者カモたちがこっちを見てくる。

「初心者なら、段階を追ってちゃんと一階ずつ下りていったほうがいい。経験も積まずにいきなり五階だと、死ぬだけだよ」

「わ、わかりましたぁ！」

　冒険者たちは、そそくさと元来た道を走っていった。

　くそっ、余計なことをしやがって！

　獲物を逃にがした惜おしさに、思わず、ホークアイは舌打ちした。

　頰の傷がずきずきと疼うずいた。




「いっちゃいましたね」

　ブリッドは、ホークアイから視線を外さずに言った。

「便利になったのはいいけど、最近多いんですよね。ゴブリンも倒たおせない初心者が五階に迷いこんで神獣に瞬しゆん殺さつされる事例が。不自然なくらい」

「だからなんだ？」

「あんた、ヘンなことやってないか？」

「だったらなんだ？　このコネ野や郎ろうが」

「どういう意味だ？」

「言葉通りの意味に決まってんだろ。コネ野郎め。審しん問もん会に呼びだされといてお咎とがめなしなんて聞いたこともねえ。僧そう侶りよどもにケツ差しだしたんじゃねえか？」

「なんだと？」

「それとも、あのイリンシャとかいう巨きよ乳にゆうだけが取とり柄えの姉ちゃんになんとかしてもらったのか？」

　ブリッドは、カチンときた。

　たしかに、審問会に召しよう喚かんされて不問だったことは自分でも解げせない。審問会を開くのは教会のトップ──規律委員たちだ。彼らがわざわざ時間を割さいてまで審問するからには、なんらかの処分が下されることがほとんどだと聞く。

　だが、そんなことはどうでもいい。いまはなによりもイリンシャへの侮ぶ辱じよくが許せない。

「今の言葉、取り消せ」

「はっ！　断るぜ！　それよりてめえ、あの獲物の分の代金よこせ。営業妨ぼう害がいだ」

「あんたみたいにセコイやつをハイエナっていうんだろうな。いや、ハイエナに失礼か」

　ホークアイのこめかみに血管が浮ういた。頰の傷がどす黒く浮き立っている。

　空気が張りつめていく。

「おめーみたいなのがいると迷めい惑わくなんだよ。冒険者どもは死ぬのが仕事で、オレらは死体拾ってナンボなんだ。仕事ナメてんのか？」

「ナメてるのはあんただろ」

「なに？」

「冒険者をわざと死なせることは見過ごせない。回収屋の風上にもおけない」

「だったら、どうするってんだ？」

　ホークアイが冷えた目で睨にらんでくる。

　ブリッドは無言で睨みかえした。

「ここは迷宮だ。目もく撃げき者なんていねえ」

　ホークアイが剣けんを抜ぬいた。

　まさか、とブリッドの目が抜ぬき身みの鈍にぶい光に吸い寄せられる。

　いきなり。いきなりだった。

　ホークアイが踏ふみこんできた。

　とっさにブリッドは後ろに跳とんだ。目のまえを切っ先が通過する。片かた膝ひざ立ちで着地する。

　左目になにかが流れこんできた。指で拭ぬぐう。赤い。

　血？

　反射、というしかない。もし本能的によけていなければ、斬きられていたのは額じゃなかった。心臓が高鳴った。

　信じられない思いで見上げる。この男は、人間相手に、本気で斬りつけてきた。

「必殺のタイミングと思ったんだがなぁ。踏みこみが浅かったか。反はん撃げきしてくると思ったんだが、警けい戒かいしすぎたか」

　ホークアイは平然と言い放った。剣を構えなおす。その目は冷静そのもの。

　本気だ──

　ブリッドは額の血を拭いつつ立ちあがった。

　応戦するために剣を抜こうとして柄つかに手を伸のばしたが、しばらく躊ちゆう躇ちよした。ようやく抜き、構えると、ホークアイがニヤリと笑った。

「おめーにオレが殺せるのか？」

　また、斬りつけてきた。

　が、遅おそい。ブリッドはやすやすと剣で斬ざん撃げきを受け止める。卑ひ怯きような不意打ちがなければこんなものだろう。この男の実力は。お灸きゆうをすえてやるか。

　剣に力をこめて押しかえしつつ、横よこ蹴げりで蹴り飛ばしてやると、ホークアイは壁かべに背中から激げき突とつして、地べたに手をついた。

　そのときにはブリッドはもう、間合いを詰つめている。

「約束しろ」

　切っ先を、ホークアイの眼前に突つきつけた。尻しり餅もちをついたホークアイは、地面の泥どろ水みずに手をつき、ようやく上体を支えているような有様だった。

「な、にをだ？」

「もう冒険者をわざと死なせるな。それなら許してやる」

「……わかった」

「約束だぞ」

「あぁ……約束する。すまねえ」

　ブリッドは腰こしの鞘さやに剣を納めようとして、一いつ瞬しゆん、ホークアイから目をはなした。

　そのときだった。

「バカめ!!」

　茶色いなにかが視界いっぱいに広がった。ホークアイが手に握にぎりこんだ泥どろを顔に投げてきたんだ、と理解してとっさに目をつぶったが、一瞬遅おそかった。

　目が痛い。開けられない。

　後ろに跳ぶと同時に、腹に重みを感じた。前蹴りを食くらったらしい。どうにかしてバランスを立て直して着地したものの、息を吐はいてしまう。空気が吸えない。動けない。

　風切り音。斬られる!?

　硬かたい衝しよう撃げき。顔を横よこ殴なぐりにされた。

　ようやく目を開けられたときには天てん井じようを見ていた。剣の柄で頭を殴なぐられ、地面に倒れてしまったんだと気づいたのは、ずいぶん後のことだった。

　ホークアイのニヤケた顔が目のまえに現れた。直後、脇わき腹ばらに重い衝撃。また息が止まった。さらにまた、脇腹に重さ。なんども。蹴られないように守ろうとして腕うでを腹にやった。

　とたんに視界が黒くなった。

　今度は頭を蹴られたらしい。意識がはじき飛ばされそうだった。

「驚おどろいたな」

　どこか遠くから声が聞こえた。意識が少しだけはっきりした。

「こんな手にひっかかるたぁ、弱すぎる。おまえ、マジであのブリッドか？」

「……」

「えれぇ強いって聞いてたが、評判倒だおれもいいとこだぜ」

「人間相手に、戦ったことなんて、ない……」

「あぁ。モンスターの殺し方は知ってても、人間の殺し方は知らねえってか。ご立派だな」

　嘲あざ笑わらう声が響ひびいた。

「おめー、回収屋やめろ。街を出ろ」

「……」

「向いてねえのわかってんだろ？　オレたちもおめーみてえないい子ちゃんにうろちょろされてっと迷惑なんだよ」

「……」

「つぎ、邪じや魔ましやがったら、ボコるだけじゃ済ませねえ。マジでぶっ殺すぞ」

　こんなやつに……怒いかりと悔くやしさで頭が爆ばく発はつしそうだった。でも、指ひとつ動かせなかった。異常に頭が重い。眠ねむい。

　目のまえが真っ白に染まっていった。




　だれかに、名前を呼ばれてる。

　いま何時だ？　まだ起きる時間じゃないはずなのに。眠い。

「……ん」

　女の声。アグニスか？

「……くん！」

　いやちがう。アグニスは『くん』づけなんてしない。

　体を揺ゆすられた。頰ほおがこそばゆい。しつこいな、しょうがない、起きよう。

　目を開けた。

　長く垂れた金色の糸がふぁさふぁさ揺れていた。どうやら頰をくすぐっていたのはこれらしい。

　見知った、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美女がこっちを覗のぞきこんでいた。目がやけに真しん剣けんだ。

「フェリシア、さん？」

「よかった。生きてた」

　フェリシアが安あん堵どしたように息をついた。

　甘い息がブリッドの鼻をくすぐった。

「そりゃ、生きてますよ。ぼくの部屋でなにをしてるんです？」

「うん？　キミはなにを言ってるのかな？」

「だってここはぼくの部屋で」

　その瞬しゆん間かん、すべてを思いだした。

　感覚がクリアになるとともに、痛みももどってきた。脇腹が痛む。側頭部が痛い。鼻がじんじんと熱い。他ほかにもいろんな部分がズキズキと熱を発している。

　だが、いちばん痛いのは心だった。

「くそっ!!」

　起き上がろうとしたが、フェリシアの手に押しかえされた。

「まだ動いちゃだめ。ひどいケガしてる。飲んで」

　フェリシアは腰に手を伸ばして水すい筒とうを取った。栓せんを開けて、飲み口を口に近づけてくる。ブリッドは飲もうとしたが、血の味が口内に広がり、むせて水を吐きだしてしまった。

「飲むの」

　命令。肩かたを地面に押さえつけられる。強ごう引いんに、水を口のなかに流しこまれた。

　こんどは吐きださないように我が慢まんして飲みこんだ。

「だいじょうぶね？」

「はい」

「で、なにがあったの？」

「……派手に転んだだけです」

　ほんとうのことは言えなかった。言いたくなかった。あんなやつにいいようにやられたなんて、だれが言えるか。

　フェリシアは上からじいっと見つめてきた。顔、近い。

　あれ、なんで上にいるんだっけ？

　今、自分は地面に仰あお向むけになっていて、フェリシアの顔が真上にあって、なんか腹に重みを感じる。ということは──？

　ブリッドは硬こう直ちよくした。

　馬乗りになっていたフェリシアが怪け訝げんそうな顔をしたかと思えば、

「んんっ！」

　とわざとらしく咳せき払ばらいをして、はなれた。甘い匂においが遠ざかる。

「その様子なら、だいじょうぶそうね」

　ブリッドは、地面に手をついて上半身を起こした。壁に背中をあずける。

　どこかを動かすたびに体の節々が痛んだが、それよりももっと恥はずかしさが勝まさった。正直、このままフェリシアが去ってくれることを期待した。置き去りにされたほうが楽なこともあるんだな、と思い知った。

　でもフェリシアは去らない。

「で、なにがあったの？　転んだなんて噓うそついたらお姉さん怒おこるよ？」

　ブリッドはかいつまんでさっきの出来事を話した。

　だれにやられたとか、どうやられたとか、詳くわしいことは省いた。ただ、ケンカになって負けたということだけを正直に話した。

「ふうん。モンスターの殺し方と人間の殺し方はちがう、ねぇ」

　フェリシアが人差し指を立てた。

「よーし。お姉さんがいい話を聞かせてあげよう」

「いや、いいです」

「聞くこと!!」

「は、はい」

　フェリシアが横に座ってきた。

「あるところに、それはそれはかわいい女の子がいました。その子のお父さんは大都の騎き兵へい隊長だったの。王国最強の剣けん士しって言われてたみたい。厳しいひとでね、物心つくまえから戦技を仕し込こまれた。剣、槍やり、弓、格かく闘とう術。朝から晩まで。毎日ぼっこぼこにしごかれた。隊長としての仕事も忙いそがしかったから、お父さんが娘むすめと接するのはそのときだけ。夜なんて体じゅう痛くて寝ねられないし、寂さびしいから、いつも泣いてた。考えられる？」
















「いえ。すごいですね」

「でしょ～？」

「はい」

　そう答えたものの、ブリッドはなんでフェリシアがそんな話をするのかわからなかった。

　フェリシアはさらにつづける。

「そんなことが何年もつづいたある日。花のような美人に育ってたその子は、稽けい古この最中にとつぜん気づいちゃったの。お父さんの動きが、ぜんぶ見えるって。で、倒たおしちゃったわけ。あのひと、地面に尻餅をつきながら、なんて言ったと思う？」

「わかりません」

「『やはり後こう継けい者しやはおまえだ、我が息子むすこよ』って言ったの」

「えぇ？」

「びっくりしちゃうでしょ？　あのひと、その子をずっと男だと思ってたんだって。ムカついたから、その夜に家出して攻略都市にきたみたい。で、冒ぼう険けん者になって、はじめて迷宮に潜もぐったとき、ある男の子に出会いましたとさ」

「え？」

「ほら、その美少女って王国最強の剣士より強いわけじゃない？　つまり人間界最強なわけじゃない？　ゴブリンなんて瞬しゆん殺さつしてどんどん先に進んでたの。でも大量のモンスターに囲まれて、死にそうになった。そのとき、生意気な男の子が現れて、そいつらをあっというまに倒しちゃった。で、上から言ったの。『人間と戦うのとはちがう。相手はモンスターだ。調子にのんなよねーちゃん』ってね」

　そのやりとり……なんとなく記き憶おくにある気がする……もしかして……？

「あのー、それって、フェリシアさんの実体験じゃ……」

「え、なんでわかったの!?　すっごーいブリくん!!」

　なんて白々しい！

　その女の子はフェリシアで、ということは、生意気な男の子はブリッドだろう。

「す、すみません」

「いいよ。まあ、ぶっちゃけずっとムカついてたんだけど。もう許したげる。おたがい恥ずかしい姿を見せたってことでね。さて」

　とフェリシアは立ちあがった。

「そろそろ動けるようになった？」

　そういうことか、とブリッドは得心した。無む駄だ話ばなしをしているように見えて、回復する時間を与あたえてくれていたんだな。

「フェリに、街まで連れてってほしい？」

「ありがとうございます。でもいいです。一階ですし。出口はすぐそこです。それに」

「それに？」

「そこまでしてもらったら、対等じゃいられなくなりますから」

「男の子だね」

「からかわないでください」

「ふふ。だからいいんだよね、ブリくんは」

　そう言って、フェリシアは迷宮の奥に歩いていった。

　ブリッドは壁かべに背をあずけたまま、動かなかった。まだ痛みが残っていたけど、それよりも、もっと、屈くつ辱じよくが体に重くのしかかっていた。

　あの卑ひ怯きよう者ものめ。

　そうつぶやきそうになって、すんでのところで思いとどまった。

「危なかった……」

　負けたのは弱いからだ。このひどい状態を招いたのは、油断だ。油断するのは弱い証しよう拠こだ。弱いのはまだいい。許せる。でも、敗北を他人のせいにしてしまったら、それこそ卑怯者になってしまう。それじゃ自分を許せなくなる。

　油断したほうが悪い。死んでいないだけ、まだ幸運だった。

　しばらく休んでからブリッドは立ちあがり、迷宮を出て街に帰った。

　旧市街の魔ま法ほう道具屋につくと、出で迎むかえたアグニスが顔色を変えた。

「ブリッドさん!?　そのお顔はどうしたですですっ？」

　アグニスはブリッドとニナが下宿させてもらっている魔法道具屋の若わか女将おかみだ。若女将というか、ほんとうに若い。十五歳のブリッドより三つ年下で、年の差よりもさらに体はちっちゃいが、若い女と駆かけ落ちした父親の店を切り盛りする、できた女の子だ。

　ブリッドは、世話焼きなアグニスにいいわけするのに苦労した。ぼっこぼこに負けて帰ってきたとは言えなかったから。
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　石造りの狭せまい廃はい屋おくは薄うす暗ぐらい。

　朽くちかけひび割れた天てん井じようから光が射さしこみ、舞まい上がった埃ほこりを白く浮うき立たせている。

　ここは旧市街の西北に位置するスラム。迷宮からもっとも遠い場所だ。不気味に静かで、かといって無音というわけでもない。

　挫ざ折せつした冒険者や食くい詰つめ者ものたちが引き寄せられるように集まり、居つく吹ふき溜だまり。もう迷宮には入れない、成功をつかむことはできない。それでも街を離はなれられない者たちの居場所。

　さっきも、この廃屋にたむろっていた不良冒険者を追っ払ぱらったところだ。

　どうして彼らは街を去らないのだろう？　もう街に必要とされていないのに。挑いどむこともやめてしまったのに。だれにも必要とされてないのに。

　部屋の隅すみに影かげのように立ちながら、エリィはそんなことを思った。部屋の中にいる四人の男女に無感情な視線をむける。

　冷たい色のローブを着て顔を隠かくすようにフードをすっぽりとかぶった男が扉とびら側に立ち、その正面では頰ほおに傷のある長身の男が長い腕うでを折おり畳たたむように腕組みしている──たしかホークアイという名の回収屋だ。

　すこしはなれたところに派手で露ろ出しゆつ度どの高い、若い女冒険者がふたり。

　貝かい殻がらのように巻きあがった髪かみをしているのが、シルフィ。

　いつも高そうな絹地の服を着て、毛織物のカーディガンを羽織ってる。襟えりぐりが大きく開いて、大きな胸を誇ほこらしげに放ほうりだして、スカートの丈たけも短い。迷宮に潜る格好にはぜんぜん見えない。というか、繁はん華か街がいを歩くようなおしゃれ着だ。

　シルフィは、メダルシアン王国の伯はく爵しやく令れい嬢じようだという。でも、本人談。

　気取ってるけど、ほんとうのところはどうなんだか。背も高くてスタイル抜ばつ群ぐんなのは、ちょっぴり羨うらやましい。

　その横に立っているのがルイ。セミロングの髪を何本かの束に細かく結ゆってる。そこに色いろ紐ひもを編みこんで、最初見たときはカラフルなイカみたいと思った。やっぱり露出度は高い。大都からシルフィについてきたらしい。腰こし巾ぎん着ちやくだ。

　ふたりとも派手だ。駆けだし冒険者が装備するような地味な革かわ製品に、そっけなくまとめたポニーテールのエリィとは華はなやかさが段だん違ちがいだ。

　そのとき、ローブの男がホークアイに革かわ袋ぶくろを押しつけた。

　受け取ったホークアイが袋を開く。金属のこすれ合う細かい音がした。

　シルフィたちが後ろから覗のぞきこみ、顔をゆるませる。どうやら、期待以上の金が入っていたようだ。

「受け取ったからには、わかっておるな」

　くぐもった声。

　顔を隠しても大おお仰ぎようなしゃべり方は隠せない。上から命令することに慣れきった、地位の高い人物に特有の高圧的な命令口調。

「一秒でも早くニナに冒険をやめさせるのだ。人目につかぬ場所に永遠に埋うめてもよい」

　袋の紐を縛しばっていたホークアイが顔をあげた。

「はっ。お偉えらいさんはいちいち表現がお上品だな。ようするに殺せってことか？」

「そうとは言っておらぬ」

「なら、はっきり言ってくれよ。頭のわりいオレにもわかるようにな」

「一秒でも早くニナに冒険をやめさせるのだ。人目につかぬ場所に永遠に埋めてもよいと言っている。二度と日の目を浴びぬように。そのための援えん助じよは惜おしまぬ」

「それは頼たのもしいねェ」

「すでに契けい約やくは成った。失敗は許さぬぞ」

　まさに通告。命令に慣れた教会関係者らしい会話だ。

　返答も待たずに、男は冷えたローブを翻ひるがえして廃屋を出ていった。

　ホークアイは金きん子すの入った革袋を自分の道具袋にしまいこみ、女たちに笑いかけた。

「オレはツラが割れてる。現場働きはおまえらに任せるぜ」

「はぁ～い！」

　シルフィたちが頭の軽そうな答えを返した。廃屋を出ていこうとして、エリィを振ふりかえった。
















「なにをぐずぐずしているのかしら？　はやくなさい」

　エリィは、うなずいた。
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「シルフィとその仲間たち？」

　ブリッドはイリンシャに訊ききかえした。

　聖せい大たい樹じゆ教会の大聖堂。復活プールのすぐ外の廊ろう下かは夕ゆう闇やみに包まれようとしていた。ニナの棺ひつぎを放りこんで出てきたところで、待ち構えていた先せん輩ぱいのイリンシャにちょっと話がある、と呼びとめられたのだ。

　イリンシャはブリッドより数か月はやく回収屋になった。黒々した長い髪と豊満な体がチャームポイントの、博識でひとのいい女性だ。不幸なことに、ひとがよすぎて死体回収屋という過か酷こくな職業には向いていなかったのだが……。

　中庭のベンチに移動して、話を聞いてみれば、世間ではワープポータルを発見し、さらに巨きよ獣じゆう討とう伐ばつまでも成し遂とげたのがニナではなく「シルフィとその仲間たち」という三人組の女冒険者ということになっている。そういう話だった。

「さすが情報通。冒険社の記者が板についてきてますね」

「いえいえ。私なんてまだまだ未熟者です。けれど、最近すこしだけ自信を持ててきました。こんな私でも、みんなの役に立てることがあるんですね！」

　イリンシャが照れくさそうに微笑ほほえんだ。はにかんだ表情が魅み力りよく的だった。

　ブリッドはうれしくなった。以前、イリンシャはいつも暗い顔をしていた。それが心配だったのだが、いまは、見るからに生き生きとしている。

「それにしても、ほんとうにご存じないのですか？　一時期、街はその話題で持ちきりでしたよ」

「うーん。ぼくは聞いたことないですね」

「ふふ、最近のブリッドくんは回収の鬼おにですものね」

　イリンシャが優やさしげな目で微笑む。

「いや、けしてそんな大層なものじゃありません。ただ振りまわされてるだけです」

「またまた、謙けん遜そんは美徳ではありませんよ」

　イリンシャは口に手を当ててくすくすと笑う。

　さっき自分も謙遜してたような……本音なんだが……まあ、いいか。

「今、攻略都市では彼女たちの噂うわさで持ちきりです。新たなる希望スター候補として、若い女の子たちはファッションスタイルを真似まねしていますし、攻こう略りやく本ぼんでも急きゆう遽きよ特集記事を組もうということになっています。おかしいと思いませんか？」

「まあそうですね」

　ブリッドはうなずきながらも、べつにおかしいとは思っていなかった。

　シルフィとその仲間たちなんて冒ぼう険けん者パーティ、聞いたこともない。

　けど、噂とはそんなものだろうとも思う。ネネレーザが酒場で気に食わない冒険者をぶちのめして頭から丸のみにしたとか、尾おひれがついて回るものだから。

　だいいち、ニナはそういうことをいちいち自じ慢まんしない。どうでもいい自画自賛は得意だが、ちゃんと成し遂げたことについては誇ることすらしない。

　つーか。大事なことほどすぐ忘れるんだよな！　あいつは！

　心の叫さけびが顔に出てしまったのか、イリンシャが心配そうな顔をした。

「どうしたんですか？」

「なんでもないです。それよりも」

　ブリッドはニナが発見した謎なぞの丸部屋に出たという亡ぼう霊れいについての話を振ってみた。

「うーん。わかりません」

「ですよねぇ。やっぱあいつの妄もう想そうでしょうね！」

「あ、いえ。そういうことではなくて、わたしの浅い知識ではわからないのです。でも、調べてみます」

「調べると言っても……たしか、三年前の教会大火で、教会図書館の資料も全部焼けちゃったんじゃ……」

「だいじょうぶです。アテがありますから！」

　イリンシャが明るく、思わせぶりなことを言ったとき、廊下の奥から華はなやいだ声がした。

　目をむけると、教会の女僧そう侶りよや女冒険者の集団がこちらに歩いてくるのが見えた。集団の先頭には、白地に紅あか十字の刺し繡しゆうがある法衣を着た男がいる。

　法衣を見るに、男は司教級の高位の僧侶のようだ。しきりに話しかけてくる周囲の女たちに、端たん整せいな笑顔をむけては流りゆう暢ちように受け答えしている。よほど人望があるのだろうが──

「なんで、女のひとばかりなんだ」

「あのルックスですから……さあ、道を開けましょう」

　ブリッドはイリンシャに促うながされて廊下の端はしに寄った。

　通りぬけざま、法衣の男がこちらを見た。目が合う。射るような視線。だが、それはほんの一いつ瞬しゆんのことだった。すぐに男は視線をはずし、隣となりの女に優しげな目をむけた。

　華やいだ声が遠ざかっていくと、ブリッドは首をひねった。

「どこかで会ったかな……？」

「ありますよ」

「え？　断言？」

「あのお方はノーラン高司教ですよ。教会内部の信しん頼らいも信者からの人気も高くて、いずれは大主教とも囁ささやかれるほどのお方で、規律委員も務めていらっしゃいます」

「ああ、それで」

　ブリッドは納なつ得とくした。高司教は、ひとりの大主教を頂点とする聖大樹教会のヒエラルキーの二番手に位置する。その数は十名ほどらしい。

　以前、ブリッドはとある嫌けん疑ぎで審しん問もん会に召しよう喚かんされたことがある。審問会は、教会の意思決定機関である規律委員によって執とり行われる。委員長である大主教を頂点とした規律委員には、高司教たちが名を連ねる。

　もしかしたら、審問会のときに顔を見たことがあるのかもしれない。

　けど、あの視線の意味は……？　まるで敵を見るような目だった。ひょっとしたら、審問会のときにブリッドを罪人として審しん議ぎしたことを覚えていて、それで厳しい目をしたのかもしれない。けれど、嫌疑が晴れてから一月も経たっている。規律委員まで務める高司教が、無名の回収屋ごときをいちいち覚えているものだろうか？

　さっそく調べ物をすると張り切っているイリンシャと別れ、ブリッドはそそり立つ大樹を見あげた。

「にしても、シルフィとその仲間たちか……」

　ずいぶん、リーダーが自己主張してるチーム名だな。他ほかのメンバーが不満に思ってそうだ。そんなことを考えながら、ブリッドは大聖堂を出た。

　もう夕暮れの朱しゆは西の空に消え、東から青黒い波が街をつつもうとしていた。
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　地下十一階の最さい奥おう。

　ニナは腕うで組ぐみして目のまえの深みを睨にらみつけていた。

　口をきゅっと不満げに尖とがらせている。きっとどこかですっ転んだのだろう。服も頰ほおも土で茶色く汚よごれている。

　崖がけのぎりぎりに立っている。そんなに端はしっこに立たんでもいいだろうというところまで攻せめている。足あし下もとには、どこまでも広がる黒。

　迷めい宮きゆうには随ずい所しよにだれが据すえつけたんだかわからない魔ま法ほうの松明たいまつが設置されていて、絶えず燃え続けている。厳密な意味での真の暗くら闇やみはほとんどない。この崖を囲む壁かべにも数本の松明たいまつがある。

　とはいえ、松明の弱い光では深すぎて底が見えず、向こう側の崖がぜんぜん見通せない。三階の大亀裂グランドクラツクとは比べものにならない、本物の峡きよう谷こくだ。

　ただ。一筋の白い線が黒をぶち抜ぬいて伸のびている。

　橋。白い天然石造りの立派な橋だ。落下防止用の欄らん干かんもあり、一定の間かん隔かくで竜りゆうを模した小さな石像の装そう飾しよくがされている。すぐに渡わたれそうだ。

　ではニナはいったいなにが気に食わないのか？

　その答えは、橋の手前に置かれた石せき碑ひにある。文面はこうだ。

『このハシ渡るべからず』

　ニナが餌えさをおあずけにされた猫ねこのように不満顔なのは、これが原因だ。

　橋を渡んなきゃ向こう側にいけない。なのに石碑は橋を渡るなという。

　なんだそれ!?

　けど、こういう石碑は先せん達だつの冒険者たちが自分の血を流して遺のこしてくれたありがたいアドバイスだから素す直なおに従うんだぞ！　とかブリッドが小うるさいので、無視するわけにもいかない。それで、めずらしく立ち往おう生じようしていたのだ。

　そのとき、ハッ、とニナは気づいた。

「ふふん。ハシね、ハシ」

　ほくそ笑む。組んでいた腕うでを解ほどき、えっらそうに腰こしに当てる。

「このハシ渡るべからず。よーするに真ん中渡れってことだ。かんたんかんたん！」

　あーっはっはっはっはっは！　と高笑いが響ひびき渡った。

　ニナは意い気き揚よう々ようと橋に踏ふみだし、ずんずか歩いた。十歩ほどはなにごともなく歩を進めたとき、左右から気配がした。

「なにやつっ!?」

　右を向いたニナは、欄干にあしらわれた竜の石像の口に赤い火種を見た。つぎに左を向いたニナは、欄干にあしらわれた竜の石像の口に赤い火種を見た。




　赤々とした炎ほのおのなかにある。

　ニナの棺は、橋の両側から絶え間なく炎を浴びつづけている。数歩分距きよ離りをあけているのに、熱気が伝わってくる。

　探たん索さく石の呼びだしに応こたえて橋の手前まで来たものの、ブリッドは考えこんでしまった。竜の石像の吐はきだす炎に間かん隙げきはない。たとえロープを投げこんでも、引っかけるまえに燃え尽つきてしまうだろう。

　やってみるか、以前見たあの技わざを。

　ブリッドは剣けんの柄つかに手をかけ、腰を浅く落とした。

「裂れつ炎えん斬ざん!!」

　抜きざまに空を斬きる。

　ゆらっ。

　炎がかすかに揺ゆらいだ。それだけ。

「あっれー!?　フェリシアさんが火吹き蠅フアイアフライ相手にやってんの見たんだけどなー！　炎を斬るなんて常人にできるわけないよなー！　あのひと超ちよう人じんすぎるよなー！」

　ブリッドは剣をしまいながら、恥はじ隠かくしにしゃべりまくった。

「……なにやってんだぼくは。ニナに見られたら説教できなくなるぞ。威い厳げん的に」

　そいつはすぐそこで死んでるからだいじょうぶだ！

　ブリッドは気を取り直して、あらためて回収方法を考えることにした。

　こういうときのために、フックのアタッチメント付きの槍やりや棒などの長物を武器にしている回収屋もいる。現状のブリッドは、回収作業そのものにはまったく役に立たない剣しか持っていない。

　試ためしに、水すい筒とうの水でロープを濡ぬらして炎のなかに投げこんでみた。だが、すぐに水分が蒸発してぶすぶすと焦こげる臭においが漂ただよってきたので、断念した。

　剣以外にも常備したほうがいいのかも。ある程度リーチが長くて燃えにくい材質の棒かなにかを。迷宮に都合よく転がっているわけもないし、時間はロスしてしまうけれど、一いつ旦たん地上に取りにもどるしかないか。

　そう思ったとき、ひとつ思いついた。

　さっそく、濡らしたロープの先に剣をくくりつけた。こいつを投げて棺ひつぎの取っ手に引っかける。コントロールは難しそうだけど、これなら、ロープを直接火に晒さらすわけじゃない。すこしは熱に耐たえてくれるかもしれない。

　ブリッドは、慎しん重ちように狙ねらいを定めて、剣を投げた。

　棺の取っ手に、剣けん先さきがしっかり挟はさまった。成功だ。ブリッドはすぐにロープを手た繰ぐって炎のなかから引きずりだした。

　うまくやった！　その達成感で気がゆるんでしまったのだろうか。

　棺を触さわってしまった。とたんに、指先に鋭するどい刺し激げきが走った。

「ぁつっ!!」

　ブリッドは反射で手を引っこめた。

　長時間焼かれた棺は、ものすごい熱をもっていた。水筒から水を垂らしてみたが、かける先からじゅうじゅうと白い蒸気になってしまう。あっというまに目玉焼きが焼けそうだ。

　結局、棺が冷めるまで何十分も時間を無む駄だにすることになってしまった。




　地下十一階。

　ぜーはーと肩かたで息するニナが怒いかりに血走った目で橋を睨みつけている。復活するや否いなや、全力疾しつ走そうでここまで駆かけ下りてきたのだ。

　中央突とつ破ぱはダメ。ならどうすれば……やっぱジャンプか？

　ほぼやけっぱちのニナは、今一度石碑を見た。役に立たないじゃん！　とブリッドへの文句を叩たたきつけるように。

「あれ？」

　みょうなことに気づいた。よく見ると、石碑の下半分が黒くろ墨すみで不自然に汚れている。

『このハシ渡るべからず、』

　まだ文章は続いているようだ。ニナはしゃがみこみ、服の袖そでで汚れをごしごし拭ぬぐった。

『このハシ渡るべからず、途と中ちゆうまでしか完成してない。工事中！（永遠にな！）』

　ずこー！　ニナはずっこけた。

「なんだよーもう！　まぎらわしい書きかたすんな！　とんちかと思ったじゃんか！　つーかどんなピンポイントな汚れ方なんだよぅ！　公共物を汚すなんて非常識、だれがやった！　おこるよ！　温厚なわたしもさすがにおこるよ！」

　地面のうえで、しばらくじたばたと駄だ々だをこねた。

「ま、いっか」

　ひとしきり暴れてすっきりしたのか、むくりと起き上がり、歩きだした。
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『攻略都市のあるきかた』

──特集：昔の技術レガシースキルを学ぼう!!──

　冒ぼう険けん者諸君。今日も元気に潜もぐってるかな？　死んでるかな？

　さて、この記事ではもはや使われなくなった冒険技法を学びたいと思う。

　君たちは迷宮で宝箱を発見したとき、どうしてる？　「強制開かい錠じよう」の魔法を使う？　それとも、同じ効果を封ふうじこめた魔法石を使う？

　うん、まあそれもいいだろう。無難な方法だ。

　けれども、魔ま力りよくもお金も消費せずに宝箱の安全性を確かめつつ開ける方法があるとしたら、どうする？　あるわけない？　あるんだな～それが。

　それを紹しよう介かいするのが今回の主題だ。

『アレハンドロ式罠わな測定法』

　古い、と侮あなどるなかれ。棺化がなかった時代、すなわち死亡が失踪ロストとほとんどイコールだった時代に編み出されたクレバーな攻略法だ。今でも実用的だよ。




ＳＴＥＰ１：宝箱を見つけても安易に近づかず、周囲からよく観察する。

ＳＴＥＰ２：はなれたところから石をぶつける。振しん動どう検知式の罠を確かく認にん。

ＳＴＥＰ３：槍や棒状武器などの長物を使って宝箱をその場からずらす。重量検知式の罠を確認。

……

ＳＴＥＰ19：最後は運に任せる。




　どうだい？　え、めんどくさい？

　まあそうだね。こんなの、前時代の古くさいメソッドだ。

　ただ、こういう事態を想定してみよう。君たちパーティは疲つかれ切っている。魔力も魔法石も尽きている。それでも光り輝かがやく宝箱を見つけたとき。君はどうする？　みすみすその宝箱を捨て置くのかい？　他ほかの冒険者にかっさらわれるかもしれないのに？

　そんなときのために、覚えておくと得するかもね！

　次号は特大号だ。各階の神しん獣じゆうのデータを丸まる裸はだかにしちゃうよ！　ノーダメージで倒たおす方法が載のっているかもしれないぞ！　乞こうご期待！
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　虫くさい。

　ニナは、鼻び腔こうにからみついた空気から敏びん感かんに臭いを感じ取り、くんかくんかと自じ慢まんの鼻を鳴らした。

　十一階のとんち橋（勝手にそう名付けた）をスルーして他の通路を探し、階段に辿たどりついたのだ。十二階に下ると、そこは広々とした大部屋だった。四方八方どこを見ても先を見通せない。闇やみのベールに、視線が遮さえぎられてしまう。基本的に通路の奥に階段が置かれている浅層の迷めい宮きゆうとしてはめずらしい。

　ニナの視界にはモンスターの姿はない。でも──

「におうね。プンプンしてるよ」

　まるで達人のように片かた頰ほおをつりあげたニナは、すらりと剣を抜き放った。

「フッ。そこにいるんだろう、モンスターくん？　気配を殺してもわかるぞい。いいコだから隠れてないで出といでよ～」

　闇の中に、でよーでよーと声が木霊こだました。

　気配はない。一いつ切さい、ぜんぜん、まったくない。

「か、隠れても無駄なんだからね！」

　らねーらねーと自分の声だけが反はん響きようする。

　数秒後、ニナは顔を赤くした。

　やっちまった。なんもいないところで、無駄に気配を感じたフリの一人芝しば居いを……。

「におったもん！　だってにおったんだもん！」

　恥ずかしさのあまり、ニナはどたどたと走りだした。大部屋の奥にむかって。いや、見えない明日あしたにむかって。走っても恥はじはふり払はらえないというのに。

　無意味な疾走をつづけた。

　なにかに躓つまずいた。

「おっとととととととととととと？」

　ニナはたたらを踏んで、ふーあぶない、と振ふりかえった。

　そこにぬらりと不気味に光る虫がいた。巨きよ大だいな金色の虫が。

　鱗うろこのように硬かたそうな表皮に覆おおわれ、頭部から角つのを生やした六本足の甲虫。頭の位置はニナの腰こしほどもある、大型の虫だ。その前足に引っかかって躓いたらしい。

　金色甲虫ゴールデンビートル──十二階に頻ひん出しゆつする雑魚ざこモンスターだ。

　甲虫が、のっそりと鈍のろい動作でニナのほうを向いた。

「げぇっ！　きもちわるいよぉ！」

　ニナの腕うでに鳥とり肌はだが立った。どうやら虫は苦手のようだ。

　しかし、個人的な好すき嫌きらいに行動を抑よく制せいされるほどニナは甘っちょろくない。というか、つねに恐きよう怖ふ心しんや嫌けん悪お感かんよりも、闘とう争そう心が勝ってしまうアホなのだ。

「死ねい！」

　と、剣けんを振りかぶり、角のついた頭に叩きつけた。

　がつん！　硬いものを割る、確かな手て応ごたえ。

　甲虫は金色の頭部からどろりと緑色の体液を流して、絶命した。

　ニナは、動かない甲虫の頭に足をかけてよいしょ！　と剣を引き抜ぬいた。それから、剣をピッと横にふって、体液を払った。

「フッ。深層に潜ひそむボス級モンスターとはこんなものか……」

　などと達人風を吹かせているが、十二階は浅層であり、金色甲虫はもちろんただのザコモンスターである。

　ニナはふんぞりかえって、意い気き揚よう々ようと歩きはじめた。

　その先になにが待っているのかも知らずに。




　同刻。

「ここでいいっすか？」

「ダメ。ちょっと曲がっていますわ」

「うーん、それでしたら、これでいかがっすか？」

「ダメダメ。まだ曲がってますわ。怪あやしすぎますわよ」

　シルフィとルイのふたりが、通路の真ん中に宝箱を置いている。

　元から迷宮にあったものではない。わざわざ攻略都市のアンティークショップで空の宝箱を買い、持ってきたのだ。

　ふたり、というのは不正確な表現だ。シルフィは指示を出すだけで、実際に宝箱を押したり引いたりして動かしているのはルイだった。

　ルイは、いつもシルフィの言いなりだ。貴族の娘むすめであるシルフィに頭があがらないらしくて、シルフィにはへこへこして、その反動か、エリィに強く当たってくる。

　エリィは、宝箱の位置を微び妙みように調整するルイを見ながら、そんなことをしても無駄なのに、と思った。自分の、ポニーテールにまとめた髪かみを指で梳すく。

「エリィ！　手伝えよっす！　ていうか、てめーがやれよ、マジで！」

　ルイがこっちに怒ど声せいを飛ばした。

「は、はぁい！　す、すぐにやりますっ！」

　エリィはあわてて、宝箱に近づいた。




　数分後。迷宮、十二階。

「むぅ？」

　ニナは通路で小さめの宝箱を見つけた。

　すぐには近づかない。トラップを警けい戒かいしているから。よぅく宝箱を観察してから、きょろきょろと周囲を見み渡わたして、石を拾い上げる。で、投げた。宝箱に当たる。何度か石をぶつけたが、変化はない。

　つぎにニナは剣を抜いて、地面に伏ふせ、ほふく前進で宝箱に近づいた。

　いっぱいに手を伸のばし、剣けん先さきで宝箱の側面を押す。ずずっと動いた。とくに変わった様子はない。奇くしくもここまでの手順は、アレハンドロ式罠測定法と酷こく似じしていた。

　攻こう略りやく本ぼんを読まず、人の話を聞かないニナがアレハンドロメソッドを知っているわけがない。が、快速死亡経験のおかげで同じ手順を習得しているのだ。

「よしよし」

　ご満まん悦えつのニナは立ちあがり、宝箱をぱかっと開けた。なかにぽちゃっとした革かわ袋ぶくろがあった。勢いこんで手に取ったとたん──ぱちん！　と袋が弾はじけた。

　幸いダメージはなかったが、全身が得体の知れない濁にごった液体でべっとべとになってしまった。

「なんなんだよう！」

　顔を手で拭ぬぐって指をぺろっとなめてみると、甘かった。ハチミツである。

「おいし～い!!」

　親指から小指まで、一本ずつちゅぱちゅぱとなめてしまった。

「じゃなくて！　なんの嫌いやがらせだよ！」

　遅おそまきながらニナはいきり立った。

　そのとき、ニナの耳にくすくすという忍しのび笑いと、走り去る複数の足音が聞こえた。

「なんだなんだぁ？」

　その場できょろきょろしたニナは、通路の前方から二つの影かげがにじり寄ってくるのが見えた。虫くせえ、とニナは剣を抜き放った。

　ご名答。二匹ひきの金色甲虫が、かさかさと床ゆかを蹴け立たててこちらに歩いてきていた。

　ニナは、フッと笑った。

「一匹も二匹も同じなのだよ、このニナさまには！」

　たしかにニナは言葉通り、剣を力任せに振り下ろして二匹の金色甲虫の頭を苦もなくかち割った。だが。

　虫はそれだけではなかった。廊ろう下かの奥からどんどんこっちに虫が向かってくる。

「あれぇ？　フェロモン出すぎかなぁ？　モテる人気者はつらいねぇ」

　と余よ裕ゆうぶっこいた。

　金色甲虫は硬いが、動きは鈍い。ニナは前方からかさかさと歩み寄る虫どもを何匹も、残らず叩たたき割ってやった。が、一向に数は減らない。

　まさか!?　と振りかえると、後ろの通路からも甲虫の大群が押し寄せてきていた。前も後ろも、虫だらけだ。

　通路を埋うめ尽つくすその数は数十匹ぴき、いや、数百匹かもしれない。

「まさか、このハチミツに引き寄せられているのかっ!?」

　気づいたときにはすでに時遅し。

　もう、逃にげられない。

　ニナは、仲間の死体を這はいあがってのそりと近寄ってきた甲虫の頭を力任せに叩き潰つぶした。そのとき、ヘンな手ごたえを感じたが、考えている暇ひまはない。

　それから何匹も倒した。倒して倒して倒しまくった。が──

「あぁっ!?　ちょわわ！　服に脚あしひっかけるな！　わたし登るとこじゃないから！」

　ニナは虫の下した敷じきになりながら、必死に抗こう議ぎした。




　探たん索さく石が振しん動どうしている。

　ブリッドは、ちょうど十一階の階段を下りているところだった。振動の間かん隔かく的に、十二階にニナの死体はあるだろう。

　下から、声が聞こえた。気にせず下りていくと、若い女三人組の冒ぼう険けん者が上がってきた。ブリッドは会え釈しやくだけしてすれ違ちがおうとしたのだが──

「あなた」

「はい？」

「いい男ですわね」

「はぁ？」

　先頭にいた、貝かい殻がらみたいな巻き上げ髪の女に絡からまれてしまった。やたらと派手で露ろ出しゆつ度どが高い。

「シルフィさまは、ブリ、じゃなくてこういう地味男が好みなんすかぁ？」

　後ろにいた女も参加してきた。露出度が高いのは同じだが、こちらは肌はだが小麦色だ。

「ちょっとルイ、そういう物言いは殿との方がたに失礼ですわよ」

「はっ、ご、ごめんなさいっす！　おナンパを邪じや魔ましちってすみません!!」

「いいですのよ」

　なにがいいのかさっぱりわかんねえ。つうか迷めい宮きゆうでナンパすんな。

　ニナとはまたべつのやばさを感じる。

　それはともかく──

「なんで、ぼくの名前を知ってるんだ？」

「知らないですわ」

「だって、さっきブリまで言いかけたよね？」

　と、ブリッドはルイと呼ばれた褐かつ色しよくの肌の女に確かく認にんした。

「ハァ？　あに言ってんすか、オメエ」

　ルイが突とつ然ぜん態度を豹ひよう変へんさせ、形のいい唇くちびるをぷるぷる震ふるわせた。

「ちょーしくれてっと裂れつ炎えん斬ざんくらわすっすよ、マジで。裂炎斬ッ!!」

「な!?」

　ブリッドは恥ち辱じよくのあまり顔が熱くなるのを感じた。

「おやめなさい。はしたないですわよ。わたくしたちはシルフィとその仲間たちというパーティですわ。あなたのことは知っています。わたくしがシルフィ、こちらがルイ、そちらのおとなしい子はエリィ」

　シルフィが言うと、ふたりの後ろにいた小こ柄がらな女の子がぺこりと頭を下げた。

「シルフィとその仲間たち……？」

　ブリッドは聞き覚えのある用語のおかげで恥はずかしさから立ち直った。

「それって、ワープポータルを見つけて、五階の特とく殊しゆ神しん獣じゆうを倒たおしたって噂うわさの？」

「そうですわ。知っていますのね」

「いや、けど」

「なにがおっしゃりたいの？」

「あんたたちの手て柄がらじゃないだろう」

　ブリッドは、ずばりと切りこんだ。

「そうね。あえていえば、迷宮人全体の手柄と考えるべきですわね」

「あ、いや、そういうことじゃなくて……」

「またお会いしましょう」

　シルフィは、ブリッドの頰ほおに指先でかるく触ふれて、また階段を上っていった。ルイもその後につづいた。

　あれが噂のシルフィたちか。

　後ろ姿を見あげるブリッドは、ふと、視線を感じて振ふりかえった。

　エリィと呼ばれた小柄な少女がこちらを見あげていた。やけに目つきが鋭するどい。すこし気になったが、懐ふところの探索石がぶるぶるとうるさいので階段を駆かけ下りた。

　十二階に下りると、苔こけむした灰色の通路を慎しん重ちように進む。

　おかしい、とすぐに思った。

　あまりにも静かすぎる。この階層では、金色甲虫がしょっちゅう出現するはずで、気が抜ぬけないはずなのに。さらに歩き、ある曲がり角を曲がった瞬しゆん間かんに、なぜ金色甲虫と遭そう遇ぐうしなかったのかわかった。

　狭せまい通路に金色の波があふれていた。甲虫たちがひしめき合い、折り重なり、波のようにうねっていた。

　ふつうは多くても数匹単位で行動するはずなのに、なぜ？

　そのとき、まるでブリッドの疑問に答えるように、金色の波の隙すき間まから、ちらりと旧型の棺ひつぎが見えた。

「やっぱりおまえか！」

　その声に反応して、三匹びきの甲虫がのそりとこちらにむかってきた。

　ブリッドは剣けんを抜いた。こいつらを始末しなきゃ回収できそうもない。

　横並びになって巨きよ体たいが近づいてくるさまは、金色の壁かべが迫せまってくるかのような圧あつ迫ぱく感かんがある。甲虫は鎧よろいのように硬かたい皮ひ膚ふをもち、パワーもある。だが、動きは鈍のろい。

　ブリッドは金色の壁に突つっこみ、鎧の隙間を狙ねらった。

　首に剣を刺さし入れ頭部を撥はね飛ばし、ねじこんだ口を内部からえぐり、翅はねの根元に切っ先をつっこみ胴どうを輪切りにする。

　高い波がのそりと顔をだす。同族の死し骸がいのうえを新しい甲虫が登って向かってきたのだ。そいつの首を斬きり飛ばす。すると、さらに高い波が押し寄せてくる。

　いちいち相手してられない。

　一匹の背中に駆けのぼり踏ふみ台だいにして跳とぶ。

　棺の近くをうろちょろしているやつの背中に着地。同時に翅の隙間から剣をこじいれて腹を裂さいた。

　周囲の甲虫をあらかた斬り伏ふせてから、ロープを棺にくくりつけ、背負った。手早く作業を終え、顔をあげる。

　案の定、作業している隙すきに囲まれていた。前からも後ろからもぶ厚い壁が迫ってくる。

　さて。問題はここからだ。

　拾うは易やすし、持ち帰るは難かたし。それが回収屋の格言。死体回収屋が死体になることはそう珍めずらしいことではない。

　ブリッドは、剣を握にぎり直して、ひとつ息をついた。

　金色の壁にむかって駆けだした。







　二章　ぼくの周りにはわけわからん冒険者が多すぎる！







「ほいっほいっ」

　ニナが一段とばしで迷宮の階段を下りていると、華はなやいだ声が下から響ひびいてきた。

「ん？　なにやつ？」

　立ちどまった。すぐに若い女がふたり下階から姿を現した。

　迷宮には似つかわしくない笑え顔がおでなにやらきゃーきゃーと楽しそうに会話しながら階段を上ってくる。ふたりとも凝こった髪かみ型がたで露出度が高い。パステルカラーのやたらと派手な胸当てを着けている。色いろ違ちがいだが、お揃そろいのデザインだ。

　とりあえず挨あい拶さつしとくか。見たことない顔だし。

「おつかれーっ！」

　ニナは元気よく手を顔の高さに上げた。

「それでですわね、昨日デートした殿方が～」

「うんうん」

　夢中なのか、ふたりは会話に花を咲さかせている。

　ニナの上げた手が、やけに寒々しい。

「お・つ・か・れーっすっ！　いま帰り～っ!?」

　ニナが語気を強めて言ったと同時に、ドッと笑い声が起こった。

「プレゼントにバルクゴブリンの背骨ー!?　そいつマジヤバじゃんすか。キモすぎぃ！」

「でしょう？　ありえませんわ。せめてユニコーンの角つのくらい貢みついでほしいものですわね」

　ふたりは、引きつりはじめた笑顔で手を上げているお人に視線を送ることもなく通り過ぎていく。

　ニナの手の指がぴくぴくと小刻みに震えた。

　……こ、こいつら！　ハイタッチスルーとかありえない！　非道にもほどがある！

　これ思いだすねー。ぜーったいに思いだす。今晩寝ねる前に布ふ団とんのなかで。ヘンなうめき声をあげて悶もん絶ぜつしちゃうね。そんな、予感を超こえた確信。

　ニナは屈くつ辱じよくのあまり、ふたりの後ろ姿を見あげ、むぎぎと歯ぎしりした。

『ばーかばーかばーかばーっか！　きゃっきゃきゃっきゃして！　おさるか！』

　女どもに心のなかで罵ば声せいを浴びせつつ、腹いせのエネルギーを叩たたきつけるように、立てた親指を何度も振り下ろした。

「それにしても、さきほどの宝箱は残念でしたわ」

　上から降り注ぐ残念そうな声に、ニナのゴートゥヘルが止まる。

「あれっすねー。東の通路を二ブロック進んで四よつ辻つじを西に曲がって突き当たりの丁てい字じ路ろを東に曲がってずっとまっすぐ行った袋ふくろ小路こうじの隠かくし扉とびらの奥にある部屋の宝箱っすよね」

「ええ。東の通路を二ブロック進んで四つ辻を西に曲がって突き当たりの丁字路を東に曲がってずっとまっすぐ行った袋小路の隠し扉の奥にある部屋の宝箱」

「あれはしょーがないっすよ。ムリっすわ」

「けれど、とてもすてきなレアアイテムが入っていたのではないかしら？」

　ピクリ。ニナの耳たぶがわずかに動く。

「ムリっす。あんなの超ちよう絶ぜつ凄すご腕うでじゃないと拾えませんっす。フェリシアでもムリっす」

「もったいありませんわね。だれかに拾われないといいですのにね！」

　ふたりは上階に消えていった。

　──フッ。

　これはよいことを聞いた。宝物の情報を他人のいるところで話すなんて、完全にダメ冒ぼう険けん者。横どり攻こう略りやくしてやる。と、ニナが悪い笑みを浮うかべたとき。

「あの」

　背後からの声に、ニナは固まった。

　見られた──!!　スルーされただけでも恥ずか死にしそうなのに、おまけにその後のエア復ふく讐しゆうもばっちり見られた！　無視する？　聞こえなかったフリしちゃう？

「あの」

　しっつけーな。しかたないので振り向くと、小柄な女が立っていた。

　おとなしめの服装に、黒い髪かみを束ねたポニーテール。

　なんだ、こいつら三人組だったのか。前のふたりと比べて装備も地味だし、静かすぎてぜんぜん気づかなかった。けど、どうせこの女もろくでなしに決まってる。あっちいけ！　という意思をこめて睨にらみつけてやった。

　が、女は一いつ切さい動じない。

「なんかよう？　忙いそがしいんだけど！」

　険のあるニナの言葉にも女は反応を示さない。無言でニナの手をつかんできて、顔の高さに上げた。

　ペチ。

　女はなにも言わずに早足で階段を上っていった。ニナの手にかすかなハイタッチの感かん触しよくを残して。

　ニナは戸と惑まどって指をくぱくぱ開閉した。なんだ。案外いいやつじゃん。

「って、余計恥ずかしいわ！」

　恥ずかしまぎれに叫さけび、階段をずだだー！　と駆け下りた。そして──

「えーと、こっちか」

　ニナは迷いなく東の通路へ歩を進めた。二ブロック進んで、四つ辻を左に曲がる。自然と急ぎ足になっている。感じのわるい女どもが漏ろう洩えいした秘密の宝箱を横どりする気満々だから。

　凄すご腕うでじゃなきゃ拾えない？　フェリシアでもムリ？

　上等だ！

「東の通路を二ブロック進んで四つ辻を西に曲がって突き当たりの丁字路を東に曲がってずっとまっすぐ行った袋小路の隠し扉の奥にある部屋の宝箱！　待ってろよー！　ちゃちゃっと攻略したるわ！　バカ女どもめ！　秘密を漏もらしたおのれの不明を恥はじろ！　はーっはっはっはっはっは！」

　弾はずんだ大声が迷めい宮きゆう内に反はん響きようした。




「バカはおめーだっての。その大声どんだけだ。あとぜんぜん秘密じゃねーし」

　曲がり角から通路を覗のぞきこんでいたルイがつぶやいた。ニナの後をつけていたのだ。

「どうなりましたの？　引っかかったのかしら？」

「はい。バカとしか言いようがないっすね～」

　シルフィの問いにルイが答えた。

「あ、モンスターっす」

　ルイの言葉どおり、奥から数体の人型モンスターがニナに歩み寄っていた。

　白い骨も剝むき出しの、異形の存在──不死小鬼妖精アンデツドゴブリン。

　殺された迷宮妖よう精せいゴブリンたちの積年の恨うらみが、死して皮も肉も腐くさり落ち骨だけと化してからも冒険者の魂たましいを求めて迷宮を彷徨さまよっているのだ。

『三さん下した生物め、すっこんでろ！　そこになおれ！　土に還かえしたる！』

　啖たん呵かを切ったニナが威い勢せいよく剣を抜ぬき放つ。

　どっちだよ、とルイはまたつぶやいた。

「にしてもアンデッドゴブリンが五体。ハメるまでもなく死んだっぽいすね～」

　ニナはまったく臆おくする様子も見せずに前に踏みこみ、先頭の一体を──

「蹴けったぁっ!?」

　ルイが驚おどろきの声をあげた。蹴り飛ばされたアンデッドゴブリンは地面に叩きつけられ、バラバラに砕くだけ散った。

　ニナはわけのわからんことを喚わめきながら、肘ひじ鉄てつ、ミドルキック、ぶちかまし、でさらに三体のモンスターをただの骨に戻もどした。

「あいつ、なんのために剣を抜いた!?　ふつう、不死系モンスターには触さわりたくもないってのに！　跳んだぁっ!?」

　ルイが興奮したように言うのと、ジャンプしたニナが踵を振ふり下ろし、最後の一体の頭ず蓋がいをかち割るのとはほぼ同時だった。

「あいつ、けっこう強くないすか？　死にまくってるヘボうけんしゃに見えないんすけど」

「ありませんわね。動きがムダだらけですわ」

「んでもでもっす。ひとりなのに囲まれてもなんだかんだ切り抜けましたし。あっほら！　五階のバケモノ倒たおしたのだって──」

「たまたまですわ」

「で、でも」

「お黙だまりなさい。あなたの意見などどうでもいいのです」

　シルフィが鋭するどい視線を送ると、ルイは黙りこんだ。

　気まずい沈ちん黙もくが流れる。

「仮にそこそこできるひとだとしても、もう関係ありませんわ。ほら」

　シルフィが通路の奥を指さした。ルイとエリィはその指の先に視線を送った。

　ニナがアホっぽい栗くり毛げを揺ゆらして袋小路の壁かべを調べていた。自然岩に巧こう妙みように偽ぎ装そうされたでっぱりを発見し、引く。ゴロゴロと音を立てて隠し扉が横にスライドした。

　ニナは警けい戒かいしている様子もなく、隠し部屋に躍おどりこんでいく。

　隠し扉がゴロゴロと閉じていく。

「ミッションコンプリート。仕上げにいきますわよ？」

　シルフィの言葉に、ルイとエリィがうなずいた。
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　胸ポケットの中で、探たん索さく石が激しく振しん動どうしている。

　ブリッドは、東の通路を二ブロック進んだ──通路の行き止まりで壁を前にしていた。

　たしか、ここは行き止まりと見せかけて隠し扉がある。だが、その部屋のなかにはなにもないはず。ふつうならスルーする場所だ。でもニナだし、と調べることにした。

　ごつごつした自然岩の壁にはそこかしこに大小のでっぱりがある。そのうちのひとつは内部が空くう洞どうになっていて、下から手を差し入れられるようになっており、裏側にスイッチがある──あった、昔は。

「たしかここだったような………………あれっ？」

　壁をまさぐりながら、ブリッドは思わず漏らした。

　記き憶おくしていたでっぱりに手が入らない。記憶違ちがいかもしれない、と壁全体を丹たん念ねんに手て探さぐりしてみたが、やはり見つからない。

　おかしいな。首をひねり、もう一度、隅すみ々ずみまでよく調べてみることにした。

　そのうちに妙みような箇か所しよを見つけた。記憶していたでっぱりだ。この岩がん壁ぺきは基本的につるりとした手て触ざわりをしているのだが、よく触ればざらざらしている。しゃがんで覗きこんでみると、どういうわけか、でっぱりの空洞がセメントで塗ぬり固められていた。

「あのバカ。またなにか余計なことやりやがったな！」

　帰ったら説教だな！　と怒いかりのボルテージを高めるブリッドだったが、とはいっても困った。スイッチを操作できなければ扉が開けられない。

　とりあえずセメントを壊こわして除去しなきゃ。

　ブリッドは上着の下に着けた道具帯から、小型のハンマーとノミを取りだした。崖がけ下したから天てん井じようまで、どこで死ぬかわからないニナの回収に対応するために、必要上、他ほかにも様々な用具を揃そろえている。

　慎しん重ちように、切せつ削さく作業にとりかかろうとした。そのとき──

　かすかに音が聞こえた。作業をやめて岩壁に耳をぴったりつけ聞くと金属音のようだった。その音が唐とう突とつにやんだとき、ブリッドは危険を感じてとっさに身を伏ふせた。

　とたんに隠し扉が内部から弾はじけ飛んだ。

　開いた空間からゴオ！　と吹ふきだしてきた業ごう火かに、髪をちりちりと焼かれた。

　しばらくたって、炎ほのおがおさまってから部屋に入ると、真っ黒に焼けただれた壁に囲まれて、ニナの棺ひつぎがころんと転がっていた。

　ブリッドは、淡たん々たんと棺を回収して街に戻った。ニナが復活してくると、さっそく詰つめ寄った。たのしいたのしい説教タイムだ！

「また自じ爆ばくか！　いいかげん卒業しろ！　このチリ毛をどうしてくれる!?」

「だってしょうがないじゃん！　扉とびら閉まっちゃって、出ようとしても開かなかったし！　剣けんでガンガン叩たたいても壊れなかったんだから！　剣は刃はこぼれしちゃうし、むしろ燃える水の瓶詰めレツドナパーム持ってなかったら死んでたとこだよ!!」

「どっちにしろ死んでっから！　つーか、おまえ自分でスイッチを塞ふさいだんだろ!!」

「なんですと！　とんでもない誤解だ！」

「見えすいた言い訳はよすんだな。ネタはあがってんだ」

　ブリッドは持ち帰ったセメントの欠片かけらを突つきつけたが、ニナはふふんと鼻で笑った。

「やれやれ。キミもまだまだよのぅ」

「なに？」

「わたしがスイッチをセメントで塞ぐことなど、不可能なのだよ」

「どういうことだ？」

「考えてもみたまえ。あの隠かくし扉はスイッチを押すと自動的に開閉する。つまり部屋のなかにいる人物が外のスイッチを塞ぐことなど不可能……」

「あっ！」

「ふっふっふ。ようやくわかったのかね。そんなことでは有能な迷宮探たん偵ていにはなれないよ、ブリッドくん？」

　ニナが不敵な笑えみを浮うかべ、ビシッと指さしてくる。

「ならねえ。調子にのんな！　威い張ばるな！」

　怒ど鳴なったものの、重要なことを見落としていたと思った。

　たしかに、スイッチは外から塞がれていた。いつもヘンなことばかりやるもんだから条件反射でニナのせいにしていたが、内部にいた人物には不可能な犯行だ。

　つまり、ニナが部屋に入ったあとにだれかがスイッチをセメントで塞いだ？

　いや。かぶりを振ってその考えを打ち消した。そんなことをする意味がない。

「そもそもだな、なにもない部屋に入るのをやめろよな！」

「なにもない……？　ふふふ」

　ニナは、思わせぶりにニヤつき、ポケットに手を差しいれた。

「なんだよ。なにかあったのか？」

「これをとくと見るがよい!!」

　ポケットから勢いよく出てきたニナの手には、黒い石ころが乗っていた。なぜかニナが目をまるくする。

「あ、あれ？　なんでー!?」

「そこらへんで拾ってきた石ころを自じ慢まんするとは、おまえもいよいよだな」

「ちがうんだって！　拾ったときはもっと、こう、レインボーな感じに光ってたんだって！」

「どう見ても黒い石ころだが」

「うーん、おかしいなあ……？」

　ニナは歯切れ悪く、首をかしげた。




　翌日、朝起きて着き替がえをすませたブリッドは一階の魔ま法ほう道具屋に下りていった。すると、廊ろう下かでアグニスが隠れるようにしゃがみこんで店内を盗ぬすみ見ていた。

「なにをしてるんだい？」

「しーっですの。今いいところですのっ！」

　アグニスがにこにこ顔で人差し指を立てたので、ブリッドも店内を覗きこんだ。

　ニナが刃こぼれした剣を顔のまえに立てて、むーっとむずかしい顔をしていた。机のうえの砥と石いしに剣を押しあてた。あれはどんな金属でも研とげる、魔法の砥石だ。

　昨夜ニナは剣が壊れたとか騒さわいでいたから、アグニスが用意しておいたのだろう。

「おお……道具の手入れをするのはいい心がけだな」

「ですのですのっ」

　ブリッドとアグニスは、お互たがいうなずきあった。ニナは大ざっぱというかがさつというかアホなので、道具の手入れをしたことがない。娘むすめの成長を見守る両親の気分で、ニナの動向をあたたかく見守った。ところが。

　ごり──ごり──ごりごりごり！

「!?」

「なんですのこの不ふ吉きつな音はっ!?」

　本来ならしゃこしゃこという歯切れのいい音がするはずなのに。

　刃は物ものを研ぐとき、まっとうな常識人なら刃を横にする。たび重なる使用によって潰つぶれて鈍どん磨ました刃先にふたたび鋭さを与あたえるのが目的だからだ。

　ところがニナは剣の刃を立てて、砥石を力任せに削けずっていた。

「ふわぁあっ!?」

　アグニスが腰こしを浮かせた。

「ダメですぅ、そんなのダメですぅ！」

「よせ、もう手て遅おくれだ！　近づくと巻まき添ぞえを食らうぞ!!」

　ブリッドが、アグニスを引きとめたとき。

　ぱきん！　魔法の砥石が、音を立てて真っ二つに割れた。というか、ぶった切られた。

「あぁああああああああああああああ…………」

　アグニスがへなへなと腰こし砕くだけになって卒そつ倒とうしそうになる。

　ブリッドはあわててアグニスの背中を抱だきとめた。

「しっかりしろ！　アグニス！　傷は浅いぞ！」

「気休めはけっこうですの……あの砥石は、とても、とてもレアで、高価なものでしたの……割れてしまえば、もう……もぅ……うーん五万ペンド……」

　ぱたん。アグニスはがっくりと頭こうべを垂れてそのまま意識不明に陥おちいった。

「うーんと、もう研げたってことでいいのかな？」

　なんだと？　ブリッドは信じられない思いでニナに目をやった。

「あんま変わってないように見えるのだけど。だよねっ」

「だよね、じゃねえよこのアホ!!」

「む、なにやつ!?」

　ニナがこっちを振ふりむいた。

　ブリッドは、戸口でアグニスを抱かかえたまま立ちあがった。

「あ、ちょうどよかった。ねーねー、この砥石、使い切り？」

「いや。おまえの剣は、これっぽっちも研げてはいない」

「割ったんですけど！　任務完かん了りようなんですけど！」

「ちがう……その五万は、ただの無む駄だ死じにだ」

　ブリッドは、絞しぼり出すように、アグニスの無念を代弁した。



















　ブリッドは、ショックのあまり気絶したアグニスを寝しん室しつで寝ねかせてから、ニナを街に連れだし、クリボタ商店を訪おとずれていた。もう手入れできないなら、新しく買うのが手っ取り早いからだ。

　クリボタ商店は攻こう略りやく都市中央区にある、大きな武具屋だ。店主のクリボタは詐さ欺ぎ師しとかボッタクリ野や郎ろうとか囁ささやかれている。見た目も言動もうさんくさいし、隙すきあらば客からボろうとするのだが、反面、その鑑かん定てい眼の確かさには定評があり、商しよう魂こんの逞たくましさで二十年繁はん盛じようし続けている筋金入りの商売人だ。ある意味信しん頼らい性せいが高いと言える。

　さて、ニナはいつぞや訪れたときのように店内を物色して、手当たり次し第だい武器を手にとっては、あれもちがう、これもちがうと棚たなに突きかえしていく。

「いい武器なんてそんなに都合よくないんだよぅ！」

　ニナが不満げにぷくっと頰ほおを膨ふくらませたとき、まるで機を見計らっていたかのごとく、クリボタが、揉もみ手でしながらこちらににじり寄ってきた。

　あまりにも自然、流れるような接近。間に合ってますと断る隙もなかった。やはりこの男、油断ならない。

「よい品がございますよ」

「むむー？」

「先日、裏ルートを通じて仕入れたばかりの極ごく秘ひ商品です。ごらんになりますか？」

「うーん」

「しょうしょうお待ちを！」

　と、クリボタはいったん裏に引っこみ、すぐに剣をもって出てきた。

　宝石をちりばめた鞘さやは意い匠しようが凝こらされ、べらぼうに高そうだった。

「それは？」とブリッド。

「よくぞ訊きいてくださいました。この剣は、聖剣エクスカリバーでございます」

　クリボタは自信満々に言い放ち、鞘からすらりと剣を抜ぬいてみせた。

　ぶ厚い幅はば広びろの直剣が鈍にぶい輝かがやきを放つ。

「これは、一代で国を建てた異郷の偉い大だいな王が使っていたという曰いわくつきの剣です。わたしの見立てでは、ホンモノですよ、これは」

　魅み入いられたように、クリボタは蕩とろけた表情になる。

　たしかに、とブリッドは思った。豪ごう奢しやなだけの鞘やうさんくさいエピソードはともかく、剣そのものはしっかりしたあつらえに見える。これなら、値段によってはありかもしれないと納なつ得とくしかけた。だが、相手はあのクリボタ。

『石ころを金きん塊かいに変える錬れん金きん術じゆつ師』と異名を取る歴戦のボッタクリ商売人。刃部に特とく殊しゆなコーティングをして、なまくらを名めい剣けんに見せかけるくらいのことは平気でやるだろう。いちど切ってみたらメッキが剝はがれてポキン、なんてことになったら目も当てられない。

　ブリッドが忠告しようと思ったとき、

「あぁ。もうそうゆうのいいから！　前ここで買ったおーでぃんの槍やりでこりたから！　あれ一いつ瞬しゆんでへし折れたから！　しかもなに、王？　ただの王って！　神より噓うそがしょぼくなってるじゃん！　いらないいらないいらなーい！」

　ニナが突っぱねて、腰の剣を抜き放った。

「やっぱりこの子がいい！　このスーパーウルトラコズミックユニバーサルソルジャアルマゲドンソードがいちばん！」

「なんだって？」

「だぁかぁらぁ。スーパーウルトラサタニックコマンドーアルマゲドンブレードだって」

「……名前、変わってねーか？」

「変わってないよぅ！　覚えられないならアルマゲどんって呼んでいーよ！」

　ニナは剣けんをすりすりした。

　おめーも覚えてねーだろ。

「名前のダサさはともかく、頰ずりは危ないからやめような」

「む!?　ダサくない！　アルマゲどんはぜんぜんダサくないよ！　そんならキミの剣はなんて名前なのさっ！」

「いや、名前なんかつけてないが」

「はぁ？」

　アホじゃないの？　とばかりにニナは眉まゆ根ねを寄せた。

「ふつうつけねーよ！　恥はずかしい！」

「ちぇ。だったらエクスカリバーとかの作者はどうなるんだよう……ふつうじゃないのかよう……恥ずかしいやつなのかよう」

　ニナは口をすぼめて横を向き、ぶつくさと文句を垂れた。

　名前云うん々ぬんはともかく。同じ武器を使いつづけたいという気持ちはわかる。愛着がわくという精神的なこともあるが、いざというときには、やはり手に馴な染じんだ武器がいい。

「じゃあ、ぼくのいきつけの鍛冶かじ屋やで直してもらうか？」

「え、直るのっ？　スーパーウルトラ」

「もうその名前はいいから……けど、あのオヤジは人を選ぶからなぁ」

「だいじょぶだいじょぶ。わたしは絶対選ばれるもん！　というかね、むしろわたしが選ぶぐらいの勢いだからね」

「はいはい」

　根こん拠きよのない自信を言い放つニナを連れて、ブリッドはクリボタ商店を出た。

　近所──というか、クリボタ商店の裏手に回りこむ。

「おののの？　鍛冶屋にいくんじゃないの？」

「そうだよ」

「やだなあブリッドくんは。わたしが思うに、ここはクリボタ商店の裏口なんだよね」

「だから、ついた」

「ふへ？」

「いいから入れ」

　ブリッドは、しぶるニナを裏口に入るように促うながした。

　たちまち、むわっとした熱気が出で迎むかえた。

「わっぷぇ！　暑っ！」

　ニナが鼻と口を手で覆おおった。

　外も汗あせばむ陽気だが、室内はまるでサウナだ。息をするだけで、むせ返りそうに熱い空気が体内に入ってくる。

　さほど広くない室内は雑然としている。中央には作業台である金かな床とこと水みず桶おけ。床ゆかには刀身だけの剣や槍の穂ほ先さき、金属の破は片へんなどが無造作に転がり、棚には鉱こう物ぶつや砂が置かれ、机のうえには鎚つちやノミなどの工具が整然と並んでいる。

　そして、部屋の奥の炉ろでは暑さの原因である火が、赤く、強く、輝いていた。

　作業台のまえに腰かけていた中年の職人が顔をあげた。頭の上半分を布で覆い、この暑さというのに涼すずしい顔だ。

「なぐっ!?」

　ニナが目をまるまると広げた。なぜなら、職人の顔は、クリボタそっくりだったのだ。

「こらこらこらこらぁっ！　なんのいたずらだこれは！　リボさんが店から回ってきただけじゃないか！」

「うるせぇな、ぴーちく騒ぐんじゃねえ。おりゃあ、双ふた子ごの弟だよ」

　職人がさもめんどくさそうに言った。

　そうなんだ、とブリッドがうなずいてやると、ニナはしぱしぱと高速で瞬まばたきしてから、ぶにょっと口を尖とがらせた。

「さきに教えてくれてもいいのに」

「そういう反応がみたいから黙だまってた」

「いじわるだ……」

　しびれを切らしたのか、クリボタ弟が口を開いた。

「おい兄アンちゃん。今日はなんの用だ」

「じつは、このニナの剣を鍛きたえなおしてほしくて。ほら、挨あい拶さつしろ」

「こんちわー!!」

　クリボタ弟は、ニナをじろりと一いち瞥べつした。

「けぇんな。ダメ冒ぼう険けん者に用はねぇ」

「なんですと！　てきとうなことゆうな！　まだ会って一分もしてないのに！」

「ダメなやつは一目でわかんだよ。剣の鞘さや帯おびがたるんでる。それじゃ、いざ抜き打うちってときに手もとが狂くるうかもしれん。おめぇ、剣投げたことあるんじゃねぇか？」

「…………………………………………ないけど。うん」

　ぜったいあるな、これは！　ブリッドは確信した。

「なァ。おめぇみたいなしょうもねぇのは兄貴の店で売ってる安物がお似合いだぜ」

　やっぱりこうなったか……。

　クリボタ弟は顔も体型もなにもかも兄とそっくりだが、性格が正反対といっていいほどちがう。とにかく利益を上げることに徹てつする商売人の兄に対して、弟は気むずかしい職しよく人にん肌はだ。顔はクリボタなのに、鍛冶の腕うでは攻略都市随ずい一いちとブリッドは思っている。

　でも、職人気質かたぎのせいか、客を選ぶ。

　しかたない。他ほかをあたるか、と思ったそのとき、ニナがビシッと指を伸のばした。

「こっちこそ、安いとか高いでモノの価値を判断するヘボ鍛冶屋になんか用はねえだ！」

　あ、終わった。完全に終わった。ブリッドはあきらめた。

　ところが、意外なことが起こった。

　ほお、と職人が感心したように声をもらしたのだ。

「気に入った。なかなか気持ちのいい啖たん呵かだ。見せてみろ」

「断るッ！」

「おうおう。そんなにうれしいか……あ、あんだと？　いま、なんつった？」

「断ると言った！」

「お、おりゃあ見てやるって言ってんだぞ！」

「断る！　おっさん、なんか気に食わないもん！」

「おい、頼たのみにきたほうが逆に断ってどうする？　話がややこしくなるからやめろバカ！」

　あわててブリッドは止めに入った。が、無む駄だだった。

「見せろ！」

「やだっ！」

「見せなきゃ怒おこるぜ！」

「怒ればいいよっ！　わたし、優やさしくしてくれないと泣くかんねっ！」

「うるせえ、もう帰れ!!　おめぇの剣なんかだれが見てやるか！」

「やだっ！　直してくれるまでぜったい帰らないもん!!」

　めんどくさいので放置してると、しまいにはつかみ合いのケンカをし始めた。

　ふたりの世界だし、もう帰ろうかな、とブリッドが思ったそのとき──ニナの懐ふところから黒い石がごとりと床に落ちた。昨日の石ころだ。まだ持っていたらしい。

　たちまち、クリボタ弟が顔色を変え、ニナの胸むなぐらから手を放した。石を拾い上げた職人の手は、かすかに震ふるえていた。

「……おい、おめぇ、この石をどうやって手に入れた」

「うーん？　昨日、迷めい宮きゆうの部屋で拾った。で、でもね！　ゆっとくけど、拾ったときはこんな黒石じゃなかったし！　虹にじ色いろに光っててきれいだったから！」

「そうか。おい、剣を見せろ」

「む？　なして？」

「見せろっつってんだろ!!」

　迫はく力りよくに押されたのかニナが剣を渡わたすと、職人は、剣を目線の高さまでもちあげた。目を鋭するどく細めて観察する姿は、さすが熟練の職人のものだ。

「ずいぶん使いこんだもんだな、何年だ？」

「二か月だけど」

「なに!?　たった二か月でどうやったらここまで……？」

　職人が目を瞠みはった。刃はこぼれした刀身とニナを交こう互ごに見比べる。

「……二十四時間迷宮のことを考える。寸すん暇かを惜おしんで潜もぐりつづける。そうじゃねぇと短期間でこうまで傷みゃしねえ。おめぇさん、マヌケ面づらなのに迷宮の鬼おにだな」

　扱あつかい方が雑なだけだと思うんだけどなぁ、とブリッドは思った。

　あまり持ち上げるのはやめてほしい。すぐに調子に乗るからな、と横を見ると、ニナはすでにふんぞり返っていた。ほらな！

「最近じゃあ、すぐに新しい武器に乗り換かえちまう連中がいる。強い武器を持っただけで自分も強くなったと勘かん違ちがいするボンクラの多いこと多いこと。ろくに使いこなせねえてめえの腕のなさを棚たなに上げてな」

　クリボタ弟がなにを言いたいのか、話がどう転ぶのかわからず、ブリッドは困こん惑わくした。

　職人が、ニナを見すえた。

「鍛え直してやる」

「え？　なんでー？」とニナが不思議がった。

「一刀に命を託たくすっつうおめぇの姿勢が気に入った。だが、条件がある」

「条件？　なに？　おかねならぜんぜんないよ！」

「胸張って言うことかよ。金なんざいらねえ。こいつをよこせ」

　と、クリボタ弟は黒い石ころを指差した。

「べつにいーけど。でも、そんなのでほんとにいーの？」

「そんなの、じゃねぇ。よく聞け。こいつはタイタニウムだ」

「ふぇ、なにそれ？」

「かつてこの地平を支配した巨きよ人じんがつくったと言われる希少金属でな、持ち主の心に反応して、硬かたくも柔やわらかくもなる。迷宮でしか見つからねえらしいんだが、最近じゃとんとお目にかかる機会もなかった」

「硬くも柔らかくも……って、どっちさ！」

「ふにゃちん野や郎ろうが持てば綿毛みたいになっちまうってこった」

「げ、下品だ。おっさん下品だ」

「ともかくだ、ただ鍛え直すだけじゃつまらねえ。このタイタニウムを混ぜこんでやりゃあ、おもしれぇことになるぜ。ただ、強くなるとは限らん。おめえの心がヤワけりゃ、ナマクラになっちまうけどな。どうする？　おめえさん次し第だいだ」

「心……」

　ニナは面めん食くらったように目を瞬しばたたかせた。が、ほんのわずかな時間のことだった。

「望むところだよ！　わたし、ハードなハートには自信あるよっ！」

　職人がうなずき、炉に新しい炭をくべた。赤い輝かがやきがますます強くなった。

　作業の邪じや魔まだというので、ブリッドたちは鍛冶場の横にある部屋で待たせてもらうことにした。

「顔はクリボタだけど、腕は確かだ。あのひとに任せとけばだいじょうぶ。ぼくも定期的に見てもらうんだ」

「そういやブリッドの剣けんって、ずっと使ってるの？」

「あぁ。もう五年くらい使ってるな」

「剣、見せてくんない？」

　いいよ、とブリッドは剣を抜ぬいて手て渡わたした。

　ニナは剣を立てたり横にしたり、前に突つきだしたりしながらじっくり観察した。意外にもサマになっている。

「ずいぶん使いこんだもんだな、何年だ？」

　ブリッドはその問いを無視した。

　さっきのクリボタ弟の言葉をそっくりまるパクリして、おまけに声マネまでしやがって。ぜんぜん似てねえ。しかもさっき答えただろその質問。

　しばらく放置していると、ニナはぷるぷると小刻みに震えた。頰ほおが朱しゆに染まっていく。やれやれ。滑すべって恥はずかしがるくらいなら無駄なネタをぶっこむなよな……。

　恥ずかしがっていたニナが不意に、剣の柄つかに目を留とめた。

「あんれ？　ポップさのなかにあえて崩くずしをいれたかわいい猫ねこの絵、ブリッド作？」

「不ふ名めい誉よな濡ぬれ衣ぎぬ着せんな。その剣をくれた元の持ち主が描かいたんだ」

「もらったんだ。だれに？」

「あのひと」

　急にニナは口を尖らせた。

「は～やだやだ。まーたあのひと？　昔の女の話ばっかり。すこしはいまの女にも気をつかってほしいものだよね。嫉しつ妬と商法もいいかげんにしてほしいよ」

「だれがいまの女だ。返せ。おまえがもってるとアホ属性が感染する」

　ブリッドは強ごう引いんに剣を取りかえした。

　それから数刻後。

　ニナは真新しく生まれ変わった剣を掲かかげ、目を輝かせていた。タイタニウムを混ぜこんだといっても、見た目は変わったように見えないのだが、本人はご満まん悦えつだ。

「このアルティメットファイナルバイオレンスオブアルマゲドンソードがあれば、もうなにも怖こわくないっ！」

「もともとおまえはなにも怖がってねーだろ。あともう名前めちゃくちゃだな！」

　とはいえブリッドにも気持ちはわかる。鍛え直された武器をもつと、新しん鮮せんな気分になる。
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「みっつめ!!」

　地下迷宮に気合いを響ひびかせながら、ニナは剣を横なぎに払はらった。

　硬い角つのが手て応ごたえもなく折れ、弾はじけ飛んだ。戸と惑まどったように後ずさる甲虫の頭を、真っ二つに割ってから、ニナはすぐに向きを変え、返す刀でべつの甲虫を切って捨てた。

「よっつ！」

　もう、通路に動くものはいなかった。等とう間かん隔かくで燃える松明たいまつの光が数体の死し骸がいに落とした影かげが、ゆらゆらと揺ゆれているだけだった。

　ニナはびゅんと剣を一ひと振ふりして、刃に付着した甲虫の体液を払い飛ばした。

　鋭い風切り音。あらためて、剣を見つめる。

「キレッキレだね。アルマゲどん……」

　ニナはうっとりした目で、頰ずりした。

「あの鍛冶かじ屋やのおっさん、顔はうさんくさいけどやるじゃん」

　切れ味の次元がちがう。昨日までは、甲虫を斬きるというより叩たたき割るという感かん触しよくだった。でもいまはなんの手応えもなく斬ることができる。

　感動だ。いまならなんでも斬れそうな気がする。

　ニナは、迷宮の奥へ歩きだした。

　うきうきして、自然とスキップを踏ふんでしまう。遭そう遇ぐうするモンスターを問題にもせず、鼻歌混じりに片かたっ端ぱしから斬り伏ふせて、ずんずん奥へ進んでいく。

　長い廊ろう下かの突き当たりに、いかめしい扉とびらがあった。鉛なまり色いろの重厚な金きん属ぞく扉とびら。縦横に線が引かれ、十字に交差する中央には人の口のような装そう飾しよくがついている。不思議なことに、扉には取っ手がない。押しても開かない。

　そこでニナは一秒考えた。引いても押してもダメなら──切り開くのみ！　と、すらりと剣を抜く。せーの、とニナが剣を頭上に振ふりかぶったとき、異変が起こった。

「真実を追い求める者よ」

　なんと扉の口が動き、老人のようなしゃがれ声を発したのだ。

　ニナはぴたりと止める。

「深層へ進まんと欲ほつするなら、我が問いに答えよ。正しき答えはそなたを導くが──」

　まだ扉がしゃべっている途と中ちゆうで、ニナは再度剣を振りかぶった。

「我が道はこの刃やいばで切りひらく！　口にあらず！」

　ずんばらりと扉に切りかかった。完全に剣の切れ味に酔よっていらっしゃる。脳のう筋きんと言わざるを得ない。

　ニナが剣を振り下ろした直後。

　真っ二つに縦断された──ニナの体が。

　あっというまに死亡したニナは棺ひつぎ化、棺がどたんと地面に倒たおれた。

「──ちなみに、知ち恵えの扉たる我に力をくわうる輩やからは、身をもってその過あやまちを知るであろう……」

　聞く者のいない空間に、遅おそまきながらデスペナルティの説明が響いた。

「……もう知ってるか」

　扉の口がやる気なさそうにつけたした。




　一時間後。ふたたび知恵の扉のまえに、ニナはいた。

　こんどは、扉の口の語りをおとなしく聞いている。おとなしく、地面に寝ねそべって頰ほお杖づえをついている。

「知恵の扉たる我に力をくわうる輩は、身をもってその過ちを知るであろう」

「あーい、つづきどーぞー」

「……ではそなたに問う。パ」

「ちょっと待ったぁ!!」

　ニナががばっと身を起こす。

「？」

「ねー、いまそなた、って言ったよね。じゃあ、もし複数だったらそなたたちって言うの？　そういう対応変化あるの？」

　ものすげえどうでもいいことを真しん剣けんな顔で問うニナを、扉の口は無視して、おのれでありつづけた。

「パンはパンでも食べられないパンは？」

「ちぇ、シカトかよ。ケチんぼ」

　扉の口の端はしがイラッと微び動どうした。

「シカト。そなたの答え、しかと聞き届けた」

「だじゃれかーい。じゃなくて、ちがうから、ちがうから」

「ダジャレカーイジャナクテチガウカラチガウカラ。そなたの答え、しかと聞き届けた」

「わー。だからちがうんだって！　意地悪するなよぅ。もしかして、わたしのこときらい？」

「……」

　無言の肯こう定てい。

「そう、なんだ……」

　ニナは肩かたを落とし、うな垂れた。

　なんとなく気まずい雰ふん囲い気きが漂ただよう。扉の口が、慰なぐさめを言うかのように開いたとき、ぶつぶつとニナのひとりごとが響いた。

「食べられないパンって言ったら……フライパン？　いやいや、ひねりがなさすぎるなぁ。腐くさったパン？　うーん、食べられないこともないなー。ルパン？　ＨＡＨＡＨＡ！　それはただの食えないやつだよ、とっつぁん！」

　落ちこんでいるのではなく、答えを模も索さくしていたのだった。ニナが顔をあげた。

「考えてもしょうがない！　時間のむだだっ!!」

　知恵の扉の存在意義を揺るがすような開き直り。

「食べられないパンは、フライパンだ!!」

「……正しき答えを知る者よ、先へ進むがいい」

　扉はゴゴゴゴと上へ開いた。

　正解したというのに、ニナはヘンな顔をして小首をかしげた。

「ほんとにこんなんでいいの？」

　戸惑いながら、奥に進む。

　狭せまい通路があり、一分も歩かないうちにさきほどと同じ知恵の扉があった。

「真実を追い求める者よ」

「アイシーアイシー。さっそく問題カモン！」

　ニナはくいくいと手招きしてみせる。

「深層へ進まんと欲するなら、我が問いに答えよ。正しき答えはそなたを導くが」

「それ毎回ゆーの？　融ゆう通ずうきかないなぁ」

「……ではそなたに問う。上は洪こう水ずい、下は大火事、これはなんだ？」

　ニナは発作的に答えを言いかけて、待て待て、と考えなおした。

　なにしろ相手は知恵の扉。そんなに単純なわけがない。さっきはやけに簡単だったけど、さすがにここはひねってくるはず。

　上空に洪水が起き、大地は炎えん上じようしている。天てん変ぺん地ち異い？　この世のおわり？

「うーん。考えてもむだだ！」

　またしても知恵の扉の存在意義を揺るがし、ニナは指を立てた。

「お風ふ呂ろ!!」

「……正しき答えを知る者よ、先へ進むがいい」

　扉が上に開いた。

　ニナはフッと息を吐はいた。

「この程度か。知恵の扉とは……しょうしょう歯ごたえがないが、どうやらわたしは謎かけの達人マスターオブリドルだったらしい。はっはっは！」

　高笑いをあげながら、開いた扉をくぐった。迷めい宮きゆうではお静かに。

　細長い通路がずっと奥へ続いている。薄うす暗ぐらさもなんのその、ニナはずんずん進む。やがて、小さな部屋に行きあたった。

　部屋の奥に階段口が見え、そのまえに、モンスターがいた。

　太い四し肢しをもつライオンの体に、ヒトの顔をもつ怪かい物ぶつ──スフィンクス。十五階への階段を護まもる番人である。もちろん攻こう略りやく本ぼんには掲けい載さいされている。

　そんな情報を知らないニナも、相手が襲おそってこないのを見て、ふつうのモンスターとはちがうと感じた。

　スフィンクスが口を開いた。

「真実を──」

「あ、やっぱしゃべるんだ。そんな気がしたよ。うんうん。んで、謎かけとかしちゃうわけ？　このマスターオブリドル、ニナさまに～？」

「──お、追い求める者よ。この先へ進みたければ我が問いに答えよ」

「いーぜ。ちゃちゃっとやっちゃいましょうや」

　ニナは、かるい調子でかえした。すっかり図に乗っている。

「朝には四本足、昼は二本足、夕方は三本足。この生き物は？」

「かんたんすぎる……人間ね、に・ん・げ・ん。理由は、一日を人生にたとえてるから。朝、つまり幼児のときはハイハイの四本足。大人になったら二本足。よぼよぼのじっちゃんになったら杖つえをついて歩くから三本足。はい、正解でしょ。そこどいたどいた」

「ブーっ。不正解。バーカ」

「ぬ!?」

「答えはオレさまだ。朝は眠ねむいから四本足。昼は絶好調だから二本足。夕方はちょっと変わったことがやりたいから三本足。ちなみに今、昼だから二本な」

　とつぜん、くだけた調子でしゃべり始めたスフィンクスが、すっくと後ろ足で立ちあがった。歩み寄ってくる。

　そんなこと知るか！　とニナは叫さけびたかった。

　だが声が出ない。口が動かない。手も足も、まぶたさえも動かない。

　スフィンクスはニヤリと笑った。

「ああ、ちなみに不正解だと、リドルの制約で麻ま痺ひすっから。言ってなかったか？」

　言ってない！　ずるい！

　ライオンの鋭するどい爪つめが、振りあげられた。

　ずるいずるいずるいずるいずるいずるいずるいずるいずるいずるい！

　首を搔かき切られる最さい期ごの瞬しゆん間かんまで、ニナは心のなかで不満を叫びつづけた。




「真実を追い求める者よ。この先へ進みたければ我が問いに答えよ」

　十四階の最さい奥おう、スフィンクスの間を訪おとずれたブリッドは、わざとらしい呼びかけを無視した。人面の獅し子しのまえに転がっているニナの棺に歩み寄る。

「よお大将。先へ進まなくていいのかい？」

　その呼びかけも無視した。淡たん々たんとロープを棺の取っ手に通し、回収作業を進める。

「いまなら気分がいいからイージーな問題出してやるぜ？　そのバカ冒ぼう険けん者には今日も笑わせてもらったからな」

「……！」

　イラッときたが、我が慢まんした。たしかにニナはバカだが、獣けもの風ふ情ぜいに言われると弁護したくもなる。それでもブリッドは無視を貫つらぬいた。こんなところで死ぬわけにはいかない。

　棺を背負ってさっさと部屋の出口にむかった。

　地上へもどり、復活プールに棺を放ほうりこんでから、外廊ろう下かのベンチに座って待った。

　この二日間でもう二十回も拾っている。同じ場所──スフィンクスの間で。いくらニナだとしても、さすがに死にすぎだが、死亡回数やペースはもはや問題じゃない。いや、そこらへんも改善してもらえるならぜひそうしてもらいたいもんだが。

　問題なのは、スフィンクスの危険度がＥ認にん定ていされているということだ。迷宮妖よう精せいゴブリンと同じ最低の危険度だが、ゴブリンと同程度危険ということではない。Ｅより下がないからＥになっているだけで、むしろゴブリン以下のザコだ。攻こう略りやく法を知っていれば、の話なのだが。

　スフィンクスの謎かけに正解はない。なにを答えても、麻痺させられてしまう。だから、慣れた迷宮人のあいだではスフィン『クズ』と呼ばれるほど嫌きらわれている。

　正しい攻略法はひとつ。やつの問いかけを完全に無視すること。

　答えをかえしてきた相手を無条件で麻痺させるのだが、その逆に、相手が答えない限りスフィンクスは一歩も動けない。ゴブリンよりザコと言われる理由だ。しかし、そのからくりを知らないかぎり、攻略はむずかしい。

　しばらく待つと、ニナが復活プールから出てきた。

　ブリッドがひとこと言うまえに、ニナは猛もう然ぜんと廊下を走りだした。小言から逃のがれるためというより、こっちの姿が目に入っていない。ものすごい形ぎよう相そうで目が血走っている。

「おのれあのインチキクイズ野や郎ろう！」

「おい待てアホ」

　ブリッドはすばやく追いつくと、ニナの首根っこをつかんで持ち上げた。

　ニナは空中でじたばたして手を振ふりほどこうとする。

「はなせーはなせー！　やつをとっちめてやるんだー！」

　だめだこりゃ。完全に頭に血が上ってる。

「なぁ、もういいだろ」

「よくないよ！　ぜんっぜんよくない!!」

「攻略法教えてやるから、な？」

　すると、ニナが急に真顔になった。

「や、ネタバレは勘かん弁べん。まじで……おねがいします……」

　哀あい願がんするような目をした。

　どうやらこいつにも怖こわいものがあったらしい。ネタバレという、恐きよう怖ふが。

　ふう。ブリッドはため息をついた。

「なにか考えはあるんだろうな？」

「……………………………………あるよ」

　ぜったいねえ。百パーセントない。




　しばらくあと、ニナは、薄暗い通路を歩きながら考えこんでいた。

「このままじゃまた麻痺させられるだけだよね……うーん」

　曲がり角から現れたモンスターが大声で威い嚇かくしてきたが、考えこんでいるニナはほとんど見もせずにさくっと始末した。

「あいつの問題がずるすぎる。どうやってあんなの正解を出せっていうんだよう」

　またモンスターが出てきたが、考えるのに夢中のニナは、気もそぞろのまま倒たおした。やる気まんまんのときよりも簡単にやっつけてるように見えるのは気のせいだろう。

「正解がないクイズ……はっ!?　そーか、わかった！　勝った!!」

　ニナは、ダッシュでスフィンクスの間にむかう。邪じや魔まするモンスターは一刀のもとに斬きり捨てた。

　そうか！　そうだったんだ！　考えてみれば簡単なことだったんだ！

　十四階。すでに知ち恵えの扉とびらはクリアしている。ニナが前に立つと自動的に開いた。細い通路を矢のように駆かけぬけ、小さな部屋に飛びこむ。

　すぐにスフィンクスが口を開く。

「真実を追い求め」

「キミは目玉焼きの黄身を半熟に仕上げる焼きかたを知っているかね？」

「？」

「さて、今朝わたしが食べたグッちんの料理はなんでしょう？」

「??」

「大聖堂の花か壇だんにはチューリップが咲さいています。赤白黄色の三種類です。さーて、このニナさんが好きな色はなんでしょう？」

「？？？」

　じりじり。

　ニナは質問を浴びせながらスフィンクスににじり寄る。

「あんれ～？　キミ、なんでライオンの体に人間の頭なわけ？　創造主的ななにかにイジメられてるとか？」

　ニナがクイズとも質問ともひとりごとともつかないことを一方的にしゃべり続けているので、スフィンクスは謎かけをすることもできない。半開きの口をあわあわと無意味に動かすだけだ。

　そうこうするうちに、スフィンクスの足あし下もとに到とう達たつしたニナは、体によじ登り始めた。背中に乗り、スフィンクスの頭頂部を見下ろす。すらりと剣けんを抜ぬいた。

「きさまはもう攻略した！」

　ずばっ！　ニナは一ひと太刀たちでスフィンクスを倒した。

　質問に答えたら殺される。ということは、謎かけをしゃべらせないようにこっちがひたすらしゃべりつづければいい。これが、ニナの出した答えだった。

　若じやつ干かんふつうの攻略法とは異なるが、結果は同じだ。

　ニナは守護者のいなくなった部屋をあとにして、階段を下りた。
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「てめえら、やる気あんのか!!」

　怒ど号ごうが、旧市街スラムの廃はい屋おくに響ひびき渡わたった。

　ホークアイは、怒ど鳴なりつけてもまだ気がおさまらないのか、狭せまい室内を行ったり来たりする。そのまえには三人の女たちがちょこんと並んで正座していた。させられていたと言ったほうがいいかもしれない。

「あのメス女がなんでまだ冒険やってんだ！」

「メスと女はほぼおなじ意味ではないですかしら……？」

　おずおずと手をあげたシルフィを、ホークアイは鋭く睨にらみつけた。

　シルフィは高速で手をさげた。

「石せき碑ひを塗ぬりつぶす？　はちみつまみれ？　部屋に閉じこめるだ？　生ぬるいことやりやがって。なにやってるんだてめえら」

「それはルイが……」

　と、シルフィがルイを見る。

「ちちちがうし！　ヘマやってるのはエリィだし！」

　と、ルイがエリィを見た。ホークアイもエリィに目をむける。

　エリィはびくんと小さな肩かたをすくめた。

「おめーか、足引っ張ってんのは！」

　それから、たっぷり十分間エリィはホークアイにいびられた。

「とにかくだ。手段は問わねえ。死なせるなり土に埋うめるなりしてあいつを止めろ」

「だって、ほっといても死ぬし……死んでもすぐ復活するし……」

「ああ？　なんか言ったか？」

「いえいえ、なにも……」

「とにかくはやくやっちまえよ」

　ホークアイが虚こ空くうを睨みつけた。

「オレには、時間がねぇんだよ」
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　攻略都市、新市街。

　ブリッドは、メインストリートを南へむかっていた。

　道の両側に建ちならぶ家々や店てん舗ぽがオレンジに色づきはじめ、人出が増える夜に備えて飲食店の店員が忙いそがしく働いている。夕方にはお馴な染じみの光景だ。活気に満ちる街を歩くブリッドの足取りは重かった。原因は自分でもわかっている。ニナだ。

　しょうこりもなく死ぬのはもう慣れた。本人がそういうスタイルでやっていくほうがいいなら、口出ししてもしょうがないとさえ思いはじめている。まあ、あんなんでも結果を出していることだし。

　また死んだ？　ああそうか、何度でも拾ってやんよ！

　それくらいの開き直りはしないとニナの回収屋は務まらない。

　なにしろ、冒険者という超ちよう人じんは復活すれば肉体的には完かん璧ぺきに癒いえている。指のささくれだろうと、ぐちゃぐちゃに破は裂れつした内臓だろうと、復活プールから上がればきれいに再生している。

　ただし、直前の記き憶おくは死の瞬しゆん間かん。拭ぬぐいがたい恐怖と痛み──

　体は万ばん全ぜんでも、復活直後は迷めい宮きゆうに行こうなんて気にはぜんぜんならないらしい。

　復活当日は休んだり、それから数日間めいっぱい遊んだりと、死の恐怖を忘れるための方法論をそれぞれにもっている。それでも、宿屋には夜な夜なうなされる冒ぼう険けん者のうめき声がいつも響いている。この攻略都市には、なかなか立ち直れず迷宮恐きよう怖ふ症しように陥おちいってしまった冒険者のメンタルケアを専門にしている者もいる。

　ところが。ニナは復活した瞬間にもう元気いっぱい。

　一日に何度も死ぬことなど、日常茶さ飯はん事じ。

　ニナを復活プールに放ほうりこんだブリッドが迷宮にむかって歩いていると、後ろからダッシュで追い越こされることもしょっちゅうだ。さっきも追い越された。

　最初は死にまくりだからどうなることかと毎日気が気でなかったし、イラつきもしたけど、あれでもニナは迷宮をかなりのハイペースで攻略しているし、今日も元気だ。

　よっぽど迷宮が好きなんだろうな、あいつ。

　マジメにやってる限り、拾うさ。そう思うと、足が軽くなる。

「なぜ笑っているのかしら、あなた」

　声。ブリッドは現実にかえった。

　目のまえに、三人の女が立っていた。シルフィとその仲間たちだ。

「笑ってた？　ぼくが？」

「ええ。すごく楽しそうでしたわ」

　やばいな。

　最近、ニナのことを考えているとひとりで思いだし笑いや思いだし怒いかりをしてしまう。自分では気づかないけど、いよいよ心の病にかかっているのかもしれない。

　シルフィが、微笑ほほえみかけてくる。

「もしよろしかったら、これからお食事でもご一いつ緒しよしませんこと？」

「え？」

「わたくしたちにお話を聞かせてほしいのです」

「いや。いいよ。これからまた迷宮に行くから」

「お仕事ばかりでは、根こんがつまってしまいますわ」

　シルフィが腕うでを絡からませてきた。柔やわらかい胸のふくらみが腕に当たる。

「ななな、なにをっ？」

「お食事したあとは、お部屋でゆっくりお話ししましょう。わたくし、新しい下着を新調しましたの。レースのついたかわいい下着」

「下着っ!?」

「きゃーシルフィさま、ちょー大だい胆たんっす！」

　ルイが嬌きよう声せいをあげた。

　狼ろう狽ばいしたブリッドだったが、すぐに冷静になった。

　なんだこの女？　いきなり腕に胸を押しつけてきて、おまけに下着だと？　あやしい。お互たがい、たいして知らないのに……いや、知っててもおかしいが……やばいやつだぞ。ニナの実績をパクった前科もある。絶対、なんか企たくらんでる。めんどくさいことになる。

　ブリッドはシルフィの腕を振ふりほどいて早足で歩きはじめた。

「お待ちになって！」

　追いかけてきたっ？　ますますあやしい。

　走って逃にげた。メインストリートの途と中ちゆうで何度か路地を折れて、裏路地でようやく息をついた。

「なんなんだ、あの女は。あれが巷ちまたで噂うわさの痴ち女じよってやつか……いや、美人局つつもたせか？」

「あのっ……」

「うおっ!!」

　振りかえると、小こ柄がらなポニーテール。エリィが立っていた。

「な、なんだ!?　まだ誘ゆう惑わくするつもりか!?　ぼくは金なんか持ってないぞ!!」

「お、落ちついてくださいっ……」

「心臓が一いつ瞬しゆん止まりかけたよ!!」

「ご、ごめんなさい……」

　エリィは目を潤うるませて上目づかいで見上げてくる。

　きゅん。

　ブリッドの胸の奥が疼うずいた。

　もしかして、これが恋こいってやつか？

「あの、なんだい？」

「じつは、あなたに、お話ししたいことが……」

「ことが？」

「ことが……」

「ことが？」

「あり、ます……」

　エリィが目を伏ふせた。

　どうやら冷やかしじゃないらしい。真しん剣けんそのものだ。

「ぼくでよければ話を聞く。なんでも言ってみて」

　意を決したように口を開きかけたそのとき、突とつ然ぜん、エリィの目が泳いだ。

「あのっ、あのっ、わたし失礼しますっ」

「あ、ちょっと？」

「ブリッドさん、お背中に気をつけてくださいっ……！」

　エリィはぺこりと頭を下げて、路地の裏通り側へ走っていった。

　背中に気をつけな！　って、なんの脅おどしなんだ……。

「あのコ、ブリくんの彼女？」

　いきなり耳元で刺とげ々とげしい声がした。いつのまにやら、気配もなく、フェリシアが真横にいた。形のいい眉まゆ根ねを寄せ、青い眼めを不ふ愉ゆ快かいそうに細めている。

「ぜんぜん知りません。ていうか顔近いんですけど」

「ふうん。ぜんぜん知らない女とあんな雰ふん囲い気きになるかなぁ？　睦むつまじ睦まじ……」

　フェリシアがぐぐっと身を乗りだしてくる。吐と息いきがかかる。

「なにか用があったみたいですよ。フェリシアさんにびっくりして行っちゃいましたけど。ていうか顔近いんですけど」

「何者？」

「シルフィとその仲間たちのメンバーです」

「へえ。あれがシルギーとその不快な仲間たちなんだ」

「よく知ってますね。シルフィですけど、不快なんてついてないですけど」

「あのコたちには注目してるよ。いろいろとね」

　フェリシアはなぜか引きつったような笑みをうかべた。

「で、どういう関係？」

　ブリッドは答えに困った。どうもこうも、なんの関係もない。答えようがない。

「あーっ!!」

　ばかでかい声が路地に響ひびき渡わたった。

　路地の奥に立ったニナが、こちらにむかって人差し指をまっすぐ伸のばしていた。

「あーっ！　あーっ！　ああああああああああーっ!!」

「うるせーよバカ！」

　ニナはどたどたと走りよってきた。

「こんな人ひと気けのない裏路地で、なにふたりでこそこそしてるの!!」

「べつにこそこそはしてないが」

「してる！　否定してるのがあやしい！　はなれろ!!」

　ニナが右手を握にぎってきた。ぐいと自分のほうに引き寄せようとする。

「いま大事な話してたんだから、邪じや魔ましないでよ」

　フェリシアが左手を握ってきた。同じく、ぐいと自分のほうに引き寄せる。

「どーしてフェリシのほうにいくんだよう！」

　ぐいっ。ニナのほうへ。

「それはこっちのセリフ！　ブリくんどういうつもり!?」

　ぐいっ。フェリシアのほうへ。

　ぐいぐいぐいぐい、ふたりがごちゃごちゃ言いながら引っ張り合う。ブリッドの腕を両側から。

「いいかげんにしろ!!」

　ブリッドは声を荒あららげてふたりの手を振りほどいた。




「おまえこそ、なんでこんな通りにいるんだよ。こんどは無意味な寄り道にこりはじめたのか？」

「ちがうよ！　手入れしてもらってきた。近道なんだよ、ここ」

　ニナは、すらりと剣けんを抜ぬいた。

　鍛きたえなおしてもらって以来、ニナはクリボタ弟をいたく気に入って、鍛冶かじ屋に足しげく通っているらしい。その帰りなのだろう。

「というか、街中で抜くなよな。しまえ。警備兵につかまるぞ」

「あ～い」

　めずらしく素す直なおにニナが剣をしまおうとしたとき、くすくすと忍しのび笑いが漏もれた。

　フェリシアが口に手をあてて笑っていた。

「なーにその安っぽい剣。ニナちゃん、まだそんな貧びん乏ぼうくさい剣をつかってるの？」

「ななななんですと？」

「それじゃ潜もぐりたての初心者ちゃんじゃない。もう一階をうろちょろしてる立場じゃないんだし、冒険者は格にふさわしい武器をつかわないとね？」

　ブリッドは思いだした。

　フェリシアは、武器ハンターとしても有名だ。

　迷めい宮きゆうで発見されたユニークアイテム級の強力武器をいくつも所有しているとの噂だ。噂というか、攻こう略りやく本ぼんにばっちり書いてある。フェリシアさま専用記事には、使っている武具のことなんかも逐ちく一いち載のっていて、レプリカモデルはバカ売れするとか。

　今は対ついになる魔ま法ほうの短たん剣けんを好んで使っているようだが、もっといい武器が手に入ればあっさり乗りかえるだろう。

　ニナは口を曲げながら、しゃこっと剣を鞘さやに納めた。

「フェリシ、わかってないねえ」

「うん？」

「武器を鍛えなおしたこと、あるの？」

「鍛えなおす……？」

　ぷっ、とまたフェリシアは笑いだした。

「あるわけないでしょー？　武器なんてただの道具、消しよう耗もう品ひんなんだから。使えるときには使い倒たおしてあげる。いいものが手に入ったらお役ごめん。それがいちばんじゃない」

「なんだその浮うわ気き女みたいな考え。武器には魂たましいがあるんだよっ！」

「道具に？　ないない。ニナちゃん、もしかして……アイテム拾えてないの？　もしよかったら譲ゆずってあげようか？　フェリのお古」

「いらんわ！」

　ニナは語気を荒らげた。

　実際のところ、ニナはレアアイテムを拾えなかったわけではない。

　ただ、本人は同じ武器を使いたがっていたし、それに加えてかさんでいく復活費用を払はらうためには右から左に流さなければ追いつかなかったのだ。さぞかしクリボタ商店は儲もうかったことだろう！

「ふん。最近多いんだよね。ろくに使いこなせてもいないのに、すぐ新しい武器に乗りかえて、強くなった気分になってるやつ」

　最近の記き憶おくしかないやつがえっらそうに持論を展開した。いや持論じゃない。完全にクリボタ弟の受け売りだ。

「へえ。それじゃまるでフェリは弱いみたいに聞こえるけど？」

「言ってないけどー。思い当たることがあるからそう聞こえるだけじゃないのー？　被ひ害がい妄もう想そう？　そーゆーとこあるよねーフェリさまぁは」

　ニナが不自然に視線を下げた。ちょうど胸の辺りだ。

　フェリシアの顔色が変わる。

「被害妄想じゃないって。見てるじゃない！　胸、見てるじゃない！」

「だから被害妄想だってば～」

　ふたりは睨にらみあった。

　しょうもねえ。なんですぐにくだらないケンカをはじめるんだろうか？　仲よくしろとは言わないけど、せめて建設的な話をできないものかな？

　うん。できないらしい。ふたりはぎゃーぎゃーとどうでもいい話を展開しつづけた。

　もう、帰りたい。

「ブリくんはどう思う!?」

「どっちも大差ないです。不毛な争いはやめましょうよ」

「……キミはどうしてわたしたちの胸を交こう互ごに見てるのかな？　胸のことなんて聞いていないのだけど」

　フェリシアがすぅっと怖こわい目をした。

　しまった。いつのまにか話が変わってた！

「いま、貧ひん乳にゆうな争い、と申したか、ブリ男」

　ニナまで!?

「申してない申してない！　どうでもいいし！」

「ほう。貧乳など眼中に入らぬと申すか。言うてくれるのう、言うてくれたのう」

「申してない！」

　睨みあっていたふたりが目配せしあい、深くうなずきあった。

「ときにブリ男。ここでフェリシとなにをしておったのだ？」

「それは目もく撃げき者のわたしが説明いたします。ブリくんと若い娘むすめさんがふたりっきりで深刻に話していました」

「なぬ？　深刻とな。これは面めん妖ような」

「いや、おまえらだれだよ……」

「人気のない、薄うす暗ぐらい校舎裏に隠かくれたる若い男女がふたり……その事実がさし示す真実はそれすなわち……」

「百パー、コクられたね」

「やはりっ……！　おのれブリッド、きさま浮気か！　そんなにハーレムがお好きかっ！」

「…………」

　校舎裏ってなんだ。ここは学校じゃねえ、つーか浮気とかハーレムってなんだ。そもそもなんでこいつら結束してるんだ……。

　なんも言う気になれねえ。
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　そんなある夜。

　家路を辿たどっていたブリッドは、一いつ角かく牛ぎゆうのまえを通りかかった。

　とつぜん、背中にとてつもない圧力を感じた。

　殺気!?

　ブリッドは即そく座ざに迷宮のテンションになり、剣の柄つかに手をかけた。ふりかえると、殺気の主が立っていた。ネネレーザだ。

「たまらないね。その反応」

　ネネレーザは太い笑えみをうかべた。

「お遊びはやめてください。危あやうく抜くところでした」

「抜いてみればいい。もっと人生が楽しくなる」

「勘かん弁べんしてくださいよ」

　褒ほめてくれるのはうれしいけど、このひと街中でもふだんから殺気振ふりまいてるのかよ……ひょっとしてやばいひとなんじゃ……。

「付き合え」

「え、なにをです？」

「こいつさ」

　ネネレーザが肩かたにかけたロープをつかんで、ぐいとまえに出した。

　ピンク色の巨きよ大だいな肉につ塊かいがロープで巻かれている。どう考えてもモンスターの肉。そして、ここは一角牛のまえ。

「いやーぼくはそういうのはちょっと不得意でして……」

「付き合え」

　太い笑み。

　これを断ることのできる人類ははたしているのだろうか？

　一角牛に入った。

　ぶつかりあって言葉ではなくなる喧けん騒そうの渦うず。

　笑顔がある。きっといいことがあったのだろう。

　泣き顔もある。きっとよくないことがあったのだろう。

　いつもどおり。店内は今日も混こんでいる。

「いらっしゃいませぇ……？」

　最高の笑顔で出で迎むかえた顔見知りの若い女店員の声は途と中ちゆうで尻しりすぼみになった。

　ブリッドを見て、ネネレーザを見て、もういちどブリッドを見た。こくん、とちいさくうなずいて、席に案内した。

　去り際ぎわに、

「がんばってね！」

　とブリッドに耳打ちしていった。

　数分後。

　ブリッドのまえのテーブルには、モンスターの肉が大皿に山と盛られていた。

　八歳で迷宮に潜りはじめてから七年。ブリッドは数えきれないほどのモンスターと対たい峙じし、屠ほふってきた。なんどとなく死を意識した。でも、いまほど恐きよう怖ふを覚えたことはない。

　ブリッドは、やっぱりやめたいという気持ちをこめてネネレーザを見た。

「食え」

　通じるわけなかった。

　ブリッドは、意を決してモンスター肉に手を伸のばした。口に入れる。嚙かむ。

　炸さく裂れつした。

　頭がぶっとぶかと思うほどの衝しよう撃げきが舌から脳天に駆かけぬけた。

「うまいだろう。六十階で獲とりたてほやほやの、竜りゆうのハラミだ」

　そんな声が聞こえた気がした。

　うまい？　ふざけるな。そんなレベルじゃない。おれがいままで食ってきたものはなんだったんだ。これに比べればカス同然だ。ああ、なんと哀かなしいことなのだろう。こんなものを食ってしまったらもう他ほかのものをおいしく味わうことは不可能だろう。こんなうまいものを食う資格がおれにはあるのか──

　ブリッドは、手と口が自動的に動きつづけるだけの食しよく欲よくの奴ど隷れいになり下がり、ひたすら目のまえのモンスター肉を食くらいつづけた。野や獣じゆうのごとく平らげてしまった自己嫌けん悪おから立ちなおるには、しばらく時間が必要だった。

　やがて。

「ブリッド。おまえ、いま何階まで潜もぐれるんだ」

　ネネレーザはベーコンをかじりながら訊たずねた。ブリッドが竜のハラミをすべて食らい尽つくしてしまったため、店にキープしてあった保存肉を出させたのだ。

「二十階です」

「まだ二十階か。おせぇな。なにやってたんだ？」

「なにを、っていうか、ふつうに棺ひつぎを拾ってただけですけど……」

「ゴミ拾ってたんじゃねえだろうな？」

　その物言いにはカチンときた。

「冒ぼう険けん者の死体はゴミじゃありません」

「ああ？　浅い階をうろちょろしてるやつなんてゴミだ。弱いから何度も死ぬんだ。拾うだけ時間の無む駄だってもんさ」

「そんなことありません。ワープポータルが証明してます。あれを発見したのは、ネネレーザさんの基準ならゴミ冒険者です。でも、いつだれがどんな攻こう略りやくをするか、それを決めるのはぼくら回収屋じゃないと思うんです」

　ブリッドは熱をこめて語った。ネネレーザはなにも言わない。口が止まらない。

「だから、ぼくは、金にならない初心者でも、一階レベルの冒険者でも、拾います。それがぼくの信念です」

　ブリッドは、まっすぐにネネレーザを見すえて言った。

「うまいこと言うもんだな」

　ネネレーザは、太い笑みでかえした。

　よかった。わかってくれたんだ。ブリッドも笑おうとした。

「あたしの見こみ違ちがいか」

　ネネレーザが椅い子すを蹴け立たてて立ちあがった。見下ろしてくる目が、このうえなく冷えていた。

「信念なんてどうでもいいんだよ。ゴミ冒険者がなにをしようと関係ねえ。おまえ自身が限界まで体を張らねえことと、なんの関係がある？」

「え？」

「口だけじゃねえところ、見せてみろ。それまでおまえはゴミにたかるハエだ」

　ネネレーザは、さっさと店を出ていった。

　取り残されたブリッドは、呆ぼう然ぜんとするしかなかった。喧騒が遠くなる。ぶつかりあって砕くだけた言葉の断だん片ぺんが、耳を通り抜ぬけていった。




　　　　[image: †]　　[image: †]




　夕暮れの河原かわらは物悲しい。

　ブリッドは土手の草地に座りこんで、さっきから川かわ面もに広がる波は紋もんを眺ながめていた。真っ赤に燃える水面みなもは、石が投げこまれるたびに波立つ。

「こらぁ！　シカトすんなぁ！」

　とつぜん横からした声に、驚おどろいてブリッドはふりむいた。

　口をへの字に曲げたニナが腰こしに手を当てて立っていた。

「さっきからなんども呼んでたのに！」

「ああ、わるい。忙いそがしかったんだ」

「忙しかった……？　それ、ほんきで言ってる？」

　ニナは、まるまると目を大きくした。

　川べりで石を投げていた子どもたちが駆け寄ってきた。

「にいちゃん、ぜんぜん跳はねないよ！　かえるしないよ！」

「……見てろ」

　ブリッドは立ちあがった。土手を川岸まで下りる。虫の声がした。

　横手から、石を投げた。

　すさまじい速度で打ちだされた石は水面をカエルのように跳ねて、川の向こう岸に到とう達たつした。岩にぶち当たって砕け散った。子どもたちが口々にすげーと騒さわぎ立てる。

「な、忙しいだろ？」

　ブリッドは、肩かた越ごしにニナを振ふりむいた。

　ニナはむー、と唇くちびるを尖とがらせた。

　もっと投げて！　とせがむ子どもたちを街に追いかえしてから、ブリッドたちも街に歩きだした。その頃ころにはもう太陽は西に沈しずみかけていた。

「で、なにを悩なやんでるのさ？」

　ニナは歩きながら言った。

「だれが悩んでるだって？」

「見ればわかるってば！」

　このアホにわかるくらい表に出てしまっているのか。

「回収屋にはむいてないんじゃないかな、って思ったんだよ」

　ニナが、ぴたりと立ちどまった。

「おい？　どうした？」

　ニナはブリッドのまえに回りこんできた。やけに難しい顔で手を伸ばし、頰ほっぺたをつねってきた。

「なんらひょ？」

　ぐにぐに。ニナはさらに力をこめて頰ほおをつねってくる。顔は真しん剣けんそのもの。

「キミが弱音を吐はくなんて、夢じゃないんだ！」

「そういうときは自分の頰をつねるよな!?」

「べ、べつにあんたが心配だから慰なぐさめたとかじゃないんだかんね！　か、勘かん違ちがいしないでよね！」

「そもそも慰めてねえだろ」

　ブリッドは笑ってしまった。ほんとに不器用だな、こいつは。

　いきなり、ニナはブリッドの手を取った。不意打ちだった。

「なにを……？」

　ニナはいつになく真剣な目でブリッドの手を見つめた。

「キミは回収屋にむいてる。わたしが永久保証したげる」

「おまえの保証なんていらねえよ……」

「いーから聞くの！」

「はいはい」

「キミがいなければ、わたしはいまここにいなかった。なにがあったかしらんけど、ブリッドが回収屋にむいてないなんてことは、ぜったいにないよ」

「たまにはいいこと言うじゃないか」

「いつも言ってるけど。聞いてないだけでしょーが！」

「聞いてないのはそっちだろ……」

　でもまあ、おかげで気が楽になったよ、とブリッドは口に出さずに思った。




　魔ま法ほう道具屋には、熱気が満ちている。

　狭せまい店内の通路にガラの悪い冒険者たちがひしめき合い、押すな押すなの大盛せい況きよう。この店にそんなに売るものがあったのか、と正直驚くほどだ。

　ブリッドはいったん屋根裏部屋に上がって着き替がえをすませ、また下りてきた。

　そのときもアグニスは押し寄せる客の応対に追われていてまともに挨あい拶さつもできない。いつもこの時間にはまだ帰っていないから、こんなに混こんでいるとは知らなかった。

　ブリッドも棚たなの整理や客への商品説明などを手伝うことにした。ニナも手伝いたがったのだが、気持ちだけありがたく頂ちよう戴だいしておくことにしてお断りした。商品を派手にひっくり返す未来しか見えない。

　結局、店が落ちついたのは、閉店時間間ま際ぎわのことだった。ほんの数十分手伝っただけなのに、ブリッドはくたくたになってしまった。

「ありがとうございました～!!」

　最後の客を送りだしてから、アグニスは表に準備中のプレートをかけて戻もどってきた。

「ずいぶん混んでたね。最近はこうなの？」

「ですです！　ありがたいことに!!　やっぱり攻こう略りやく本ぼんの宣伝効果はすごいですの！　イリンシャさんさまさまですっ！」

「繁はん盛じようするのはいいけど、体を壊こわさないようにね」

「ブリッドさん……ありがとうございます……」

　アグニスが涙なみだぐんだ。

「忙しさにかまけてブリッドさんたちのお世話ができずにむしろごめんなさいです。わたし家長ですのに」

「いいよ。子どもじゃないんだから。それよりほんとに疲つかれてない？」

「だいじょうぶですの！　待っているだけがいちばん疲れるのです！　パ、父の残したこのお店を守りたいですから！」

　アグニスは小さな体を機き敏びんに動かして、倉庫からもってきた商品を棚にてきぱきと補ほ充じゆうする。暇ひまだったときよりも元気そうだ。

　ブリッドは棚の一画がごっそり空っぽになっていることに気づいた。

「そこ、なにがあったっけ？」

「はい、最近の売れ筋のこれです！」

　アグニスは細長い棒のようなものを取った。透とう明めいな石だ。

「封ふう入にゆう石です。魔法学院で開発される魔法石の最新モデル！　中になーんにも魔法が入っていない優すぐれものですの！」

「なにも入ってなくて、優れものなの……？」

「そこがすごいんですっ！　この石は吸収性のある鉱石を魔法加工したもので、無形の無機物ならなんでも好きなものを内部に吸いこむことができるのです。魔法を封ふう印いんしておくもよし！　かさばる飲料水の持ち運びにも最適！　去年までの旧モデルとこの最新型がいちばん違うところは、再現性の大おお幅はばな強化です！」

「再現性？」

「はい！　単純に入れて出すだけだった旧モデルと違って、一度入れたものを何度も出せるのです！　つまり、一度魔法を封印しておけば、この石が内部で増ぞう幅ふくしてくれるので何度も放出できます。この石そのものの魔ま力りよくが切れて壊れるまで！」

「そりゃすごい」

「すごいんです！　街の一いつ般ぱん人のあいだでは、恋こい人びとの情熱的な愛の囁ささやきをこめておいて、別れた後に繰くり返し聞いてしんみりするというのが最近のトレンドみたいです！」

「あ、そう……コメントしづらいトレンドだね……」

「お値段はドン！　一万ペンドきっかりです！　いかがです!?」

「たかっ!!　いや、いらないよ！」

　そのとき。

　ガッシャーン!!　と食堂のほうからなにかが割れる音が聞こえた。

　空腹に耐たえかねたニナが勝手に料理しようとしているのだろう。そして食器を割ったのだろう。これ以上散らかされちゃたまらん、とふたりは食堂に急行した。
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　十五階──階段前広場。

　空気がしっとりと濡ぬれ、迷宮の内部とは思えないほど樹き々ぎが鬱うつ蒼そうと茂しげっている。

　高い樹が壁かべの松明たいまつの明かりを遮さえぎってしまうため、円状の広場の中心に行けば行くほど森は影かげを濃こくする。だから、冒ぼう険けん者たちはできるだけ壁かべ際ぎわを移動する。まっすぐ横切るよりも余計な時間がかかってしまうが、明るい壁を背にするのと四方を暗くら闇やみに囲まれるのとでは安全性が段だん違ちがい。

　これはここに限った話ではない。

　壁伝いは迷めい宮きゆう探たん索さくのセオリーとされている。今も昔も人間の最大の敵は、道に迷うこと、そして闇なのだから。

　ニナは周囲をきょろきょろと見み渡わたしていた。

　もちろん、いる場所は広場の中心地点。安全性確保の観点ゼロの暴挙である。いつもどおり。もっとも、今回は自分の意思でそうしたのではないのだが。

「あれーここ十五階か？」

　ようやく自分の居場所に見当をつけた。

「まーたワープしちゃったなぁ」

　ニナの背後には楕だ円えん形の青白い物体──ワープポータルがある。

　さっきまでニナは十一階の、とある部屋にいた。

　すり鉢ばち状に窪くぼんだ地面があるだけの、なにもない部屋だった。底に下りていろいろやってもなにも起こらなかった。いったんは通りすぎたけれど、ずっと気になっていた。

　ところが、さっき調べていたときにじたばたしながら大声を出したら、部屋中に美しい声が反はん響きようした。まるで何十人もの歌手が合唱しているようなハーモニーが。

　うれしかった。

　謎なぞを解いたこともそうだけど、自分の美声が勝手に加工されて増幅されることがとにかくおもしろかった。すり鉢の底で、いい気分で歌っていたら、突とつ然ぜん、ワープポータルが出現した。どうやら一定時間底で声を出しつづけると出現する仕様だったらしい。

　もちろん、ノータイムで飛びこんだ。

「そういえば、ここ、神しん獣じゆうが出るゾーンじゃ……」

　ニナはブリッドから、十五階で出る神獣について情報を得ていた。

　頼たのんで教えてもらったのではなく、雑談の途と中ちゆうで勝手にしゃべられてしまったのだが。そのとき、ニナはネタバレに激げき怒どしたものだ。

　たしか──ニナは眉み間けんにみゅっとしわを寄せてブリッドの情報を思いかえす。

　神獣キングマンティス。読んで字のごとく、巨きよ大だいなカマキリ。

　樹ほどもある大おお柄がらな体に似合わぬ俊しゆん敏びんな動作。二刀のカマのような前まえ脚あしで冒険者を捕とらえ、ときに生きたまま内臓を食くらったりする。スピードは脅きよう威いだが、基本的には昆こん虫ちゆうがデカくなっただけなので、そんなに強くはない。と、ブリッドは言っていた。

　ただ、一点だけ注意しなきゃいけないことがあって……

　ブウン──

　羽音がニナの耳に届いた。近づいてくる。急速に。ニナは直感的に横っ飛びした。

　ごん！　頭から樹に突つっこんだ。

「いちち……たんこぶ確実だ……」

　涙目でふりむいたニナは、自分の払はらった犠ぎ牲せいが無む駄だではなかったことを知った。

　さっきまでいた場所に巨大なカマキリが、いた。

　緑色の、なんの感情もこもっていない目。節くれだった細長い脚、葉っぱのような体。そして、二刀の凶きよう悪あくなカマ。そこまではニナの想像どおりだった。

　だが、ブリッドの話よりも大きい。樹よりすこし小さいくらいと聞いていたが、樹よりはるかにデカい。

「いいよいいよ。わたしのときはヘンなのが出てくるんだもんね」

　カマキリがカマ脚を折おり畳たたんで威い嚇かくする。

　ニナが剣けんを抜ぬくのを合図に、戦いが始まった。

　戦いはじめて、すぐにニナはあれっと思った。スピードが身しん上じようという話なのに、そこまで疾はやくない。

　ニナは横なぎのカマをバックステップで悠ゆう々ゆうかわし、距きよ離りを取る。

　むしろ、遅おそい？　この程度の速度なら簡単によけられる。正直、捕つかまる気がしない。こんなザコが十五階を締しめくくる神獣？

　フッ、とニナは鼻で笑った。

「どうやら強くなりすぎてしまったらしい。片づけてあげようかねえ」

　と、剣を振ふりあげて気づいた。

　カマキリの腹部がみょうに膨ふくれている。腹が脈動した。尻しりの先から白い泡あわ状のものがぶじゅるじゅると噴ふきだした。

「うぇ、下げ痢り気味？　ばっちぃなぁ」

　そう言ってニナが顔をしかめたとき、地面のうえで白い泡が弾はじけた。

　ニナは目をまるまると見開いた。

　泡に見えたものから、小さな虫──幼虫が出てきた。小さいといっても、人間の子どもくらいはある。翅はねがないことを除けばほとんど親の成虫と同じ姿かたちだ。

「よもやっ！　きさま、メスかっ！　産卵か！　子だくさんなのか！」

　いまさらである。

　地面に生誕した子カマキリは、すぐさまニナに向きなおり、前脚のカマを畳んで戦せん闘とう態勢を取った。

「ちぃっ！　当たらなければどうとゆーことはない！」

　ニナは襲おそいかかってきた子カマキリのカマを体たいさばきひとつで回かい避ひして、返す刀でずばっと首を刎はね飛ばした。

　子カマキリは、頭と体を両断されてもしばらくのあいだ力なく前脚を動かしてから、その場に崩くずれ落ちた。

「このガキんちょめ。生まれたばかりで動けると思うな！　現世をなめすぎだっ！」

　えっらそうに吠ほえたニナだが、すぐに事態を正確に理解した。

　たしかに子カマキリは弱かった。母と同じだ。

　だが、数が問題だ。カマキリの卵は泡のように見えただけあって、何十、何百とある。そのすべてから、つぎつぎに子カマキリが生まれてくるという現状。

「いいだろう……きさまら、残らずママの腹に送りかえしてやる。生まれてきたことをあの世で後こう悔かいするがいい！」

　微び妙みように矛む盾じゆんしたことを言いながら、ニナは剣を振るった。

　緑と銀が乱らん舞ぶした。

　子カマキリたちがわさわさ動けば、ニナの剣が閃ひらめく。

　斬きる。斬る。斬る。

　刺さす。刺す。刺す。

　よけ、また斬り刺す。なにも考えずに、飛びかかってくるモノに対して夢中で剣を振りまくった。




　どれほどの時間が経過しただろうか？

　ニナは子カマキリを何十匹ぴきも倒たおしていた。しかし、一向に数は減らなかった。いや、減ってはいるのだが、それ以上に続々と生まれてくる。

　動きつづけて息が上がっている。激しい戦いは無酸素運動。くらり。気が遠くなる。酸欠状態に陥おちいり動きが鈍にぶったつぎの瞬しゆん間かん。

　囲まれてしまっていた。

「み、みどりめぇ……」

　ニナは朦もう朧ろうとした意識で、剣を構えなおした。

　見渡すかぎりの蠢うごめく緑に、最さい期ごの一ひと太刀たちを浴びせてやるつもりで。どのみち、疲ひ労ろうのせいでこれ以上は戦えそうにない。もう、立っているのも、剣を持ち上げるのも億おつ劫くうだった。

　剣を振りかぶった。ほとんどやけっぱちで。

　そのとたん。すっと剣の重みが消えた。音が消えた。疲つかれもきれいさっぱり消え去っていた。

　朦朧としたニナの視界を、青白い光が満たしていく。森の緑も、カマキリたちの緑も、なにもかもを塗ぬりつぶすかのように。

　剣を振る。棒切れでも振っているかのように軽く振れた。

　その途と端たん、静けさが終わった。

　ずしんずしん、と巨大なものが倒れる音がいくつも聞こえた。体が重くなる。

「はぁ、はぁ、ん？」

　いつまで経たっても復活プールのなかにワープしない。息が入ってから不思議になって顔をあげた。いつもならピンチの直後の記き憶おくはプールのなかなのに。

「どわぁっ!?」

　見渡すかぎりの緑が、横断されていた。

　どの子カマキリも首がない。それどころか、樹もすべて根元でぶった切られて倒れていた。振りかえると、自分より後ろの樹々は何事もなく立っている。

「なにこれ？　わたしがやったの？　はっ、それより親玉緑は？」

　ニナはあわてて向き直る。

　いた。

　巨大なメスカマキリは立っていた。腹を内部の卵ごと一直線に斬り裂さかれ、立ったまま絶命していた。

「わたし……いったい……」

　ニナは、ぶるると震ふるえた。

「わたし、いったい、どんだけ強くなっちゃったんだろ!?　ふふふふはははは！　急に強くなってしまったぞ！　コツだ、コツだな！　コツつかんじゃったね！」

　増長しまくっているニナは疲れた体に鞭むち打うって、剣を鞘さやに納めた。歩きはじめる。ふと、視界の隅すみに奇き妙みようなものを見つけた。ふりむく。

　楕円形の青白い物体。

「あれれ、ワプポ？　てーか、わたし、なんで十五階にいるんだっけ？　たしか十一階で歌ってたはずなのに……いつカマキリ出てきたんだっけ？」

　ニナは小首をかしげた。

「ま、いっか！」

　さらっと疑問を忘れることにした。悩なやんだり考えたりしている時間は人生の無駄なのだ。そんなに暇ひまじゃない。

　ニナは、ワープポータルに飛びこんだ。

　かるい目眩めまいと浮ふ遊ゆう感かん。いつもの、心地ここちよいワープ感だ。

　後ろから押しだされた。おっとととととと、とたたらを踏ふんだ。門の外は、狭せまい半球形のドーム構造の部屋だった。

　顔をあげると、眩まばゆい光がはしった。

　まただ。ニナの目の前に、迷めい宮きゆう幽ゆう霊れいを見たときと同じような、現実そっくりの映像が流れはじめた。




　どでん！

　謎の女が転んだ。その女は棺ひつぎ化して、モンスターに蹴けっ飛ばされた。落とし穴に落ち、坂道を滑すべり、川の水面に着水した。どんぶらことしばらく流れて、突とつ然ぜん現れた扉とびらの内部に吸いこまれていった。




「なんだー？　このアホなやつはー？」

　ニナは腹を抱かかえてゲラゲラ笑った。

　笑いつつ手を見ると、手ての甲こうの星が二つになっていた。

「これなんだろう？」

　と、首をひねった。手でゴシゴシしても消えない。

「ま、いっか！」

　どうでもいいので。

　ニナにとって重要なのは、前に進むこと。それ以外のことは不純物でしかない。

　踵きびすをかえして、青白い門に飛びこんだ。
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　いっぽうその頃ころ。

　ブリッドは五階の大広間にいた。昼休きゆう憩けい中だった。

　回収作業の合間に、あのとき倒れた柱に腰こしかけてお弁当を食べていた。

　アグニスがつくってくれた、ベーコンとトマトを満まん載さいにしたサンドウィッチを三枚に、十本近いソーセージ。もりもり食べる。うまい。

　回収屋に限らず、迷宮人は体が資本。空腹では集中力も動きも鈍にぶる。

　腹が減ったとか喉のどが渇かわいたとか、そんなことをちらりとでも考える時点でもう油断している。目のまえを見ていない。平常心を乱されている。

　サンドウィッチをすべて平らげ、ソーセージを四本食べ終えたところで水を飲み、昼食を終えた。残ったソーセージはまた包みに戻もどしておく。空腹はよくないが、満腹もまずい。眠ねむくなる。それもまた油断。それに、保存のきく食べものは残しておきたい。いざというときに役に立つ。

　ブリッドは立ちあがった。そのとき。

　視界の隅に青白いなにかが目に入った。

　一階へのワープポータルか？　と思ったが、あれは大広間の奥にある。見えるわけがない。横よこ倒だおしになった柱を乗り越こえれば、そこにはべつのワープポータルがあった。

　ブリッドは、すこしだけ迷った。

　だが、すぐに決心して飛びこんだ。ワープポータルといえば、ニナだ。

　かるい目眩めまい。そののち、目の焦しよう点てんが合う。すると、半円形の狭い部屋だった。

　とつぜん。ふたりの人間が目のまえに現れた。

　栗くり色いろの長い髪かみが揺ゆれる。見覚えのある後ろ姿だ。小さな男の子を引きつれ──というか手を握にぎって引きずって──迷宮を駆かけぬけていく。

「おい！」

　無視された。

　もういちど呼びかけようとしたとき、ふたりの姿は虚こ空くうにかき消えた。

　なぜか、鼻の奥がツンと刺し激げきされた。

　なんでだ？　これがなんだっていうんだ？　なんなんだ？

　ブリッドは、眉み間けんにしわを寄せて、湧わき上がってくるなにかを耐たえた。




　ちりん。鈴すずの音ねが鳴った。

　ブリッドは、下宿である魔ま法ほう道具屋に入った。

　いつもはアグニスが店番している机で、つまんなそうに頰ほお杖づえをついたニナが座っていた。ブリッドの姿を認めて、パッと顔を明るくした。駆け寄ってくる。

「ブリッド！　またクッソ生意気そうな男の子の亡ぼう霊れい出たよ！」

「そうか」

「あ～っ！　信じてないな～？」

「いや、信じるよ」

「むーっ？」

　ニナは唇くちびるを尖とがらせて、下から見上げてくる。

「アグニスは？」

「んー、なんかね、お得意さんに高いものを売れそうだからって、さっき出てったよ」

「そうか。じゃあ問題ないな」

「え、なにが？　ととと？」

　ブリッドはニナを引っぱって外に出た。魔法道具屋の扉に鍵かぎをかけ、『準備中ですの！』というプレートをかける。

「どうしたんだよう！」

「迷宮に行く」

「え？　え？　でも、もう夜になるよ？　晩ごはんは？」

「関係ない。いますぐ、行くんだ」

　ブリッドは、決然と言った。

　晩ごはんは？　ねー晩ごはんはー!?　とわめくニナを引っ張って、夜の街を疾しつ走そうした。




　女冒ぼう険けん者が、くるりと回転する。ソバットで巨きよ大だいなモンスターを蹴り飛ばした。

　モンスターを倒たおすと、女冒険者はピースサインを出した。

　そこで、光が消えた。

　やっぱりな。

　半球状の狭い部屋。現実と見まがうほど鮮せん明めいな映像が消えるのを待てずに、ブリッドは、自分の手の甲を見つめながら思った。甲に浮うきでた星形がふたつに増えている。

　横でゆうれいゆうれいと騒さわいでいるニナの手をとって見ると、星がみっつあった。

　話を聞けば、ニナが見た映像は、自分が見た映像とはちがっていた。

　ゆうれいはゆうれいだが、生意気そうな男の子なんて現れなかった。ブリッドが見たのは、懐なつかしい人物の姿。あのひとだった。ただ、印象がすこしちがったのだが……。

　迷宮に入り、十階に下りてから、目当てのもの──記憶の部屋とブリッドは名づけた──を見つけるのに、それほど時間は必要じゃなかった。

　地下十階までくるために、二月前までなら三時間かかった。だが、ニナの発見したワープポータルを使えば、ほんの数分で済む。一階から五階へ。六階から十階へ。門をふたつくぐるだけ。あらためて考えればすごいことだ。

　通常の神しん獣じゆうを倒しても『記き憶おくの部屋』へのワープは現れない。五階の巨きよ獣じゆうや十五階の女王カマキリのように、特とく殊しゆ進化した神獣を倒さなければ。そいつらが出現する条件は、一階無意味部屋から五階大広間への門のような近道ワープを通ったときか？

「ゆうれい見てたらおなかすいちゃった！」

　考えこんでいたブリッドは、ニナの声で我に返った。

　いまはこれ以上考えてもしかたがない。まだ、判断するには情報が少なすぎる。

　とりあえず、家に帰ることにした。
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　攻略都市の南地区、新市街。

　すでに日はとっぷり暮れている。

　街に帰ってくる冒険者の波に逆らうように、ブリッドはメインストリートを歩いた。大きな宿屋の角で曲がり、薄うす暗ぐらい小路こうじをしばらく行ったところで目的の建物についた。

　扉にプレートが張りつけられている。

『攻略情報なんでも買い取りマス。こちら冒ぼう険けん社しや！』

　ブリッドは、じゃっかん緊きん張ちようの面おも持もちで、扉をノックした。

　冒険社を訪ねるのは初めてだ。

　だれか残っているかどうか、目的の人物がいるかどうか、わからない。でも、明日あしたまで待ちきれなかった。

　あのあと、十五階にも行ってみた。そこにもやはり五階と十階と同じ、謎なぞの映像を見せる場所があった。手の甲の浮き出た星の数は、三に変わっている。

　反応がない。やっぱり、時間が遅おそすぎたのか？

　迷いながら、もういちどノックしようとしたとき、扉が内側に開いた。

「ブリッドくん？　どうしたんですか？」

　開けたのは、イリンシャだった。

「じつは、ちょっとお話が……」

　ブリッドはかいつまんで説明した。

　真しん剣けんに話を聞いていたイリンシャだったが、そんな映像が発生する部屋のことは知らないと答えた。

　ブリッドはがっかりした。イリンシャが知らないなら、絶望的だ。

「落ちこまないでください。もしかしたら、手がかりがあるかもしれません」

「え？　でも」

「心あたりがあります。行きましょう」

　イリンシャはにっこり笑った。




「ここは……」

　ブリッドは、戸と惑まどった。

　旧市街の道具屋のまえ。たしか、ここの店主はニナと仲がいい。

「入りましょう」

「はあ」

　促うながされて店内に入ったものの、ブリッドには状じよう況きようがいまいち飲みこめない。

「よぉお嬢じようさん。また来たな」

　椅い子すに座っていた老年の男が立ちあがった。

「こんばんは、ジェラードさん。ブリッドくん、この方はジェラードさんです。ジェラードさん、こちらは」

　ジェラードが手をあげてイリンシャの言葉を制した。

「しっとるよ。いちど拾ってもらったことがある」

「その節は、ご迷めい惑わくをおかけしてすみません」

　ブリッドは頭を下げた。

　かつて、この道具屋の老店主は薬草の原材料を採取するために迷めい宮きゆうに潜もぐったとき、不運にもニナと遭そう遇ぐうしてしまった。その当時すでにプロ死体と悪名を轟とどろかせていたニナの巻まき添ぞえを食って、爆ばく死しさせられたという血ち塗ぬられた過去がある。

「あんたが悪いわけじゃあるまい。で、今日も用件はあれかね？」

　イリンシャがうなずいた。

「よいじゃろう。ちょうど店じまいしようと思っていたところだ」

　ジェラードは店の奥に歩いていく。

「そろそろ、どういうことか教えてくださいよ」

「わかりました」

　歩きながら、イリンシャは語りはじめた。ブリッドもつづく。

「ジェラードさんとは、ニナさんの取材をする過程で知り合いました。親しくさせていただいているうちに、教えていただいたのですけれど、じつは、ジェラードさんは古こ文もん書じよコレクターなのです」

「古文書？」

「ええ。すごいコレクションですよ」

　奥の廊ろう下かを進み、一室に入る。

　部屋はアグニスの魔法道具屋と同じくらいの狭せまさだが、壁かべという壁に棚たなが設置され、大小さまざまな本が収められている。相当古いものもある。たしかにすごい数だ。

「すごいですね」

「それを言うのはちっとばかし早いな」

　ジェラードが床ゆかの敷しき板いたを持ち上げた。

　ぽっかりあいた穴から、階段が下に延びている。地下室のようだ。

　階段を下りる。

　インクと紙に独特の匂においが立ちのぼってくる。ブリッドは、息を飲んだ。

　さきほどの書庫もすごかったが、こちらはさらにすごい。上の書庫の倍近い広さがあり、棚にびっしりと書物が収納されているだけでなく、そこかしこの床に無造作に積まれた本の塔とうが天てん井じようまで延びている。

「どうだ。すごいじゃろう」

「はい……こんな数の本、焼ける前の教会図書館で見て以来ですよ……」

「ここにある書物の多くは、かつて教会の図書館にあったものだ。禁制品もある」

「え？」

「長年かけて、すこしずつパクったんじゃよ。このために冒険者をやっとったと言っても過言ではない。はっはっは。連中にバレたらわしは火か刑けいじゃろうな。黙だまっといてくれよ？」

　なに笑ってんだこのジジイ……ブリッドはあきれの視線を送った。

「ですけれど、そのおかげでこの本たちは教会大火の災さい禍かを逃のがれることができたのです。ジェラードさんは貴重な人類の叡えい智ちを守ったのです」

「そうそう。イリンシャはええこと言うのう。ちなみに全部パクったわけじゃないぞ。教会にも派は閥ばつがある。貴重な本がだれにも読まれず倉庫で朽くち果てていくのを苦々しく思っとった僧そう侶りよが横流ししてくれたものもある」

「はぁ。でも、いいんですか？　あまり知らないぼくにこんな秘密を教えてしまって」

「なあに、イリンシャの友人じゃ。信用する」

「ジェラードさん……」

　イリンシャは感激したように声をつまらせた。

　と、いきなりジジイがイリンシャに抱だきついてふくよかな胸に顔をうずめた。イリンシャは固まった。

「若くてかわいくておっぱいが大きい娘むすめに悪いやつはおらん!!」

「……おいクソジジイ、そろそろはなれろ」

　じゃないとおれは人殺しになってしまうかもしれん……と思いながらブリッドは、押し殺した声で言った。




「で、なにを知りたい？」

　イリンシャは、ジェラードに簡潔に説明した。

「ふぅむ……聞いたことがあるような……どれじゃったかな。むかしよく使ったんじゃが……」

　ジェラードは、書しよ棚だなを調べはじめた。しばらく待っていると、

「あった、これじゃ」

　一冊の本を持ってきて、汚よごれた表紙にふぅっ！　と息を吹ふきかける。埃ほこりが舞まい上がって、ブリッドは顔をしかめた。

　タイトルにはこう記されている。

『大冒ぼう険けん者アレハンドロの告白』

「これはな、何十年もまえに活かつ躍やくした偉い大だいな冒険者の自伝じゃ。このなかにおまえさんの話と似たような記述があった。読んでみるといい」

　部屋の隅すみにある書き物机のうえに、本を開いて置いた。イリンシャが好こう奇き心しんに輝かがやいた顔を寄せる。ブリッドも後ろから覗のぞきこんだ。

　文字がかすれていたりページがかけていたりしている。そもそも字体が古くてとてもブリッドには読みこなせそうにない。

「重大な告白をせねばなるまい……あるときから、わたしは夜ごと悪習に溺おぼれるようになったと……毎晩ちがう女をとっかえひっかえ……赤く充じゆう血けつしたトウモロコシを……下着を穿はく暇ひまがない……とりわけお気に入りは巨きよ乳にゆうの娘だった……揉もみながら食べるイチゴの味は最高だぜ………………なんですか、これは」

　耳まで真っ赤になったイリンシャが、ジェラードに冷たい眼まな差ざしをむけた。

「あ、いや、間ま違ちがえた。そこじゃなかった。女好きじゃったらしいの」

　ジェラードはあわてたようにページをめくった。

　ぜったいわざとだろ！

「ここだ」

「ほんとうでしょうね？」

　イリンシャは疑いながら、また紙面に目を落とす。

「青白い門の向こう……半円状の部屋……まるでそこにあるかのような鮮せん明めいな映像……」

「先せん輩ぱい！」

　イリンシャは顔をあげ、ブリッドにうなずきを返した。

「わたしははたと気づいた……あの娘こは、わたしがまだ女を知らぬころ、初体験の相手だ……最高の夜……過去の記き憶おくなのだ……自分のものとはかぎらない……必要としている記憶を見られるようだ……すべての部屋を制せい覇はしたとき……とてつもない秘宝が……制覇するべき数は…………ダメですっ。これ以上は読めません！」

　それは恥はずかしくて、という意味だろうか。きっとそうだろうな！

「肝かん心じんの部分が失われとったか……他ほかにもなにかあるかもしれん。探しておく」

　ブリッドたちは、礼を言って道具屋をあとにした。

　イリンシャとも別れ、下宿に急ぐブリッドは、興奮していた。自然と足どりが軽くなる。

　詳くわしいことはわからなかったが、重大な手がかりを得た。なにより重要なのは、あれが記憶の断だん片ぺんだということだ。あの大スケベ冒険者の自白がたしかなら、必要な記憶を見せてくれるというのが本当だとすれば、あのひとにも辿たどりつけるかもしれない。迷宮のどこにあのひとが眠ねむっているのか、わかるかもしれない。

　下宿に帰ると、ニナにさっそくさっきの出来事を話した。

　ぽけーっと口を半開きで聞いていたニナも、あの映像が記憶であると聞くと顔色を変えた。

「なにっ、じゃああれ、わたしの記憶なの？」

「ちがうかもしれないけど、そうかもしれない」

「ちゅうことは、わたしの記憶も復活する？」

「かもしれない。けど、まだ確定は」

「やったー!!」

「だからぬか喜びするなって。でも、ぼくもあのひとを見つけられるかもしれない」

　ニナが不ふ機き嫌げんそうに目を細めた。

「まいどまいどあのひとあのひとって言ってるけど、いいかげんあのひとってだれだよ。名を名乗れ！」

「ああ、あのひとの名前は……」

「名前は……？」

　ニナがぐぐっと前のめりになる。

「名前は…………………………………………ひみつ」

「なんだよ～もったいぶっちゃってさ～名前なんか減るもんじゃないじゃん」

「う、うるさい。おまえに教える必要なんてないからな！」

　ぶーぶー文句を垂れるニナを適当にあしらっているポーズをしつつも、ブリッドは内心動どう揺ようしていた。思いだせなかった。

　忘れるはずのない名前を。







　三章　許されざるもの







　ホークアイが激げき怒どしていた。

　さきほどから、汚きたない廃はい屋おくのなかをせわしなく歩きまわりながら、聞くに堪たえない罵ののしり声をあげている。

「なんであのメスガキがまだのうのうと地上を歩いてやがる！　おいシルフィ！」

「いえ、わたくしは」

「うっせえ。いいわけすんじゃねえ！」

　ホークアイが怒ど鳴なった。血走った目で凄すごんだ。

「てめえら、名声が欲しいんだろ？」

「……」

「オレは金が必要だ。莫ばく大だいな額の金がな。やつを始末しねえと成功報ほう酬しゆうをもらえねえ。こんどしくじったら……てめえら、もうおしめえだぞ！」

　ホークアイは扉とびらを乱暴に閉めて、廃屋を出ていった。

　三人の女は、正座したまましばらく黙っていた。

「……シルフィさま、どうしましょう？」

「こうなったら、最終手段に出るしかないですわね」

　シルフィは、ルイにそう告げた。




「らんらららんらんらん、らんらららんらんらん！」

　地下迷めい宮きゆうにぜんぜんそぐわない調子っぱずれの鼻歌が響ひびく。

　ニナは、いつものように上じよう機き嫌げんでスキップしていた。

　物もの陰かげから複数の影かげが目のまえに飛びだしてきた。

「なにやつっ!?」

　ニナは腰こしの剣けんを抜ぬき放った。いや。抜き放とうとした。

　手が滑すべった。

「あっ……」

　すぽーんと剣が飛んでいく。

　シルフィが目を瞠みはった。その頰ほおを、切っ先がかすめていった。

　あわててニナはシルフィに駆かけ寄った。

「だだだ、だいじょうぶっ？　ケガない？」

　シルフィの柔やわ肌はだにうっすらと赤い筋が滲にじんでいる。かすり傷レベルだが。

「え、ええ……」

　答えたシルフィの体は小刻みに震ふるえていた。

　相手の無事を確かく認にんしたニナは、あっというまにいつもの調子を取り戻もどした。

「キミたち、油断しすぎ。もしわたしがモンスターだったら、えらいことになってたよ？」

　のしのしと奥に歩いて、さっき自分が放ほうり投げた剣を地面から拾いあげた。ふりかえり、シャッと手をあげた。

「じゃっ。そゆことで」

　マイペースに去ろうとする。

「待ってくださいませ！」

「待たないよ。わたし忙いそがしんだから～」

「ニナさま、わたくしたちとパーティを組んでくださりませんこと？」

「パーティ？」

　シルフィの意外な申し出に、ニナは硬こう直ちよくした。

「や、でもさぁ……」

「さきほどの華か麗れいな抜き打ち、感服いたしました。あなた以外にいないと、確信いたしました」

「お？」

　目をしぱしぱさせてルイを見るニナ。ルイはこくこくと首を振ふる。

「ぬん？」

　ニナはつぎにエリィを見る。エリィもうなずいた。

　三人を順番に見つめてから、ニナは腕うで組ぐみした。

「パーティなどいらぬ。弱いやつがいくら群れてもダメなのじゃよ」

　謎なぞの達人感に、一いつ瞬しゆん固まったシルフィだったが、すぐに気を取り直す。

「そうおっしゃらずに！」

「いやじゃ。男は黙だまって一いつ匹ぴきオオカミ」

「お……？　いえいえ、わたくしたちをお導きください！」

「ありえないね、このわたしがパーティを組むなんてさ！」




　鈴すずの音ねが鳴ったとき、ブリッドたちは店じまいの作業をしていた。

　ブリッドとアグニスは、同時に店の入り口に目をやった。

　ニナは開いた扉から入ろうともせず、両手の指を二本ずつ立てた。

「カニのものまねか？」

「メンバーの数」

「メンバー？」

　ブリッドは首をひねった。意味がわからん。

　隣となりでアグニスがハッと息を飲んだ。

「ニナさん、もしかしてパーティを組んだんですのっ？」

「しつこいから、入れたった。どうしてもって、しつこいから。しょうがなく」

　ニヤニヤ。その喜びを隠かくしきれない顔のどこがしょうがなくだ、とブリッドは苦く笑しようした。

　まあ、初めて仲間ができてうれしいんだろう。その気持ちはよくわかる。

　いや……笑ってる場合じゃないな。心配だ。ニナじゃなくて、メンバーたちが。

　どこのだれだか知らないが、ニナをあまり知らずに組んだのなら、その冒ぼう険けん者たちは今後想像を絶する絶望を味わうことになるだろう。ニナを知っていて組んだのなら、ますます心配だ。正気じゃない。

「その哀あわれな犠ぎ牲せい者しやは、どこのどいつなんだ？」

「えーと、シルフィとなんとかかんとかって言ってたかな」

　シルフィとその仲間たち……。

　ダメだ。ややこしい未来しか見えない。

「わるいことは言わない。やめとけ」

「なんでー？　ちゃんと名前は『ニナさんと迷える子羊たち』に変えるよっ！」

「名前の問題じゃない。おまえにパーティは向いてない」

「む、そんなのだれが決めた。やってみなきゃわかんないじゃん！」

「わかる。パーティを組んで冒険するってのはチームプレイだからな。協調性が大事だ。おまえのなかにはこれっぽっちもない要素だな」

「ははぁ。さては──」

　ニナが見み透すかしたような薄うす目めになる。

「さては？」

「だいじょうぶ。メンバーに男はいないよ。みんな女だから。嫉しつ妬としなくても、ね？」

　ニナはくねくねと身をよじらせた。

「というかな、そいつら信用できない」

「おぅ……さっくり無視してくるね……」

「くねくねしてないでマジメに聞け。おまえの手て柄がらを横どりした連中だぞ」

「手柄？」

「ほら、五階の神しん獣じゆうとか、ワープポータルを発見したとか」

「過去のことなんかどうでもいいじゃん。だれがやったとかさー」

「だが、なにを企たくらんでるのかわからないぞ。嫌いやな予感がするんだ」

「おーげさだなぁ、ブリッドくんは。なにも変わらないって！」
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　アレハンドロメソッド：デルタ──パーティの章──

　パーティを組む際に重要なことは三つである。

　ひとつ、突とつ出しゆつすべからず。ひとりの無む謀ぼうな行動が全ぜん滅めつを招きかねない。

　ひとつ、無用に互たがいに身を縛しばるべからず。全滅を招きかねない。

　ひとつ、一本道を通るべからず。全滅を招きかねない。

　ひとつ、モンスターを集めるべからず。各個撃げき破はは集団戦せん闘とうの基本である。


──攻こう略りやく都市のあるきかた──　
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　ニナとシルフィたち三人は迷宮のとある部屋に足を踏ふみ入れた。

　大おお股またでずんずん部屋の奥に進んでいくニナから離はなれて、三人は部屋の入り口近くで集まってひそひそ話をしている。

「どういう作戦かしら、ルイ」

「この部屋、デストラップがあるんす。スイッチを押したら、壁かべが動いて圧死するっす。あいつにスイッチを押させて、あたしらは発動前に部屋から逃にげるっす。パーティでひとりだけ死んだマヌケという屈くつ辱じよくに耐たえられなくて、あいつは冒険をやめるっす」

「パーフェクト。いい作戦ですわね」

「でしょでしょ!?　水みず攻ぜめ部屋と毒ガス部屋もあったんすけど！」

「いいえ。やはり押し潰つぶされるのがいちばんショックですわよ」

　ふたりは大盛り上がり。

「あのぅ、すみません」

「んだよ、エリィ。邪じや魔ますんなよ」

　口をはさんできたエリィに、ルイは不満顔を向けた。

「トラップのスイッチ、どこでしたか……？」

「部屋の隅すみの床ゆかに決まってんしょ」

「あれ……」

　エリィが指を差した。つられて、ふたりはその方向を見る。

　ニナがその、部屋の隅に立っていた。むしろ、床のスイッチを押しこむようにばんばんジャンプしてる。

「あいつ!?　死ぬ気ですか!?」

　がたん。

　壁が凄すさまじい勢いで動きだした。シルフィたちが最さい期ごに目にしたのは、迫せまってくる壁だった。部屋の外に出る暇ひまなんてなかった。

　四人の最初の冒険は速そつ攻こうで終しゆう了りようした。




　しばらく経たって。壁トラップの部屋に足を踏み入れたブリッドが発見したのは、四つの棺ひつぎだった。

　すぐさま、ニナの言葉を思いだした。

『おーげさだなぁ、ブリッドくんは。なにも変わらないって！』

　たしかに変わらなかった。

　拾う死体が四つになり、自じ滅めつが全滅になっただけだった。

　ぜんぜん変わらなかったな!!

　声に出さずにつっこんでから、回収作業に着手した。

　二つの棺をきっちり横に並べ、その上に、残りの二つを縦に重ねて置く。単純に重ねてしまうとズレやすいし、扉とびらや狭せまい通路などで引っかかって身動き取れなくなることもあるのだ。腰を下ろし、ロープを縦、横、斜ななめにしっかり巻きつけて、棺を体にぴたりとくくりつける。

　持ち上げると、腰こしにずしりと重みがくる。四つ同時は久しぶりだ。

　もしかして、これがずっと続くんだろうか……？　自問しかけて、すぐに打ち消した。先のことなんか考えたら負けだ。足あし下もとだけ見て歩くんだ。前なんか見てもぜんぜんいいことなんてない！　今だ。今にだけ集中しろ！

　ブリッドは、四人分の責任を感じながら、迷めい宮きゆうの床を踏んだ。




　翌日、四人は、迷宮の沼ぬまのほとりにいた。

　しげしげと水面を覗のぞきこんでいるニナのうしろで、シルフィたちは密談していた。

「前回は失敗でしたわね。次の策はありますの？」

「はい。この沼の水は毒っす。あいつ、攻こう略りやく本ぼん読んでないからただの水だと思うっす。で、あいつを突つき落とすっつう作戦っす。ひとりだけ溺おぼれながら毒死するという屈辱に、あいつは冒険引退を決意するってわけっす」

「ブリリアント。単純ながらもなかなか奥の深い作戦ですわね」

　悪わる巧だくみがまとまったとき、ちょうど、ニナがふりかえった。

「みんな！　わたしから離れちゃだめだかんね！」

　などと言いつつロープを取りだした。くるくると腕うでをまわし、びゅうんと放ほうり投げた。ロープは生き物のようにのたうち、三人の体に巧みに絡からんでくる。

「こうしておけばだれかが溺れても引っ張って助けられるよっ！　ゆこう諸君！　向こう岸は近い！　夜明けも近い！」

「え？」

「あ？」

　どぼん。

　止める間もなく、ニナが水に飛びこんだ。

　ぐいぐい！　三人の体が結びつけられたロープで水辺に引っ張られる。

「なんですのこのロープ！　ぜんぜん解ほどけませんわ！」

　シルフィが悲鳴をあげた。

　しばらく軽快に水をかいていたニナが、水面に頭をあげ、苦く悶もんに顔を歪ゆがめる。かはっ！　最期の息を吐はいたニナが棺化した。棺はぷかぷかと水面に縦に浮ういた。

「助かりましたわ……あと一歩で引きずりこまれてしまうところでしたわ……」

　シルフィが胸をなでおろした。ところが。直後のことだった。

　ぴくん。

　棺がわずかに水面に沈しずみこんだ。

「え？」

　ぴくん。ぴくん。

　棺が何度も沈みこむ。

　シルフィが目を凝こらすと、棺の水面下になにか大きなもの──巨きよ大だいな魚ぎよ影えいが見えた。

「ルイ、この沼にモンスターは？」

「あーいるっすねえ。でーっかい毒魚が。毒耐たい性せい装備をしてても食われちゃうっす」

「ルイ、エリィ！　はやくあいつをひきあげるのです！　この状態は、まずいですわ！」

「へ、どーいうことっす？」

「考えてごらんなさい！　ロープが糸、棺が餌えさ！」

「！　逆に釣つられてるってわけっすね!?」

　シルフィとルイはあわててロープを手た繰ぐろうとする。

　遅おそかった。遅すぎたのだ。

　そのとき、水面に現れた巨大な魚の口が、ニナの棺を咥くわえて水面下に沈んでいった。たちまち、ピンと張ったロープがぐいぐい三人を引っ張る。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　どぼん！　×３




　数十分後、沼を訪おとずれたブリッドが目にしたのは、大魚の後ろを列になって泳ぐ四つの棺だった。しばらく、棺の列が水面を行き来するのをぼーっと眺ながめた。

　おまえら楽しそうだな、なんて感想を抱いだいた。

「なんかあれだな。魚を疲つかれさせる仕し掛かけみたいだな」

　ぼそっとつぶやいた。

　いちいちひとりで反応してたらアホみたいだが、コメントしたくなる夜もある。

　この沼の水には毒がある。もちろん毒耐性のポーションは持っているが、身動きの取れない水中で水面下から大魚に襲おそわれたらひとたまりもない。

　釣るか、やつごと──そう選せん択たくしたブリッドは、いつも常備しているソーセージを頑がん丈じような紐ひもで束ねてロープの先にくくりつけた。それからロープそのものを剣けんの鞘さやの先せん端たんに縛りつけ、先からソーセージを垂らし、水面に落としこんだ。急造の釣つり竿ざおだ。

　岸辺にどっかりと腰を下ろす。あとは待つだけ。

　回収とは、地味な作業の連続だ。他人の尻しり拭ぬぐいをするのが仕事だからだ。

　モンスターやトラップに文字どおり「命を賭として」挑いどむことが許される冒ぼう険けん者とは違ちがう。復活もできない、それどころか聖水による回復の恩おん恵けいも得られない以上、大けがを負えば即そく座ざに廃はい業ぎよう確定の回収屋には、できるだけ危険を回かい避ひすることが求められる。

　モンスターから逃げる。せっかく拾った棺を捨てていく。そんなの、よくある。

　華はな々ばなしい活かつ躍やくはない。戦わないのが最上の仕事と評価される。たった一つの宝箱から巨きよ万まんの富を築くということもない。拾う棺のなかに入っているのは、レアアイテムではなく、ただの死体だ。だれかに褒ほめられることも感謝されることもほとんどない。

　それでもブリッドはこの仕事に誇ほこりを持っている。冒険者を支えているのは回収屋だ、という自負があるから。

　結局、二時間なにも起こらなかった。ただ待つだけ、というのは辛つらい。

　ブリッドが何度目になるかわからないあくびをしたとき、ロープがおおきく、暗い水面に沈みこんだ。その瞬しゆん間かん、剣の柄つかに力をこめてロープを引いた。

　水をざばりと割って現れた黒い影かげが空中を飛んだ。キラキラと、水しぶきをあげながら。岸辺に打ち上げられた大魚がぴちぴちと土のうえを跳はねまわる。

　爽そう快かいだ！　ブリッドは、ガッツポーズした。

「これだからやめられないぜ、釣りは!!」

　じゃなくて、回収だった。待ってるうちにすっかり忘れてた！




　ある日、シルフィたちは三度目の正直に挑もうとしていた。

　チューブのようにまるい土の通路は、坂になっている。モグラの通り道のようだった。

「こんどこそだいじょうぶですわね……？」

「はい。この先には坂道があるっす。で、大岩が転がってきてニナはぺしゃんこ。あたしらは避ひ難なん用の横道に逃にげこんで安全。ひとりで潰れたあいつは面めん目ぼくも潰れて冒険断念って寸法っす」

「ファンタスティック。完かん璧ぺきよ、ルイ」

　シルフィたちは、作戦どおり、ニナを巧こう妙みように大岩トラップの坂道に誘さそいこんだ。

　ニナが坂道をのしのし上りはじめると、さっそく上からごろごろと大きなものが転がる震しん動どうが地面から伝わってきた。

「よし、あたしらは避難通路で通せんぼっす！」

　三人はそそくさと横道に退たい避ひした。ニナが逃げてきても、定員オーバーといって追いだす算段だ。ところが、シルフィたちは予想を裏切られることになる。

「たかが石ころひとつ、このニナさまが押しだしてやる！」

　なんと、大岩を見たニナは逃げるどころか前に突っこんでいったのだ。まったく臆おくした様子もなく、むしろ、転がり落ちてくる大岩にむかって加速して坂道を駆かけあがる。

　大岩とニナの激げき突とつ！　即そく死し！　弾はじき飛ばされる棺！

　落下した棺に、がずん！　と大岩が乗り上げて──

「曲がったぁ!?」

「こっちに来ますわよ!?」

　避難用通路に大岩が転がりこんでくる。

「逃げますわよ！」

「押さないでくださいっす！」
















「うわぁあああああああああああ!?」

　ごろごろごろ。

　ゴリッゴリッゴリッ！




　おれ、悟さとり開いちゃったのかな？　ストレスを感じてないぞ。

　数十分後、ブリッドは大岩トラップの坂道に立ち、退避通路を覗きこみながら、心のなかでつぶやいた。

　もちろん噓うそだ。ストレスの対象が、目のまえに転がっているのだ。四つも。

　通路の行き止まりで止まっている大岩の手前に、四つの棺が仲よく縦に並んで土にめりこんでいた。

「よっ！　はっ！　ふっ！　ほっ！」

　テンポよく引きぬき、まとめて背負った。

　退避通路から出ると、坂道のうえから、下げ手しゆ人にんである大岩が転がってきた。

「なめんな!!」

　力任せに大岩をぶった切ってやった。やつあたりだが、いいストレス解消になった。




「もうトラップはこりごり……こちらの身が持ちませんのよ……」

「っすね」

　シルフィのぼやきに、ルイが高速で相づちを打った。

　迷宮の通路をずんずか歩くニナから、シルフィたちはすこし遅おくれて歩いていた。

　突とつ然ぜん襲おそいかかってきたモンスターに応戦するニナを見ていたシルフィは、突とつ然ぜん、思いついたように口を開いた。

「迷宮といえば、やはりモンスターですわね」

「っすね」

「やはり。あなたほどの策士、なにか作戦があるのかしら？」

「おまかせっす。まずはモンスターが出てくるまで待ちます。で、戦せん闘とうするっす。複数がいいっすね。その戦闘中に、あたしら三人は突とつ然ぜん離り脱だつするっす。取り残されたニナは絶望のまま死亡、引退決意っす」

「エクセレント。完璧な計画ですわね」

　シルフィが満足げにうなずいた。

　すべてのモンスターを倒たおしたニナがおもむろに振ふりかえった。

「考えたんだけど。四人なんだから。十六倍までＯＫだよね」

「え？　なにを？」

「ほら、ちまちまモンスター倒すのかったるいじゃん。せっかく四人なんだし、まとめておびき寄せて殲せん滅めつしたろうよ。パーティなんだしね？」

「いえ、それは。四倍ならともかくなぜ十六倍になるのかしら！」

「単純に四倍になるだけなら、そんなのただの頭数じゃん。力を合わせたとき、個人ではありえないよーなとてつもない力を発揮しなきゃ！　足し算じゃなくて掛かけ算ざん！　それがパーティ！　ザッツ絆きずな！」

「理想と現実はちがいますわ!!」

「じゃじゃーん!!」

　話を聞きゃしねえニナが、持ち物袋ぶくろから巨大なツボを取りだした。きゅっきゅっ、ぽんと蓋ふたを開ける。

「それはなんですかしら？」

「はちみつっ！　いっぱいあるよっ！」

　ニナがひしゃくではちみつをすくっては床ゆかや壁かべにばら撒まく。べっとりと張りついた液体がほわんと芳かぐわしい香かおりを漂ただよわせる。

「なにをしていらっしゃるのかしら？」

「うん？　モンスター集めてんの」

「!?」

　シルフィたちがニナをハメるために使った手だ。どうやら間ま違ちがった知識をパクってしまったらしい。

　シルフィたちは啞あ然ぜんとして、それー！　ほほーい！　と楽しげにはちみつをばら撒くニナを見つめた。こいつぁ、とんでもねえイカレだ。本物の冒険者。リアルに「危険を冒おかす」やつだ。

　薄うす暗ぐらい迷めい宮きゆうの通路に、踊おどるようにくるくると回り、黄色い液体をふりまく少女。まるで絵画のように幻げん想そう的な光景だった。ある意味、神こう々ごうしささえ覚えた。

「あのぅ、シルフィさん」

「なんですかしら、エリィ」

「囲まれてるんですけどっ……」

「え？」

　シルフィはハッと我に返り、気づいた。

　目のまえに金色の波が溢あふれつつあった。後ろは？　と振り向けば、大型の四し足そく獣じゆうが数匹ひき、のそりのそりと太い体を揺ゆすってこちらに歩いてきていた。

　前門の金色甲虫ゴールデンビートル、後門の大おお熊くま。

「なにぐぉっ!?」

　ようやく事態を理解した。もはや、退路はない。

　ニナはまだはちみつをばら撒いている。というか、はちみつをぶちまけるついでに、ひしゃくで熊の巨きよ体たいを殴なぐりつけている。

「わたくしたちが間違ってましたわ……手出ししてはいけない相手に、手を出してしまったわたくしたちが……」

「っすね……」

　あきらめたシルフィたちに、餓うえたモンスターの群れが襲いかかった。
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　復活プールの外廊ろう下か。

　ベンチに腰こしかけたシルフィが虚うつろな目でぶつぶつなにかを口にしている。ちょっと耳を傾かたむけてみたら得体の知れないポエムだった。

　声をかけても反応しない。肉体を残して魂たましいが逝いってしまわれたようだ。

　そのとなりでは口を半開きにしたルイがぐだーっとだらしなく座りこんでいる。こっちも反応なし。生ける屍しかばねと化している。

　こりゃ、そうとう死に疲づかれしてるな。ブリッドはため息をついた。

　もうニナとパーティを組むのはやめたら、と忠告しようと思ったのだが、いまはなにを言っても無む駄だのようだ。みなさん、魂があちら側に逝いきかけてる。

　ニナひとりならまだしも、四人まとめて全ぜん滅めつしまくられると、拾うこっちの身ももたない。なにか企たくらみがあるのかと疑っていたけど、ただ全滅を繰くり返してるだけだからそうでもなさそうだ。

　あいつに言うしかないか、と復活プールを見ると、小こ柄がらな影がふらふらとプール部屋から出てきた。

　エリィだった。足あし下もとはふらついているが、他ほかのふたりよりはまだ目の焦しよう点てんはしっかりしている。会話が成り立ちそうだ。

「あのさ、キミ」

「は、はい」

　エリィがびくりと肩かたを縮こまらせた。

「キミたち、もうニナとは解散したほうがいい」

「ご、ごめんなさい……」

「いや、怒おこってるわけじゃないんだけど」

「ごめんなさい…………」

　やりにくいな。子どもを虐いじめてる気分になる。

　ブリッドは頭をかいた。

「今から言うことはキミたちのためなんだ」

「はい……」

「ニナはバカだからよく死ぬ。だけど、パーティに入ってからはひどい。バカだからってひどすぎる。なにがひどいって攻こう略りやくがちっとも進んでない。張り切ってる、つーか、意地になってるから自分からパーティをぬけるとは言わない。バカだから。だからキミたちから言ってやってくれないか。このままだとキミたちのためにならないのはもちろん、あのバカだってちっとも攻略が進まない。えーと、なにが言いたいんだっけ、ぼくは……ああ、ちくしょう!!」

「ニナさんが心配ってこと言いたいんですよね？」

「んん、まあね。キミたちのメンタルヘルスも心配だけど」

　エリィが、くすりと笑った。

「あなた、いいひとですね」

「そんなことないよ」

「でも、心配はいりませんよ。だって、ほら」

　と、抜ぬけ殻がらになりかけてるふたりを指差した。

　たしかに、な。ブリッドはうなずきかえした。
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「やめたい、だと？」

　ホークアイは、押し殺した声で言った。

　廃はい屋おく。埃ほこりがつもった床に正座させた三人の女たちをまえに、苛いら立だちを隠かくそうともしない。

「なに言ってるのか、わかってやがんのか？　おめーらが言いだしたんだぞ、パーティを組んでいやがらせをするってな」

「もうわたくしたちのメンタルはボロボロです……」

「あんなバケモノとは思わないっしょ……」

　肩を落としたシルフィが力なく頭かぶりを振る。ルイも張りのない声で同意した。

　ドゥゴン!!　狭せまい廃屋を震ふるわせるほどの打だ撃げき音。天てん井じようからぱらぱらと塵ちりが落ちてくる。女たちはびくりと体を縮こめた。

　ホークアイが殴りつけた板いた壁かべには穴がいくつもあいている。

「死なせて埋うめちまうのにも失敗。パーティを組んで妨ぼう害がいするのにも失敗。あげくいいわけだと？　役立たずめ！　あのメス女に冒ぼう険けんをやめさせる程度のことがなぜできねぇ!?」

「てーか、自分はなんもやってねーっすし……」

「あんだと？　いま言ったのてめえか？」

　睨にらまれたルイはあわてて、横に座ったエリィを指さす。

　ホークアイの視線が移動する。エリィは、声もだせずにぶんぶんと首を横にふった。

　シルフィがおおきなため息をついた。

　無力感と疲ひ労ろうが三人の肩に重くのしかかっていた。

　巻まき添ぞえを食くらって死にまくり、迷宮に嫌いや気けがさしてもいた。おまけにこんなふうに小こ汚ぎたない廃屋で正座させられて、ガミガミ文句を言われて……ぶっちゃけもう、こんなことやめてもう田舎いなかに帰りたい、という気持ちで一いつ致ちしていた。

　ホークアイが舌打ちした。

「実際問題、オレたちは作戦を間違えていたかもしれん」

「作戦？」

「あぁ。ニナはたしかに恐おそろしい冒険者だ。死んでもまったくめげねえ。迷宮に潜もぐりつづける。あの頑がん固こさを甘く見ていた。だがな、いくらニナでも復活しなければ冒険はできない。どこでどんな死にかたをしても必ず拾ってくるうぜえやつがいる。ニナに冒険をやめさせたいオレらにとって真の障害は、あいつだ」

「ブリッド……」

「そうだ。あいつに思いださせてやらねぇとな。立場ってもんをよ」

　ホークアイが下げ卑びた笑えみをうかべた。その歪ゆがんだ笑みは、見ている女たちをドン引きさせた。

「だが、どうやるかな。もういっぺんボコってやるか……？」

　こんこん、と控ひかえめに扉とびらがノック。

「入れ」

　ホークアイの声に、廃屋の扉が開く。

　みすぼらしい衣服の男が入ってくる。携たずさえていた手紙を無言で差しだす。教会が密ひそかに飼っている連れん絡らく員だ。

　ホークアイは手紙を受け取り、ざっと目を通した。みるみるうちに表情が険しくなっていく。

「あのぅ、なんて書いてあるのかしら」

「親分さんも同じ意見だそうだ」

「ブリッドが、邪じや魔まということかしら」

「ああ。ただ、ヤれ、とのご注文だがな……」

「ヤれ？」

「殺せってことだ」

「ころっ……!!」

「命令じゃ、しょうがねぇな。そうだろ？」

　ホークアイは歪んだ笑みを浮うかべた。
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　本の匂においが漂ただよう、薄うす暗ぐらい書庫。

　ランタンの明かりに頰ほおを照らされたイリンシャは、読書に耽ふけっていた。机には大量の本を何本もの塔とうのように積み重ねてある。

　ここはジェラードの道具屋地下にある秘密の書庫。

　イリンシャは仕事の合間に時間を見つけては、ここで古文書を読み漁あさっていた。ここに収められている本には教会が閲えつ覧らんを禁止しているものも数多くある。本来なら、三年前の教会大火で焼けていたはずの本たちだ。

「精がでるのお。もう夜じゃぞ」

　顔をあげると、ジェラードが階段を下りてくるところだった。片手にコップを持っている。イリンシャは礼を言ってコップをうけとった。

「もうそんな時間だったのですね」

「熱心なのはよいが、根こんを詰つめると胸が萎しぼんでしまうぞ」

「私、なんて言えばいいんです……？」

「がはははは！　冗じよう談だんじゃよ！　冗談！」

　イリンシャは、複雑な目でジェラードを見つめた。

「冗談はさておき、あの回収屋くんのためかね？」

「えぇ？」

「隠さんでもいい。好いておるのだろう？」

「……」

　イリンシャは、赤くなった顔を隠すようにうつむいた。

「で、なにを読んどったのかね」

　ジェラードが、机から本を持ち上げた。すると、ページの間から数枚の紙がはらりと落ちた。

　机の上を滑すべった紙がちょうど目のまえにきたので、イリンシャは読むことにした。黄ばんでいる。古い紙のようだ。ざっと目を通しただけで、すぐに勘かん付いた。

「ジェラードさん！　これ、ごらんになってください！」

「なんじゃ？　どれどれ」

「え、なんで後ろから覗のぞきこむんですか。横から見れませんか」

「角度がな、年をとると膨ふくらみの角度にこだわりがな……」

　イリンシャは無言で立ちあがり、ジェラードに席を譲ゆずった。

「これは……教会の極ごく秘ひ文書ではないか。とんでもないものを見つけてしもうたな」

　ジェラードが読みはじめた。眼球が左右する。

「高司教以上の高位聖職者だけに閲覧を限った報告書のようじゃな。棺ひつぎ化についてのことのようじゃが、意味不明の単語が多くてなにを書いてあるのかわからん」

「暗号、ではないでしょうか」

「かもしれんな。よほどのことが書いてあるらしい」

「私、解読してみますね」

「その必要はねえ」

　イリンシャは、階段を振ふりかえった。

　階段の途と中ちゆうに、上からの明かりに浮かび上がる長身のシルエットがあった。

「あなたは……ホークアイさん……？」

　ホークアイは書庫内を見回しながら階段を下りてくる。

「こいつぁすげえ」

「な、なぜあなたがここに」

「あんたをストーキングしてた」

「なんじゃと!!　スケベの輩やからめ！　出て行け!!」

　いきり立ったジェラードが怒ど鳴なった。

「そりゃあおめーのことだろ、ジジイ。姉ちゃんの巨きよ乳にゆうばっか見てやがって」

「……」

「……!?」

「……」

「で？」

「で、とはなんじゃ」

「マジでオレが出て行ってもいいのか？」

「なんじゃと？」

「この書庫。教会のお偉えらいさんが喜びそうだぜ。たしか禁書保有の最高刑けいは火か刑けいだったなぁ？　まぁ冒険者だからついでに永久土ど葬そうだろうが」

「くっ……」

「心配すんな。ジジイにゃ用はない。オレが用があるのはイリンシャだ」

「私……ですか……？」

「ああ。ついてきてもらおうか」

「なぜですか？」

「おめーには、餌えさになってもらう。あのいけすかねえガキをおびき寄せるためのな」

　ブリッドのことだろう。迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。イリンシャは身構えた。

「おっと、抵てい抗こうしようなどと考えねーほうがいいぜ？」

「？」

「おめーがおとなしくついてこねえと、明日あしたジジイの公開丸焼きを見るハメになる」

「なんて、卑ひ怯きような！　恥はじをしりなさい！」

「ほざけ。禁制品を集めてるやつらに言われたかねぇ」

「……わかりました。行きます」

　イリンシャは観念した。

「しかし、イリンシャよ！」

「だいじょうぶです。このひとの狙ねらいは私じゃありません。それより、ジェラードさんはこの本たちを守ってください」

「そうそう。べつに巨乳ちゃんを取って食おうってわけじゃねぇんだ。オレはあるかないか乳マニアだからな」

「だれもそんなこと訊きいておらんのに！　きさまやはりスケベの輩じゃな！」

「……」

「や、約束してください。この書庫とジェラードさんのことは」

「あぁ。オレは本とかジジイにゃ興味ねえよ。こんなもん密告してもカネになんねえしな。じゃあ行くか。あんたが先に出るんだ」

　ホークアイがアゴをしゃくった。

　イリンシャは地下書庫の階段を上がり、廊ろう下かを抜ぬけ、店から出る。後からホークアイがぴったりついてくる。

「おい、そっちじゃねえ、こっちだ」

　メインストリートに向かおうとしたイリンシャを、暗い裏路地に誘ゆう導どうした。

「あの」

「振り向くんじゃねえ。まっすぐ前だけ見て歩け」

　ちらりと見えた。ホークアイは剣けんの柄つかに手を添そえている。余計なことをすれば──という脅おどしだろう。

　いくつもの小路こうじを縫ぬうように歩くうちに、新市街についた。どうやら、ホークアイは迷めい宮きゆうに向かっているようだ。

「こんなことをしてただで済むと思っているのですか」

「強気だねぇ。人ひと質じちは言葉に気をつけたほうがいいぜ」

「ブリッドくんが助けてくれますから」

「そうならねぇように、あんたがここにいるんだ」

「くっ……」

「言っとくが、逃にげたらあのジジイはおしまいだ。おっと、振り向くなつっただろ」

　街を出ると、外がい壁へきのすぐ近くに若い女冒ぼう険けん者たちがいた。

「あなたたちは……」

　たしか、シルフィとその仲間たち。曰いわくつきのスター冒険者候補生だ。

　ホークアイとつながっていたのか。シルフィたちが教会とつながっていることは間ま違ちがいない。それなら、ホークアイも……まさか……教会が……？

　イリンシャは、よくない想像をして震ふるえた。

「おう。ブリッドに伝えてこい。地下十九階にひとりで来い。さもなくばイリンシャは死ぬってな」

　ホークアイが告げると、シルフィたちの顔に動どう揺ようが走った。

「なにぼっ立ちしてやがる！　さっさと行け！　遅おくれたらぶっ殺すぞ!!」

　シルフィたちはびくりと身をすくめてから、無言で走り去った。

「行け」

　イリンシャは、言われるがままに丘おかを登りはじめた。




　いっぽうその頃ころ、ニナは十六階にいた。

　壁かべに描えがかれた絵画のなにかが気になったようで、顔をいっぱいに近づけて寄り目になっている。

　もちろん、なにも知らない。
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　ブリッドが教会を出ると、夜空はいつにもまして真っ暗だった。

　今日、最後の回収と決めた棺を放ほうりこんで、そろそろ下宿に帰ろうと思っていたところだった。

「助けてくださぁい！」

　シルフィとルイが、道の向こうから走ってきた。

　今度はなんなんだ……。

「もうあの男にはついていけませんわ！」

「マジ、かんべんっす！　あんな横暴なやつみたトキねえっす！」

　ふたりしてしがみついてきて、体を揺ゆすってくる。

「えぐっ、えぐっ、このような粗そ末まつな扱あつかい、はじめてですわ……」

「シルフィさまぁっ！　泣かないでくださいっす！」

「あの、状じよう況きようがぜんぜんわかんないんだけど……」

　ブリッドはとりあえずふたりを落ちつかせることにした。




　ふたりが落ちつくのを待ってから、事情を聞くことにした。だが、ブリッドは、話を聞くうちに後こう悔かいした。待っている場合じゃなかった。

　ホークアイ。あの男、ついに一線を越こえた。もうハイエナでは済まされない。

　ブリッドは拳こぶしをきつく握にぎった。爪つめが手のひらに食いこむ。

「あ、あたしら、伝えたから！　マジ、伝えたから！　ね？　シルフィさま？」

「え、ええ！　そうですわね！　そろそろお暇いとまいたしましょうか」

　シルフィとルイがそろりと後ずさった。

「見～つけたっ!!」

　背後から、ふたりの首根っこをつかんだ人物がいた。

　うつくしい顔に満面の笑えみを咲さかせたフェリシアだった。

「げぇ、フェリシア!!」

「事情は聞かせてもらったよ。あれだけのことをやらかして、まさかこのままとんずらできるとは思ってないでしょ？」

「ちちち、違ちがいますわ、わたくしたちはただ命令されただけで」

「ちっちっち。違うんだなぁそれが」

「？」

「あのね、キミたちが教会のだれに命令されたとか、回収屋にいいように使われて悪事に手を染めたとか、そんなことはどうでもよいのだよね」

「え？」

「キミたちのたったひとつの間違いは、一いつ瞬しゆんでもフェリよりも人気者になったこと」

　フェリシアが言い放った。

　なんだこのひと!?　正気か！　耳を疑ったブリッドが見ると、フェリシアの顔は大マジだった。いや。マジどころか頰ほおがひくひく動いてる。ガチだ。ガチでキレてる、このひと……。

　フェリシアが歩きだした。シルフィとルイの首根っこをつかんだまま、ずりずりと引きずりながら。

　ブリッドが呆ぼう然ぜんと見ていると、振ふりかえった。

「ブリくん、なにしてるの。行くよ？」

「え、どこにです？」

「十九階に決まってるでしょ？　悪者をやっつけるのはキミの役目だよ？　イリンちゃんを助けたくないの？」

「は、はい」

「ね。ほら、キミたち、きりきり案内して。十九階のどこだかわからないんだから」

　フェリシアはシルフィたちを引きずっていった。




　いっぽうその頃、ニナは十六階でま～だ絵を調べていた。

　まことに平和である。
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　踏ふみだそうとしたモンスターの頭部が滑すべった。どちゃっ、と地面に落ちる。

　残された胴どう体たいは、落とし物を拾おうとするかのように、手で虚こ空くうをかきながら前のめりに倒たおれた。

　自分が死んでいることに気づかない。

　そういう死に方だった。

　ブリッドは、抜いた剣を一度も使わずに鞘さやにもどした。

　モンスターが現れるたびに戦せん闘とう態勢を取るのだが、剣をほとんど振っていない。先行するフェリシアが今みたいにあっというまに倒してしまうからだ。

　フェリシアは屠ほふった相手を一いち瞥べつもせずに、通路をどんどん進んでいく。迷宮に入ってからずっとこんな調子だ。

　それにしてもすごい。後を追うブリッドは舌をまく思いだった。

　十階級に出現するモンスターなんて、フェリシアにとってはゴブリンみたいなものだろう。あっさり屠ってしまうことにはなんの驚おどろきもない。

　だが──

　ただのザコ狩がり、それがすごいのだ。

　倒す。それだけじゃない。動きに一いつ切さいの無む駄だがない。

　腕うで自じ慢まんの者でも、モンスターの動きに対応するために多少の無駄は出る。

　たとえば、剣を右みぎ肩かたのうえから袈け裟さ懸がけに切り下ろす。相手がよけなければそのまま斬きる。相手がバックステップで逃のがれようとすれば踏みこみつつ突つきに転じる。袈裟斬りとみせかけて、踏みこんで間合いをつめつつ左下から逆に切り上げる。

　ふつうの冒険者が波打った曲線のように戦いを進めるとすれば、フェリシアの戦い方は結果まで最短距きよ離りでまっすぐ引かれた直線のようだ。ブリッドが三手かかるだろうと思ったモンスターを、一手で倒してみせる。

　まるで、モンスターがつぎにどう動くか予知しているようだ。

　というよりも、モンスターが操あやつられているのだ。

　傍はたから見ていると、フェリシアの攻こう撃げきしやすい場所に、もっとも弱い体勢で勝手に入ってくるように思える。もちろん、モンスターが自らやられにくるわけもないので、そうなるようにフェリシアが誘導しているんだろう。

　モンスターが出現しても、フェリシアは構えたりしない。無防備にすら見える姿を晒さらす。すると勢いこんだモンスターがわかりやすい油断をする。ジエンド。自分を囮おとりにした釣つりだ。

　ブリッドが手を出す隙すきもない。

　遭そう遇ぐうしたと思ったら、もうモンスターは倒れている。シルフィとルイのふたりにモンスターが向かってきたときだけ、ブリッドは剣けんを振るえばそれで事足りた。

「すごい、ですね」

「そう？　無駄な力の浪ろう費ひをおさえて、最小限に効率的に使うのは迷宮人の作法でしょ？」

　フェリシアは平然と言った。

「やっぱり、すごいですね……」

　おかげでかなり早く進めた。すぐに十九階の、目的の部屋についた。

　頰に傷のあるホークアイと──そして、ロープで手足を縛しばられて地面に転がっているイリンシャがいた。

「イリンシャ先せん輩ぱい！　無事ですか!?」

　イリンシャが顔をあげてうなずいた。

「おめぇ、アホか？」

　ホークアイが顔をしかめて言った。

「なんだと」

「状況わかってねえのか？　人ひと質じち取られて、ひとりでこいって呼びだし食くらってんだぞ」

「そんなことは聞いてないぞ」

　ブリッドは、シルフィたちを見た。

　シルフィとルイが『ごめんなさい！』と申し訳なさそうに手を合わせた。こんな大事なことを……いや、あの子たちのせいじゃない。脅きよう迫はくってのはそういうものだ。

「てめえ一いつ匹ぴきでくるのが筋ってもんだろ。なにをお仲間引きつれてきてんだ？」

「悪いやつの筋なんて知ったことじゃないね」

「やっぱりアホだぜおまえ。人質の安全を最優先に考えることもできねぇのか」

　ホークアイがイリンシャの首筋に剣を当てた。

「よりによって。フェリさまを連れてきやがって。オレの悪事見られて嫌きらわれちまうじゃねえか。どうしてくれんだ、この辱はずかしめ？」

　あ、ファンなんだね！

　いや、いまはそんなことどうでもいいか！　いいな！

「あんた、なんでこんなことをするんだ？」

「金だ」

「金……」

「ああ。説明不要。この世でいちばんわかりやすい動機だろ？」

「わからない。わかりたくもない。ぼくらは、ちゃんと仕事をすれば稼かせげるじゃないか」

「ハッ。おめーの言う金とは種類が根本的にちがうんだよ。目もくらむような大金だ。死体ちまちま拾ってもらうしょんべんくせえ小銭じゃ足りねえんだよ、オレにはよ」

「金なんかのために、こんな悪事を……？」

　ブリッドがそうこぼした瞬しゆん間かん、ホークアイの顔色が変わった。こめかみに筋が浮うき、口の端はしがひくりと震ふるえた。

「金なんかだと？　おめー真正のアホだな。だいたいてめぇが目め障ざわりなことすんのが悪いんだよ。てめぇが拾うのやめてりゃ今いま頃ごろあのメス冒ぼう険けん者も冒険やめてたはず。そうすりゃオレの仕事も終わってた」

「じゃあ狙ねらいはニナだったんだな」

「そういう依い頼らいだったんでな。オレとしちゃあ、おめーをぶっ殺せっていう依頼のほうがうれしかったんだがなぁ。そういうことになって感無量だぜ」

「あんた、それでも回収屋か！」

「うっぜえ」

　ホークアイは唾つばを吐はいた。

「そういう青あお臭くさい押しつけが目障りだってまえに体で教えてやっただろ。死体拾いなんて突き詰つめりゃしょせん商売なんだぜ。教会が報ほう酬しゆう出さなきゃだれもこんなことやんねーよ。お遊びの趣しゆ味みでやってるやつが金でやってるこのオレを否定すんじゃねえ」

　ブリッドは言葉につまった。

　いま、こいつがやっている悪事は許せない。いくら金のためとはいえ、飛ひ躍やくしすぎだ。全力で否定できる。けれど、言葉の中身は否定できない。ほとんどの回収屋にとって回収業は生なり業わいなのだ。それを否定する権利などブリッドにもない。

「ちょっと。盛り下がってるとこ悪いけど、いつまでおしゃべりしてるの？　ここにフェリがいるんですけど」

　口を挟はさんだフェリシアは、さらに続ける。

「そっちの彼、ブリくんの甘さをやっつけて気分よくなってるみたいだけど、状じよう況きようわかってる？　ひとりしかいない人質には手を出せない。ここには敵だらけ。キミ、絶体絶命なんじゃない？」

「フェリさまも、こいつの味方なのかよ？」

「んー、べつに味方ってわけじゃないけど。せこいウソとか過か剰じよう宣伝でフェリの圧あつ倒とう的てき人気を脅おびやかしたコたちの悪玉は赦ゆるせないと思ってー。でもなに、このくだらない茶番劇。フェリ主演じゃなくなってるじゃない。もうどーでもいーもん。帰ろっかなー」

　あからさまに不満そうに言ったフェリシアがおかしくて、ブリッドは思わず頰をゆるめた。半分あきれ混じりで。

　ホークアイが笑った。

「フェリさまらしいや。ま、オレはだれがいようとべつに関係ねーんだが」

　おかしい。余よ裕ゆうがありすぎる。

　フェリシアが同行していたのはホークアイにとって誤算のはず。なにか、秘策でもあるのか──？　かすかな懸け念ねんは、ホークアイの声で破られた。

「しかし、女に助すけっ人と頼たのむたぁな。卑ひ怯きような手を使ってくれたな、ブリッドさんよぉ」

　ブリッドは相手にしなかった。が、そうじゃない人がいた。

「べっつに頼まれてないけど、いまの言い方はお姉さんカチーンときちゃった！」

　フェリシアが腰こしの短たん剣けんに手を回した。ブリッドは、フェリシアの前に手を出した。

「フェリシアさん。いいんです」

「よくない。ぜんっぜんよくない。人質取ってる卑怯者に言わせておくの？」

「いえ。そうじゃなくて。フェリシアさんは手を出さないでください」

「どうして？」

「こいつはぼくが片付ける。元からそのつもりだったんです」

　フェリシアがじぃっとブリッドを見つめてくる。ブリッドはまっすぐに見つめ返した。しばらく視線を交かわしあってから、フェリシアはにっこり笑い、

「やっぱり、男の子だね。わかった。そこまで言うならフェリは手出ししない」

　短剣から手をはなして、一歩後ろに下がった。

「黙だまってきいてりゃぬかしやがって。片づけるだぁ？　そりゃこっちのセリフだ。フェリさまが手を出さないならおめーに勝機はねえ。ぼこにしてやったの覚えてんだろ？」

　ホークアイが勝ち誇ほこった笑みをうかべる。

　わかりやすい挑ちよう発はつ。だが実際ブリッドは以前、この男に完敗している。

　あのときは油断した。いや。ただの油断じゃない。そもそも戦う理由も戦意もなかった。だから体が反応しなかった。けど、今はある。

「一対一タイマンバトルだ」

「は、信用できねぇな。なにしろ、ここにゃオレの敵しかいねえ」

「約束する。ぼくはあんたとはちがう」

「聖せい大たい樹じゆに誓ちかうか？」

「誓う」

　ホークアイは疑うたぐり深い目をした。

「だけど、条件がある」

「あん？」

「ぼくが勝ったら、黒幕の情報をしゃべれ」

「都合のいいこといいやがって。だが、交こう換かん条件を出してくるやつのほうが信用できるぜ」

　暗あん黙もくの合意。

　ブリッドは剣を抜ぬいた。ホークアイも剣を抜く。

　睨にらみあい。双そう方ほうとも動かない。

　数分──いや、数秒だったかもしれない。

　ブリッドは身を低くして地面を蹴けった。今度は手を抜かない。最初から全力で、すぐに決着をつけるつもりだった。

　ところが。

「!?」

　ブリッドはホークアイの直前で急に足を止めた。相手が背中を向けたからだった。

「なにをしてる!?」

「戦いの最中にくっちゃべってんじゃねえ!!」

　ホークアイは半身になりつつ、ミドルキックを放ってきた。

　肘ひじで受けようとすると、キックの足先の軌き道どうが変化する。

　させるかとブリッドは前に出る。左手でホークアイの側頭部を押して敵のバランスを崩くずした。

　ホークアイは倒たおれこみながら、足あし払ばらい。

　受けるか？　飛ぶか？　いや、初速が遅おそい。フェイントだ。踵かかとで地面を蹴って前に出る。顔面に膝ひざ蹴げりを叩たたきこむ。対たい手しゆが転がる。手て応ごたえが浅い。

　ホークアイはごろごろと転がった勢いで立ちあがった。

「やるじゃねえか」

「あんたに勝ち目はない」

「ふん。果たしてほんとうにそうかな？」

　ホークアイが口の端を吊つり上げた。

　思わせぶりな言葉。こっちを揺ゆさぶるブラフだ。もう惑まどわされない。

　ブリッドは剣を構えなおした。地を蹴り、斬きりかかる。

　ホークアイが動いた。なぜか剣の軌道に向かって自ら踏ふみこんでくる。

「くっ！」

　ブリッドが踏ん張って止まったとたん、どぐっ！　と重い衝しよう撃げきが腹にきた。

　一いつ瞬しゆん、息がつまった。

　後ろに跳とんで距きよ離りを取る。前蹴りを食らってしまった。呼吸を整えなきゃ……と、膝ひざ立ちになって見上げる。また、歪ゆがんだ笑えみ。

「斬らないとわかってたぜ。おめーには致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがある」

「なに？」

「殺気がねえんだよ。殺してでも押し通るっつう気き迫はくがな」

　殺気……？

　そんなものが、人間相手に必要なのだろうか？　ちょっと力加減を間ま違ちがえるだけで、簡単に、永遠に、死んでしまうふつうの人間相手に。

　万が一、剣けん先さきがズレてしまったら──

　剣先？

　そのとき、ブリッドは気がついた。こんな簡単なことに、なんで今まで気づかなかったんだろう？

　ホークアイがせせら笑いを浮かべた。

「なんだ、いまさら緊きん張ちようしてやがんのか？」

「いいや」

「なら降参ってか？」

「大事なことに気づいた」

「殺せねえおまえは、オレには絶対勝てねえって真理か？　あん？」

「ちがう」

「ならなんなんだよ？」

「ぼくは、今からあんたを全力で殴なぐる」

「は!?」

「こんなものを持ってたから、全力でやれなかったんだ」

　ブリッドは剣けんをその場に捨てた。

　ホークアイの嘲ちよう笑しようが、消えた。

「これでまちがって殺してしまう心配はない。剣なんかなくてもぼくはあんたより強い。これから半殺しにする。あんたを救うために」

「ちょ、待てよ。おめー言ってることが支し離り滅めつ裂れつすぎんぞ!?」

　ブリッドは拳こぶしを硬かたく握にぎりしめた。殺してしまうかもしれないという不安がなくなったおかげか、体の隅すみ々ずみから力が湧わいてくる。

　この場でこいつを叩きのめす。二度と冒険者を死地に追いこもうと思わないように。よからぬ企たくらみをしようとも思わないように。

　もう迷いはない。

　ホークアイが目を見開き、一歩後ずさった。

「おい、おちつけ!!」

「安心しろ。絶対に殺さないから」

　身を低くして、飛びだした。

　ホークアイが苦し紛まぎれに剣を振ふってくる。

　遅い！

　切っ先をかいくぐりつつ、顎あごに一発フックをいれてやる。手応えで、ホークアイの意識が弾はじき飛ばされたのがわかった。膝ががくりと落ち、眼球が上にくるんと回り、白目になった。

　まだだ、やりきる。

　崩れ落ちるホークアイの顎にもう一発。コンパクトなアッパーをくれてやった。

　それで戦いは終わりだった。あっけなかった。




　ホークアイが目を覚ますのを、しばらく待った。

「約束だ。しゃべってもらう」

「……」

「あんたの黒幕はだれだ」

「…………ノー、ラン」

「なんだって!?」

　思わずブリッドは声を荒あららげた。

　ノーラン高司教。教会の意思決定機関である規律委員の一員であり、ゆくゆくは大主教の座もありうるという、エリートだ。

「なんでそんな大物が、ぼくらを狙ねらう」

「……しらねぇ。オレは、金で雇やとわれた、だけだ」

　噓うそをついている様子はない。ブリッドは、シルフィに向きなおった。

「あんたたちも知らないのか」

「知りませんわ」

「なぜ従ったんだ？　金か？」

「フェリさまを超こえるスターにしてあげると、そそのかされて……ごめんなさい」

　シルフィはしゅんとした。

　こうなったら、ノーラン本人を問いただすしかなさそうだ。

　ブリッドは地上に帰ることにした。

「トドメをささねえのか」

「そんな必要はない。あんたはしばらくまともに動けないはずだ。ぼくは先せん輩ぱいを助けに来ただけだ」

「……」

　観念したのか、ホークアイが黙った。

　ブリッドはイリンシャに近寄り、覗のぞきこんだ。

「先輩、ケガはありませんか？」

「だいじょうぶです。ありがとうございます」

「いま解ほどきます」

　ブリッドが縄なわに手をかけて外そうとしたとき──

「だからおめーは甘っちょろいってんだよ!!」

　声にふりむくと、ホークアイが手のなかにもったなにかを握りつぶしていた。

　直後。

　衝撃とともにそこらじゅうの地面に亀き裂れつが走った。赤くひび割れた地面が、せり上がってくる。細かい石つぶてが飛散。爆ばく発はつ音が轟とどろいた。

　まずいと思ったとき、足の底が抜けた。地面が崩れ落ちていた。

　なすすべもなく落ちていくブリッドの目に、イリンシャに高速で近づくフェリシアと、そして、ホークアイの顔が見えた。

　すぐに土つち煙けむりが幾いく筋すじも噴ふきだして視界が真っ白になり、なにも見えなくなった。雷らい鳴めいのような轟ごう音おんでなにも聞こえなくなった。

　空中ではどうしようもない。頭を守るために両手をあげて落着の衝撃に備える。落ちながらホークアイの顔を思いだす。

　やつは、不敵な笑みをうかべていた。




　落下するとすぐにブリッドは立ちあがり、中ちゆう腰ごしの姿勢で全身を軽く動かしてみる。肩かたから落ちたが、たいしたダメージはない。

　問題ない。周囲を探さぐる。土煙がおさまるまでしばらくかかった。

　やがて、視界が開けた。

　あらためて周囲を確かく認にんするまでもなくすぐにわかった。ここは、二十階の神しん獣じゆう部屋。通つう称しよう、武者部屋。床ゆかが崩ほう落らくしたことで、下階に落とされたようだ。

「ちっ。生きてやがったか。運のいいやつだ」

　すぐそばの床にホークアイが横たわっていた。

「あんたの仕し業わざか」

「聞くまでもねえだろ。おめーらが来るまえに、いざって時のために魔ま法ほう道具の爆ばく弾だんをしかけといてやったんだ。とびきり強力なやつをな。失敗しちまったが……あぁくそっ!!」

　悔くやしさの悪態かとブリッドは思った。が、ちがった。

　ホークアイは足を大石に挟はさまれていたが、命に別状はなさそうだった。

　それより、イリンシャたちは？　と、目を走らせる。

　フェリシアが立っていた。その足あし下もとの床でイリンシャがぐったりと床にのびていた。一瞬、ひやっとした。が、すぐにフェリシアがだいじょうぶとばかりにうなずいた。ふたりとも無事だ。どうやらホークアイの最後のあがきは無む駄だに終わっただけのようだ。

　ブリッドは胸をなでおろしつつも、冷静に考える。

　イリンシャ、ホークアイ、それに自分は回収屋。フェリシアはこの階をクリア済み。

　だいじょうぶとは思うが、念のために部屋の奥に目をやった。

　下階への階段に通じる扉とびらが青白く光っている。ここは神獣部屋。神獣がでてきたら面めん倒どうなことになりかねない。

　ただ、扉は回収屋には反応しないし、クリア済みの冒ぼう険けん者にも同じだ。

　そのとき、積み重なった瓦が礫れきががらがらと崩くずれた。

「いっつー。なんなのさ、いまの。シルフィさま、へーきっすか？」

「ええ。なんともありませんわ」

　シルフィとルイだった。ふたりはぶつくさ不満を述べながら髪かみや服についた土つち埃ぼこりを払はらった。あの爆発の後でもわりと元気そうだった。

　ブリッドはハッとした。まずい……！　あの子たちも冒険者だ。あわてて、もういちど青白い扉に目をむけた。

　光が、強くなっていた。

　扉が反応しないのは、回収屋とクリア済みの冒険者。逆に言えば、それ以外の人間には反応する。たとえば、まだ神獣を倒たおしていない冒険者。

　扉の光はどんどん輝かがやきを増していく。

　目もくらむような強きよう烈れつな光に目を刺さされ、ブリッドは目を細めた。

　ごっ。

　光の洪こう水ずいをかきわけるように、なにかが太い足を踏ふみだしてきた。眩まばゆい光を背に、刀を構えた無骨な人型のシルエット。

　光がおさまり、全ぜん貌ぼうが明らかになった。

　身みの丈たけはせいぜい三メートルほど。全身はくまなく兜かぶとや鎧よろい、具足、手てつ甲こうに覆おおわれているが、他の巨きよ大だいモンスターどもに比べれば小さいと言える。初めて見たとき、ブリッドもこんなのが神獣なのかと侮あなどったものだ。

　顔を覆う仮面が、おどろおどろしい。恐おそろしげな異形の鬼おにの顔を模していて、二つの黒い穴からは双そう眸ぼうが不気味な輝きを放っている。

　ぎらりと刃やいばが煌きらめいた。刀。形状はふつうなのだが、大きさが規格外。武者は、身長とほぼ同じ長大な刀をしっかりと構えている。

　こちらを向いた武者が、両手持ちの大おお太刀だちをゆっくりと頭上に構えた。

　つぎの瞬しゆん間かん、横にステップしたブリッドの皮ひ膚ふが震ふるえ、目の端はしに残像が映った。体の側面を鋭するどい圧力が通過していくのを肌はだで感じた。

　相変わらずすごい斬きりこみだ。体は大きくないし、スピードもない。それなのに、斬りこみだけがとてつもないスピードと威い力りよくを備えているのだ。

　人間の専売特許のはずの、戦いの技術──

　ブリッドが振りかえると同時に、武者も振りかえった。もし、回かい避ひ運動をしていなければ、今いま頃ごろは体を縦に割られていただろう。

　また、武者が大太刀を頭上に構えた。刀を構えているだけなのにすさまじい威い圧あつ感かんだ。

　ブリッドも剣を持ちなおし、まっすぐに見すえた。とはいえ、受け太刀をするつもりはない。無駄だということは知っている。

　太刀受けは厳禁。盾たてだろうが重板金鎧フルプレートだろうが、あの一の太刀には紙のように断たちきられてしまう。剣けんごとぶった切られる。死にたくなければよけるしかない。

　あの大太刀の一ひと振ふりは、速さ、威力ともに申し分がない一いち撃げき必殺の剣。

　通称、通告の鎧武者ノーテイス・サムライ。

　サイズ、パワー、スピード、すべてが中ちゆう途と半はん端ぱだが、今までのモンスターと決定的にちがう点がある。武器という道具を扱あつかう技術に卓たく越えつした存在──つまり人間と同じ特性を持つということだ。

　二十階までやってくる頃ころには、数々のモンスターを倒してきた冒険者はそこそこ自信をつけている。だが、その冒険者たちは自信もろとも容よう赦しやなく一刀両断にされ、棺ひつぎの山を築き、いつしか自分の限界を知り迷めい宮きゆうを去っていく。

　引退通告する者──それがやつの名の由来だ。

　武者が横を向いた。その視線の先には、まだ髪と服の汚よごれを気にしているふたりの女の姿がある。ふたりはようやく武者に気づき、

「なんかあのヘンタイコスプレヤロー、こっち、見てないっすか!?」

「ですわね！　ルイ、わたくしたちはおいとましますわよ！」

「っすね！　お風ふ呂ろお風呂！」

　シルフィとルイは、ぴゅーっと、すごいはやさで神獣部屋の外へ逃にげていった。

　ブリッドは、その身勝手な行動がありがたかった。回収屋の身である自分には、武者を倒せないからだ。

「フェリシアさん！」

「はぁい？」

「おねがいします！」

　回収屋は、神獣を傷つけることはできない。だが、フェリシアならこの神獣を苦もなくやっつけられるだろう。いてくれてよかった！　と安あん堵どするブリッドだったが、

「や、お断り」

「は？　なんでですか!?」

「だってぇ。さっき、フェリに手を出すなって、漢おとこらしく言ったじゃない」

「はぁ？　それとこれとは話がちがいます！」

「いっしょだし。それにね、一回倒した神獣を倒すって、なんかちがう。冒険者の流りゆう儀ぎに反するって気がするんだな～」

「意味わかりません。倒してください！」

「やっだよぉ～。今回はパス。ね、ね、ね？　おねがぁい！」

　フェリシアが、顔のまえでちょこんと手を合わせて小首をかしげた。

「かわいく言ったってダメです。フェリシアさんしか戦える冒険者がいないんですけど！」

　いったいなんなんだこのひと。渋しぶるところか、ここ？

　ブリッドはあきれかけたが、よく見れば、フェリシアが位置どっているのは、横たわっているイリンシャの前だ。

　守っているのにそうとは言わない。どんだけ素す直なおじゃないんだこのひと。ブリッドが察したとき──

　武者がゆらりと刀をひきあげ、向きなおった。

　その方向には、大石に挟まれたホークアイが横たわっている。

　とっさに、ブリッドは地を蹴けった。鋭い光の軌き跡せきに割りこむ。太刀受けはできないとか言ってる場合じゃないが、まともに受けたら剣ごとぶった切られてしまう。

　なら──

　刀の腹を横から払い落とした。重たい衝しよう撃げきが手首に伝わる。思わず剣を取り落としそうになったが、軌き道どうを逸そらすことには成功した。

「おまえ、なにしてやがる……」

　ブリッドに、答える余よ裕ゆうはない。

　方向転てん換かんした武者がふたたび斬りつけてくる。

　弾はじく。弾く。弾く。

　四度目で、指先の感覚がなくなった。痺しびれて力が入らない。凌しのげるのもせいぜいあと一度だろう。それでも確実に弾はじけるとは限らない。守るにも限界がある。

　勝負に出るか……！

　ブリッドは武者の突とつ進しんにタイミングを合わせて自分も駆かけた。対手の切っ先が動いた瞬間、剣を捨てて足からスライディング。勢いのまま武者の片足に腕うでを絡からませ、思いきり引いた。突進の勢いも手伝って、武者がバランスを崩し転んだ。

　これで、少しは時間が稼かせげる。

　ブリッドはすぐに立ちあがりホークアイのもとに走る。大石に手をかけて、持ち上げた。手が、痺れのせいでびりびりした。

「なぜオレを助ける？」

「時間がない。急いで出てくれ」

「答えろブリッド。おめーはオレを殺したいと思ったはずだ。なぜだ!?」

　目の端で様子を窺うかがう。武者はまだ手をついて立ちあがろうとしているところだ。

「あんたを殺したいなんて、思ったことはないよ」

「噓うそつけこのやろう！」

　ホークアイは納なつ得とくしないのか、まだ足を引き抜ぬこうとしない。

「噓じゃない。ぼくはだれにも死んでほしくない。救えるならだれだって救う。あんただって、あのとき、ぼくを殺せたのに殺さなかった。回収屋は死んだら終わりだからだって、わかってるからだろ？」

　しばらくブリッドを睨にらんでいたホークアイは、

「……へっ。おめーは、苦労するよ」

　吐はき捨てるように言って足を大石の下から引き抜いた。

　ようやく、ブリッドは大石から手を放した。

　しかし、まずいな。状じよう況きようは悪化している。

　すでに武者は立ちあがっている。次に斬りこまれたら、自分がよけるのは容易たやすいが、ホークアイはどうだろう？　石の下した敷じきになって足をケガしているかもしれない。そして、ブリッドの剣はやつの足の下に落ちている。剣がなければ庇かばうことも不可能だ。

　ブリッドがすがるような視線を送ると、フェリシアが肩かたをすくめ、

「しょうがないね。そろそろフェリの出番かな」

　と、一歩足を踏みだしたときのことだった。

　フェリシアの横に突とつ如じよとして空間に青白い曲線が引かれた。縦長の楕だ円えん形。円の内部に青白い光が満ちる。ワープポータルだ。

　なかから小こ柄がらな人ひと影かげが飛びだしてきた。振ふりかえろうとしたフェリシアをどーん！　と突つき飛ばした。

　全冒ぼう険けん者憧あこがれの的まとフェリシアが、地べたを転がる。とても口外できない光景だった。

「あれ、フェリシ？　なんで寝ねてんの？　迷宮はベッドじゃないよ？」

　ニナが、きょろきょろと首を振った。

「ヘンな絵に猫ねこのうんちの落書きしたったらワーポが出てきたんだけど、ここどこ？　あれー、ブリッド？　イリンシャも？　なんでなんでなんでー？　なんの集会なのー!?」

「事情があるんだ。いま忙いそがしいから話さないけどな！」

「いじわるだ！　わたしだけ仲間はずれにしないでよぉ！」

　なんてお幸せなんだ！　いや。こいつが悪いわけじゃない。事情がわからないからしょうがない。けど、なんだって突とつ然ぜん湧わいて出てくるんだ！

　ブリッドが口を開こうとしたとき──

　雷らい光こうが閃ひらめいた。

　見れば、武者が足の先から刀の切っ先にまで光をまとっていた。バチバチと空気が弾ける音がする。なにかがヤバい。とにかくヤバい、とブリッドは思った。

　ワープポータルが発生すると、神しん獣じゆうは特とく殊しゆなものに変化する──自分の仮説が正しいことを知った。あまり知りたくない形で。

　打ち所がよくなかったのか、フェリシアはまだ倒たおれている。イリンシャも寝たままだ。

　ホークアイは──？　いない。逃げたのかもしれない。今はありがたい。

　この場は逃げるのが最良の選せん択たくだ。

「そいつは神獣だ！　ニナ！　逃げよう！」

「よしわかった！　このニナさまがぶっ倒す！」

「……話聞いてるか？」

「心配しないで！　ちゃちゃっと片づけたるから、キミはそこで見てなっ！」

　武者が大上段に刀をあげるのと、ニナが剣を抜くのはほぼ同時だった。

　ふたつの影かげが同時に地を蹴る。距きよ離りが縮まる。斜ななめに切り下ろされる刀と剣が交差した。

　バカが……太刀受けは死亡とイコールだ……と、思った。が、しかし。

　虹にじ色いろの光が煌めいた。

　なんとニナは大おお太刀だちを、剣で受け止めていた。ずざり、と踵かかとが土に沈しずみこむ。

「なんであんな安物の剣で!?」

　ブリッドより先に驚おどろきの声をあげたのは、フェリシアだった。上半身を起こしている。

　ありえないことに、ニナは必殺の斬撃を剣で受け止めていた。いくらクリボタに鍛きたえ直されたとはいえ、理解に苦しむ光景だ。

「い～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　ニナの体が小刻みに痙けい攣れんした。武者に蹴り飛ばされて地面にどたんと倒れた。

「あいつの剣、雷かみなりをまとってる!?」とフェリシア。

　それほどダメージはなかったのか、ニナは反動をつけてぴょんと立ちあがった。

「おのれ味な真似まねを！」

　ざっ。ニナは、武者が刀を構えるより早く、横ざまに斬きりつける。

　疾はやい──？　ブリッドはニナの思わぬ身のこなしに内心驚いた。回かい避ひ不能のタイミング。腰こしにまともに入る、と見えた。

　入った？　が、とたんに、ニナが小刻みに痙攣した。当然、剣の勢いは死んでいる。

　そのとき、武者が刀から片手を離はなした。あ──

「ふぎゃあ…………！」

　籠こ手てで顔面をぶん殴なぐられたニナは、情けない声をあげてずざざざー！　と地面を滑すべった。また、痙攣している。すぐさま、その場に膝ひざ立ちになったが、息が荒あらい。さすがにダメージが蓄ちく積せきしているようだ。

　これは厄やつ介かいだな……敵の攻こう撃げきを受けてもダメ。斬っても雷のカウンターを食らって痺れてしまうためほとんどダメージを与あたえられない。直接攻撃では、分ぶが悪い。飛び道具のないブリッドにもフェリシアにも致ち命めい傷しようを与えるのは難しいだろう。

　相あい性しようが悪すぎる。やっぱり、逃げるしかないか。幸い、ワープポータルがある。あそこに飛びこめば、追つい撃げきを逃のがれられるかもしれない。

「撤てつ退たいします。フェリシアさん、イリンシャ先せん輩ぱいをお願いします！」

「わかった」

　フェリシアがさっそくイリンシャに駆け寄った。

　あとは、あの頑がん固こ者だ。ブリッドはどうやってニナを説得するか考えようとしたが、すぐにあきらめた。言って聞くようなやつじゃない。殴り倒してでも連れて帰るしかない。

　そのとき、武者の斬りこみを、ニナは再度、膝立ちの状態で受け止めた。当然のように痙攣するのだが、すくなくとも真っ二つにはされなかった。

　一度なら奇き跡せきということもある。けれど、二度までも受け止めた。なんという強きよう[image: 靭]じんな剣けんだ。あれが、タイタニウムの効力なのだろうか？

「お～の～れ～、ビリビリ魔ま人じんめ……」

　ニナがふらふらと立った。足あし下もとがおぼつかない。明らかにグロッキーだ。よく見れば目の焦しよう点てんもおかしい。意識を失う寸前で踏ふみとどまっているようだった。

　あいつ……もうボロボロじゃないか……そう思ったとき──

　空気が震ふるえ、熱い風が吹ふき荒あれた。

　ブリッドは息を飲んだ。

　ニナの全身から、青白い蒸気が漏もれ出していた。眩まばゆい光を辺りに放射しながら、可視エネルギーが天てん井じようを衝つかんばかりに立ちのぼっていく。

　ブリッドは強すぎる光と風に目を細めた。皮ひ膚ふで圧力を感じる。以前と同じだ。あれは、威い力りよくがデカすぎる。へたすりゃこの部屋がまるごと崩ほう壊かいしかねない。それに──

「ニナやめろっ!!」

　その声は、だが、かき消された。

　なぜなら、武者がバチバチと雷らい鳴めいを響ひびかせていたからだ。まるで、ニナの力に呼応するかのように。

　黄色と青のオーラが浸しん食しよくしあうかのように混じる。

　と、双そう方ほうが動いた。

　武者が斬りこむ。まちがいなく、今日いちばんのスピードだった。瞬まばたきする間に、ニナは棺ひつぎ化しているはずだった。

　直後。ありえない光景が展開された。

　ドッ──

　低い音とともに、ニナの姿が消えた。地面に半球状のクレーターができている。

　凄すさまじい勢いで斬りこもうとしていた武者が突とつ然ぜん、なにかに押されたようにうしろによろめいた。

　その背後の壁かべに一筋の亀き裂れつが走り、一いつ瞬しゆん後にクレーターが発生する。間かん髪はついれずに、今度は、武者がまえにたたらを踏んだ。

　ブリッドの目のまえの地面に、突如としてクレーターができた。すこし遅おくれて、青い豪ごう風ふうが顔に吹きつけてきた。この匂におい、よく知っている。

　相変わらず、ニナの姿はまったく見えない。それなのに。

　武者が踊おどる。風に翻ほん弄ろうされる葉っぱのように。

　まえに、うしろに、左に右に。空中に浮うかび、地面に落ちる。そのたびに地面や壁に鋭するどい亀裂が走り、蟻あり地じ獄ごくのような穴が生まれていく。

　ドッ──ドッ──ドッ──

　ブリッドにはわかった。ニナが、凡ぼん人じんの動体視力では到とう底てい捕ほ捉そくできない速度で跳とびまわっているんだと。跳びつつ斬りつけ、壁や地面に着地するや否いなやまた跳ぶ。亀裂やクレーターはその痕こん跡せきなのだと。

　やがて。

　ニナが唐とう突とつに姿を現し、ブリッドのまえで倒れた。

　しばしの静せい寂じやく──そして。

　落ちた。刀を振りあげようとした武者の手が、ごとりと音を立てて地面に落ちた。一瞬、戸と惑まどったように動きを止めた武者の鎧よろいが、具足が、小手が、そのまま細切れに切断されて地面に落ちていく。

　からん──

　最後に仮面が落ちた。




　ニナがむくりと起き上がり、

「あれれ？　この部品はなんだい？」

　地面に転がった武者の残ざん骸がいを興味深げに見み渡わたした。

「なに言ってんだおまえ」

「ちゅーか、ここどこ？　おやっ!?　またワーポがある？」

　まただ。以前、あの謎なぞの力を使ったあとにも、ニナはそのことを覚えていなかった。

「ブリくん、ちょっと」

「はい？」

「訊ききたいことがあるんだけど」

「なんです？」

　訊きかえしつつも、ブリッドには質問の予想がついていた。きっと、ニナの使った力のことだろう。

「ニナちゃんの剣って、見た目は安物だけど、曰いわくつきの武器だったりするの？」

「そっちですか！　いや。店売りの量産品ですけど」

「ほんとに？」

　フェリシアの目はやけに真しん剣けんだった。まるで獲え物ものを狙ねらう鷹たかのような……あっ、このひとあの剣に興味もっちゃったんだ。タイタニウムのことを黙だまっててよかった。

「ふっふっふ」

　不敵な笑い声。

「わたし、剣に魂たましいこめてるから。ポイ捨て浮うわ気き女おんなとは年季がちがいますから！」

　とりあえず、ブリッドもフェリシアもその発言を無視した。

「なんだよぅ、また仲間はずれかよぅ……」

　ニナは、しょげかえってしゃがみこんだ。と思いきや、二秒後には地面に散らばった武者の残骸を棒でいじくり回している。子どもか！

「で、ブリくん」

「はい？」

「さっき、そっちかって言ってたけど、どっちの話なの？」

「あ、いや……いいです」

「なぁに？　気になるじゃない」

「あーえーっとですね、ニナが使った謎の力のことだと思ったんです」

「謎……？」

　きょとん。フェリシアは小首をかしげた。

「あぁ。そういうことね。あれ、ブリくんそんなことも知らなかったの？」

「知ってるんですか!?」

「ふぅん。ほんとに知らなかったんだ」

　フェリシアはきれいな顔に柔にゆう和わな笑えみを浮かべた。真まっ青さおな瞳ひとみにいじわるな光が帯びる。

「知ってるなら教えてくださいよ」

「や、知らないなら、まだ知らなくていいと思う。キミならいずれわかることだから」

　釈しやく然ぜんとしなかった。けど、これ以上聞きだすのはムリだろう。

　ちょうどイリンシャが意識を取り戻もどしたので、ブリッドたちはふて腐くされているニナに事情を簡単に説明した。

「なにっ!?　悪の親玉がいるだと!?　いざ、教会！」

　ニナががぜんやる気になった。あまりわかっていなそうだが。

　教会に行こう！　ということになったが、フェリシアは行くところがある、と言って迷めい宮きゆうを出たところで別れた。







　四章　ぼくが死体回収屋で在るために







「それがどうしたと言うのだね」

　問いつめても、ノーラン高司教は顔色ひとつ変えなかった。

　ここは教会の礼らい拝はい堂どう。

　すでに夜。一いつ般ぱん信者用の正門は閉とざされている。ブリッドたちの他ほかにひとはいない。

　面会を求めた。高こう僧そうにはそう簡単に会ってはもらえないという心配もあったが、ノーランはあっさり応じた。

　ニナを亡なき者にするためにホークアイを大金で雇やとったこと、ニナの功績をうやむやにするためにシルフィたちを無理矢理スターに仕立てあげたこと、そして、最終的にはニナを拾うブリッドを始末させようとしたこと。

　問いつめると、ノーランはあっさり認めた。すべて自分の差し金だと。

「しらばっくれるなぼーさん！　否定してもネタはあがってるんだぞっ！」

「否定してねーし。おまえがしゃべっても話がややこしくなるだけだから静かにしてような？」

　ブリッドは、騒さわぎたそうなニナを黙らせた。

「ノーラン様、どうしてそのようなことを!?」

　イリンシャが明らかに狼ろう狽ばいした声で訊いた。

「知れたことよ。おまえたちは知りすぎた」

「いったい、いったい私たちがなにを知っているとおっしゃるのです！」

「禁制品の古文書を保有しているな」

「そ、それは……ですが、私たちは教会のご意向に反することはなにひとつ知りま……」

「それで充じゆう分ぶんなのだ。おまえたちは教会の掟おきてを破り、閲えつ覧らん厳禁の禁書を大量に盗ぬすみだした。それだけでも火か刑けいに値あたいする重罪。読み知ったかどうかは拙せつ僧そうのあずかり知るところではない。知ったものとして対処する」

「です、けれど……」

　イリンシャがへなへなとへたりこんだ。

「知らぬと申すならば、いま教えてやろう。心して聞くがよい」

　ノーランが語りはじめる。

「知ってのとおり、冒ぼう険けん者は死亡と同時に棺化して外部からの影えい響きようを一いつ切さい受けなくなる。それこそ時の流れからも。だが昔は違ちがった。モンスターに死体を食い荒らされたり腐ふ敗はいが進行したりして復活不能に陥おちいることも少なくなかった。

　では、そのような絶大な力の源はなんだ？

　冒険者は生身の人間からは想像もつかぬほどの驚きよう異い的な力を使える。では、その力の源はなんだ？」

　ブリッドには思い当たることがあった。

　一月前にニナが五階の巨きよ獣じゆうを謎の力で倒たおしたあと。さっき、通告の鎧武者ノーテイス・サムライを倒した直後もそうだ。ニナは、いろんなことを忘れていた。

「記き憶おくか……」

「さよう、記憶だ。個人差はあるが、人じん智ちを超こえた力を発揮するとき、人はみな記憶を消費しているのだ。回収屋ならわかるであろう。常人では考えられぬ身体能力を発揮しつづけた結果、自分の記憶が薄うすれているということが。忘れるはずのないものを忘れていることが。棺化による記憶の消費を経験した冒険者のほうが、記憶を力に変へん換かんするコツを習得しやすいというだけの話なのだよ」

　さっきフェリシアが仄ほのめかしていたことの意味がわかった。

「記憶消失が事実なら、なおさら冒険者に知らせるべきじゃないか！」

「知らせる？　なぜそのようなことをせねばならぬ」

「なぜって……だって、記憶を失うのはひどいことだ。自分がわからなくなる。今までの自分じゃなくなる。思い出もなにも消えてしまうじゃないか」

「思い出………………？」

　ぶはっ、とノーランが噴ふきだした。

「くっくくくくくく……！　あっははははっはははははは！」

「なに笑ってんだ！」

　ノーランは喘あえぎながら、笑いをおさめた。

「わきまえよ、蛆うじ虫むしめ」

　朗々たる声が、冷たい礼拝堂に響ひびいた。

「高所大所からものを見ることのない者にはわからぬであろう。拙僧は教会を守るために、ひいては攻こう略りやく都市、そしてメダルシアン王国を守るためにこの身を捧ささげておる。

　考えてみるがよい。教会が権けん威いを失い、冒険者が迷宮に潜もぐらぬようになればどうなる。商人、職人、料理人、兵士、輸送隊、教師がすべて職を失う。その妻、子どもたちが路頭に迷う。無論、回収屋も例外ではない。十万の攻略都市はあっというまに廃はい墟きよと化すであろう。余波は王国全体に及およぶ。隣りん国ごくの帝てい国こくは二十万からの兵を有する軍事覇は権けん国家である。

　人智をはるかに超えた冒険者の抑よく止し力りよくがなくなれば、喜び勇んで我が国に攻せめこんでくる。大勢の無む辜この民たみが死ぬ。王国は滅ほろびる。それに比ぶれば冒険者の記憶消失など、些さ末まつなことよ。

　そのために、拙僧は三年前、記憶消失にまつわる全記録を消しよう滅めつさせようとした。だが、禁制品の文書はそのときすでに大量に持ち出されていた」

「まさか、あんた、教会大火の……」

「拙僧が火をつけさせた。すべては教会を守るためだ」

「けど、それとニナに冒険をやめさせることとなんの関係があるんだ！」

「簡単なことだ。その冒険者は目立ちすぎる。通常の頻ひん度ど、時間ならば気のせいと思う程度しか記憶を消費せぬが、その冒険者は度を超えている。いずれ棺ひつぎ化の秘密を他の冒険者たちに気づかせてしまうかもしれぬ」

「それだけのことで……」

　たったそれだけのことで、ニナを狙ったというのか。

「とにかく、罪を認めるんだな？」

「罪？　なんの罪だ？」

「なんのって、たった今あんたがペラペラ自白したことに決まってるだろ」

　ノーランは冷たい目をする。

「拙僧に私し利り私し欲よくはない。教会を守るためにやったことだ。罪になろうはずがあるまい」

「そんなの屁へ理り屈くつだろ！」

「仮に罪だとして。どこに証しよう拠こがあると申すか」

「しょ、証拠？」

「拙僧は語っただけだ。ひとの言葉の虚きよ実じつなど定さだかではない」

「いまさら噓うそだったとか言うつもりか!?」

「そんなつもりはない。紛まぎれもない拙僧の真実だ」

　ノーランはちらりと部屋の隅すみを見やった。

「ところで知っているかね？　要職にある人間が組織の内情を暴ばく露ろするとき、それを聞いた者がどうなるか」

　ノーランが手を叩たたいた。

　乱暴な音。礼拝堂の側面扉とびらが立て続けに開いて、大量の僧そう兵へいがなだれこんできた。

「神の権威の代行者に盾たてついた不信心者を捕とらえよ！」

　命じられた僧兵たちがブリッドたちを囲むようにじりじりと輪を狭せばめてくる。

　全員、抜ぬき身みの槍やりを構えている。

「むぎゅぎゅぎゅぎゅ！」

　手のなかでうるさいやつがじたばた暴れた。ブリッドは、僧兵たちが入ってきたときからニナの肩かたをつかんで口を手で押さえていた。面めん倒どうがややこしく加速しないように。

　どうする──？

　状じよう況きようはよくない。

　しょぼい回収屋やダメ冒険者の言うことなど、規律委員の発言力のまえではゴミ同然だろう。

　こちらの主張が聞き入れられる可能性はほぼゼロ。とっ捕つかまえられて適当な審しん問もんを受け、最悪の場合、火あぶりにされるかもしれない。それはブリッドでもわかる。

　なら、逃にげるか？　訓練を受けた僧兵と言っても、しょせんは稽けい古こ武芸だ。迷宮で数多あまたの死線をくぐってきたブリッドの敵ではない。この場を実力で切り抜けることくらい、造作もないだろう。

　イメージはできている。ただの人間の兵士なんて、一息で十人は倒せる。

　だけど……逃げてどうするんだ？

　素す性じようを知られている以上、この場を逃のがれても、追っ手が来る。攻略都市からも逃げなければいけない。もう迷宮には関かかわれなくなる。

　どうしようもないのか──？　ぎゅっと剣けんの柄つかを握にぎりしめる。

　どうせ、このまま追いやられるなら。せいぜい暴れてやるか？　いや。ダメだ。やけになったら、それこそおしまいだ。

「証拠ならあるぜ」

　だれもが声のしたほうを見た。

　僧兵たちが入ってきた側面入り口に、腕うで組ぐみしたホークアイが立っていた。

　ブリッドは、ノーランの端たん整せいな顔にさざなみのような動どう揺ようが走るのを見み逃のがさなかった。

「きさま、でたらめを申すな!!」

「でたらめじゃねぇ。このオレがあんたみてえな悪党との取り引きになんの担保も用意しないわけねえだろ。まずは、これを聞け！」

　ホークアイは手に持った細長い透とう明めいな石を高く掲かかげた。

『一秒でも早くニナに冒険をやめさせるのだ。人目につかぬ場所に永遠に埋うめてもよい』

　最新モデルの魔ま法ほう石が、封ふう印いんされた声を再生した。

　この声は、とブリッドはノーランを見た。表情は変わっていないが、目をかすかに見開き、額に汗あせが浮ういている。

『一秒でも早くニナに冒険をやめさせるのだ。人目につかぬ場所に永遠に埋めてもよい』

『一秒でも早くニナに冒険をやめさせるのだ。人目につかぬ場所に永遠に埋めてもよい』

『一秒でも早くニナに冒険をやめさせるのだ。人目につかぬ場所に永遠に埋めてもよい』

「何度聞かせるつもりだ！　もうよい！」

「あぁそうかい。まだあるぜ。これはどうだ？」

　ホークアイが懐ふところから紙を取りだした。

「文書自動焼しよう却きやくの魔法をかけ忘れるなんて、あんたもとんだマヌケ野や郎ろうだな。この手紙にはあんたの筆ひつ跡せきでブリッドを殺せとはっきり書いてあるぜ」

「きさま、なにを考えている！　おのれの身も破は滅めつするのだぞ！」

「オレはどっちみちもう終わりだ。あんたにも死んでもらうぜ」

　ノーランは明らかに狼狽している。声が裏返り、手がわなわなと震ふるえている。

「こ、声など魔法でいくらでも加工できる！」

「そうか？　そんな魔法聞いたときねえぜ」

「その手紙も、おおかた拙僧を貶おとしめるという汚けがらわしい意図のために捏ねつ造ぞうしたものだろう！　僧兵どもよ！　没ぼつ収しゆうしろ！」

　僧兵たちは、戸と惑まどっているのか動かない。

「おら、おめーの手下も信用できねえってよ」

「もはや問答無用！　神への反逆者！　背教者どもめ！　こやつら全員この場で死し刑けいに処する！　やるのだ！」

　ノーランが必死に命じた。

　僧兵たちはそれでも動かない。近くの同どう僚りようとひそひそ話す。小さな動揺の囁ささやき声が合わさって大きなざわざわになっていく。

「やれ！　やらねば全員審問会送りにするぞ！」

　その脅おどしで僧兵たちがのろのろと動きはじめた。

　そのとき、礼らい拝はい堂どうの扉が軋きしみをあげて開いた。

「醜みにくいあがきはおやめなさい、ノーラン高司教」

　凜りんとした声が響き渡わたった。騒そう然ぜんとしていた礼拝堂が静まりかえる。

　開かれた扉のところに、小こ柄がらなポニーテールの少女が現れていた。

　エリィ？　ブリッドは首をかしげた。

　たしかに見た目はエリィだけど、厳いかめしい法衣を着ている。教会の高位僧にしか着用は許されないはずだ。なんとなく表情も凜り々りしい気がする。

「冒険者ごときが法衣を着るなど、なんたる不ふ遜そんか！　わきまえよ！」

　取り乱して叫さけぶノーランと対照的に、エリィは表情を崩くずさない。

「わたしは大主教から直接の特命をうけた内務監かん査さ官である。ノーラン高司教、あなたを教会放火の罪で逮たい捕ほします」

「な、に？」

「お望みの証拠はこちらに」

　エリィが手に提さげていた袋ふくろを床ゆかに放ほうり投げた。

　袋の口から、大量の紙が床に滑すべり出る。

「三年に及ぶ内ない偵ていの結果、あなたを審問できるだけの証拠を揃そろえました。証拠書類は他にもあります。どの角度から見てもあなたは容疑を免まぬかれえません。観念するのです」

　冷れい徹てつに告げられたノーランはがっくりとうなだれた。

　どういうわけかいまいちわからないが、風向きが変わったらしい。すこし冷静になったブリッドは、エリィの後ろに、フェリシアが立っていることに気づいた。

　フェリシアはブリッドと目が合うと小さく片目を瞑つぶった。エリィを呼んできてくれたのだろう。エリィたちのことを熱心に調べていたから、正体を知っていたのかもしれない。動機はともかく、助かった。そうブリッドが安あん堵どし、フェリシアに軽く頭を下げたとき。

　どよめきが起こった。

　ブリッドがそちらを見れば、ノーランの近くにいた僧兵たちが、潮が引くように後ずさってはなされていく。

　ノーランの手には黒い瓶びんが握られていた。

　あれは……！　黒死炎獄の瓶詰めブラツクナパーム！

　一度だけアグニスの店で見たことがある。

　燃える水の瓶詰めレツドナパームの十倍以上の威い力りよくの爆ばく発はつと猛もう烈れつな火か炎えんを発生させるですです、と言っていた。威力が強すぎて使い手の自じ爆ばくが相次ぎ、売れないし、店に置いておくのも危ないので、さっさと処分してしまっていた。

　有効範はん囲いはおよそ五百メートル。聖せい大たい樹じゆ教会の敷しき地ちをすべて焼き尽つくしかねない。少なくとも、この礼拝堂の内部は消炭に変えてしまうだろう。

「うははは！　拙せつ僧そうは、教会を守るぞ!!」

　ノーランが黒い瓶を頭上にもちあげた。

　叩きつけるだけで、礼拝堂にいる数百人は確実に死ぬ。生き残るのは冒ぼう険けん者だけだ。

　ブリッドは目算する。

　ノーランのいる台座までは二十歩、全力でも最低二秒はかかる。邪じや魔まが入らなければ、の前提だが。剣を抜いて手を切り飛ばし、黒い瓶を確保する。ダメだ。明らかに瓶を振ふり下ろすほうが早い。間に合わない。

　でも、やるしかない。

　ブリッドは、石の床を蹴けった。

「神の怒いかりであるぞ!!」

　ノーランが笑う。黒い瓶を振りあげる。やはり間に合わない！

　その瞬しゆん間かん、爆発音がした。

　ブリッドは思わず目をつぶった。死を意識した。が──

「……まだ生きてる？」

　目を開けた。

　赤い髪かみの女が、ノーランの手首を握っていた。見れば、礼拝堂の側そく壁へきにぽっかりと穴があいている。さっきの爆発音は、ネネレーザが壁かべをぶち破ったものだったようだ。

　ネネレーザは、空いたほうの手で不ふ機き嫌げんそうに赤い髪をかき上げた。

「街じゅうに不細工な殺気まき散らしてんじゃねえよ。昼ひる寝ねもできねえだろ」

　どっちが……!?　とブリッドは思わずにいられなかった。

「ネ、ネネレーザ!?」

「で、だれだおまえ？」

　ネネレーザがノーランの手首を握った。

　ぼぐっ！　なにかがへし折れる鈍にぶい音が響ひびき、甲かん高だかい悲鳴がこぼれた。

　ノーランの手からはなれた黒い瓶がふらふらと空中を舞まった。ブリッドは走りこんで瓶が地面につくまえに受け止めた。

　ふぅ、よかった。と、安堵した直後。

「死ね、ザコが」

　ネネレーザが拳こぶしを握り、腕うでを引き絞しぼった。

　あわててブリッドは、ノーランとネネレーザの間に走りこんだ。

　背中にすさまじく重い衝しよう撃げき。目のまえが赤く染まった。息ができない。音がとんだ。頭が重い。朦もう朧ろうとしながら下を見ると、まだ腹に風穴はあいていなかった。

　膝ひざが笑う。立っていられない。まえに倒たおれたくなる。首根っこをつかまれた。ぐいっと引きあげられる。

　ネネレーザが怪け訝げんそうに覗のぞきこんでくる。

「おまえ、なに考えてんだ？」

「体を、張ってみました……」

「おまえアホか？　そういうことじゃないだろ」

「いまのぼくにできることはこれだけでしたから……それに。回収屋の仕事は死体を拾うことで、死体をつくることじゃないはず、です」

　ネネレーザは、呆あきれたように鼻を鳴らした。
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　ホークアイはすみやかに捕ほ縛ばくされた。僧そう兵へいたちに連行されていく。

　すれ違ちがいざま。

「あんた、なんであんなことやったんだ？」

　ブリッドはどうしても聞いておきたかった。いくら考えても納なつ得とくできなかったからだ。それに、これだけのことをやらかして教会に逮捕されたということは、もう直接話す機会はないかもしれない。今が最後のチャンスだった。

　ホークアイは露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「言っただろ。おめーのことがゴキブリより嫌きらいだからだ」

「さっきは金って言ってなかったか。いくらもらったか知らないけど、こんなやり方はあまりにもリスクが大きすぎる。もらった金を使えずに捕つかまるのは目に見えてる。他ほかに理由があるんじゃないのか？」

「回収屋、どけ。この罪人はすぐ連行せねばならん」
















　僧兵がホークアイを縛しばったロープを引っ張るのを、ブリッドは押しとどめた。

「ぼくは大事な話をしている。邪魔するとタダじゃ済まさないぞ」

　ブリッドが凄すごむと、怯おびえた僧兵の手がゆるんだ。

「っとに、うぜぇな。おめーってやつはよぉ。僧兵にケンカ売ってどうすんだよ」

　せせら笑ったホークアイだったが、笑いがやむと、すぐに語りだした。

「……オレにはパートナーがいる」

「知ってる。最近見ないけど」

「あいつは今、重病で危き篤とく状態だ」

「なんだって？」

「治すためには高価な薬が必要だ。とてつもない大金がかかる。だからってオレがやったことは許されることじゃねえが、謝るつもりもねえ。オレは後こう悔かいしてない」

　ブリッドには、かける言葉がなかった。ホークアイの言うとおり、だからと言って赦ゆるすわけにはいかない。けど、複雑な気分だ。

「とにかく、証しよう拠こを持ってきてくれたことは、ありがとう」

「勘かんちがいすんじゃねえ」

「？」

「オレは強ごう引いんに借りをつくって踏ふみ倒す男だ。他人に借りを押しつけられたままじゃ我が慢まんできねえんだ」

「なにを言ってるんだ」

「二十階でオレを助けただろ。頼たのんでもいねえのに」

「あぁ……そのことか」

　横暴なのか律りち儀ぎなのかよくわからないやつだ。

「貸したつもりはないよ。ぼくが勝手にやったことだ」

「それが我慢できねえってんだ」

「めんどくさいやつだな」

「うるせえ。これで貸し借りなしだ」

　ホークアイは僧兵たちに小こ突づかれて、教会の奥に歩いていった。地ち下か牢ろうがあるほうだ。

　僧兵たちの後ろを歩いていたエリィが、ブリッドのまえで立ちどまった。

「あなたにはご迷めい惑わくをおかけしました」

　ぺこりと頭を下げる。

「いいけど。いや。よくないのか？　ん？　んん？」

　状じよう況きようの急展開に頭が疲つかれたブリッドは、首をひねった。

　エリィがくすりと笑う。

「怒おこっていいんですよ。騙だまされて、迷惑をかけられたんですから」

「いや……えーと。まぁいいや。すくなくとも、ぼくに関しては」

「ふふ、やっぱりいいひとですね」

「考えるのがめんどうになっただけだよ。それにしても、まさかキミが……」

「はい。スパイです」

　エリィはにっこり笑った。

「ご協力感謝します。あなたのおかげで悪者を逮捕できました」

「協力したつもりはないんだけどね……」

　ブリッドは、僧兵たちとともにホークアイを連行していくエリィを見送った。

　まだ礼拝堂内は騒さわがしい。忙いそがしく動きまわる僧兵や僧そう侶りよたちを見ていると、あくびが出た。ここのところ、いろいろあった。その疲れが溜たまっていたのかもしれない。

　そろそろ帰ろう、とイリンシャたちを振りかえった。

「あれ？　ニナは？」

　イリンシャが黙だまって首を振った。

　礼拝堂のどこにも、ニナの姿はなかった。
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「やれやれ。つまんない騒そう動どうはかんべんだよ。よくわかんないし」

　ニナは迷めい宮きゆう──地下二十階の武者部屋にいた。

　部屋の隅すみっこに、十六階とつながるものとはべつのワープポータルがある。さっき見つけて目をつけていたのだ。

　門に飛びこむ。すると、お馴な染じみの小さな丸部屋に出た。

　さっそく、虚こ空くうに映像が流れはじめた。

　冒険者風の女が、生意気そうな子どもに剣けんを渡わたしている。柄つかに猫ねこの顔の絵が描かかれている。あの芸術的な絵には見覚えがある。

「あ、ブリッドの剣くりそつ！」

　よーく見ると、顔は幼いけれど、雰ふん囲い気きがどことなくブリッドに似ている気がする。

　ブリッドはまえに愛用の剣を『あのひと』からもらったと言ってた。

　ということは──

　この女があのひとだ!!

　ブリッドがあれだけ執しゆう着ちやくするあのひとって、いったいどんな人物なんだろう？　ニナは野や次じ馬うま根こん性じようと興味本位でわくわくした。

　ところが、女はいっこうにこちらを向かない。正面を向いているブリッドらしき少年と向かい合っているから、後頭部しか見えない。

「後ろ姿ばっか。かお、こっち！　こっちちょうだい！」

　女がこっちを向き──

「おしっ！」

　向きかけて、すぐにまた元の位置に戻もどる。

「そっちじゃないってば！　こっち！　こっち！」

　ニナは手を思い切り横に振ふる。

　女が振り向き──

「よしきたっ!!」

　振り向きかけて、そのまま止まった。

「アゴの先しか見えねえだよ！　あと十度こっち！　くるってして！」

　ニナは鼻息を荒あらくする。

　女がついに横を向いた──が。

「ぬぬぬ！　かげ！　その影かげ邪じや魔ま！　光ちょうだい！　もっと光を！」

　女の横顔は影になっていてよく見えなかった。

　ひとりで大おお騒さわぎするニナは、息を切らしはじめた。モンスターと戦うより疲れてる。

　いきなり女が振りかえった。

　その顔は──

　ニナはぴたりと黙りこんだ。

　映像が終わってからもしばらく、微び動どうだにしなかった。
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「ノーラン高司教は乱心著いちじるしいため、降格処分のうえ蟄ちつ居きよ療りよう養ようということになりました」

「ちっきょ……」

「軟なん禁きんによる謹きん慎しん処分、ということです。おそらく人目に触ふれることはもうないでしょう」

「軟禁……って、あれだけのことをやったのに、それだけ？」

「はい」

　エリィは平然とブリッドにうなずきかけた。

　騒動から三日が過ぎていた。

　ブリッドは呼びだされた教会の一室で、エリィから事後の経けい緯いを聞いていた。

　窓のない、冷え冷えとした狭せまい部屋。

「納得できませんか？」

「納得できない」

「しかたないんです。納得してください」

「しかたない？」

「はい。教会が罪として認にん定ていできるのは教会放火の件だけですから」

「え、だって、ニナの妨ぼう害がいの件とか、イリンシャ先せん輩ぱい誘ゆう拐かいのことは……？」

「ノーランからあなたがたが受けた被ひ害がいは、とある理由のせいで公式的には存在しません。ホークアイに最終的かつ完全な責任があった、ということになるでしょう。わたしとしては心苦しいんですけれど」

　エリィが申し訳なさそうに目を伏ふせた。

　底辺冒ぼう険けん者や回収屋のことなんてどうでもいいってことか。ブリッドは、教会への不信感がますます募つのった。

　ん？　とある理由って？

　口を開きかけたブリッドを、エリィは目で制した。

「最後まで話を聞いてくれればわかります。教会上層部の判断としては、教会大火が内部犯行だったという恥はじを公式に認めるわけにはいかないんです。三年前の時点ですでに神の試練という名の事故と断定していますから。いまさら違ちがいましたでは、管理能力が疑われます。ひいては教会の権けん威いに傷がつきます」

「でも」

「それに。ノーラン元高司教一派の行動はたしかに行きすぎていました。ご存じかもしれませんが、教会にも派は閥ばつがあり、さまざまな思おも惑わくが交こう錯さくしています。それでも教会を守るという基本姿勢は教会全体に共通する意思なんです」

「教会を守る……」

「そうです。ですから、棺ひつぎ化に代表される冒険者の超ちよう人じん的な力の発揮が、記き憶おく消失につながるということはこれからも最大の秘密でありつづけます。ですから、その秘密に結びつきかねないあなたがたへの被害は、存在しないんです」

「けど、あの場には何十人もいたよ？」

「噂うわさは、あくまで噂です。教会は棺化と記憶消失には関連性がない、と公式に否定しつづけます」

「なんだか……」

　ブリッドはため息をついてしまった。

「教会って、いいのかわるいのか、基準がよくわからないよ……」

「ですね。わたしもわかりません」

　エリィは笑った。

「て、笑いごとじゃありませんね。ごめんなさい」

「あの、聞いてもいい？」

「なんなりと。わたしに答えられることなら」

「ホークアイはどうなるの？」

「今のところは教会の地下牢に収しゆう監かんされています。もしかしたらこれから審しん問もん会にかけられるかもしれません。もしかしたら重い処分を下されることになるかもしれません」

「もしかしたら、が多くないか？」

「ですね。実際、規律委員がどう判断を下すかわからないんです。さきほど申し上げたとおり、あなたがたへの被害は存在しないことになりますから、その理り屈くつのうえでなら、ホークアイの罪状も存在しないことになります。無罪放ほう免めんかもしれませんし、厳げん罰ばつが下るかもしれません。事態は流動的です」

「はぁ。そうなんだ」

　煮にえ切らない答えに、ブリッドは生返事してしまった。

「あなたは、処しよ罰ばつを重くしてほしいですよね？」

「うーん……そこんとこがよくわからない。お咎とがめなし、というのは納なつ得とくできない。けど、重い処罰を望んでるかって言われたら、違うと思う。あいつも反省してることだし、たぶん」

「どうしてほしいんです？」

「謝ってほしい、かな」

「あいつ、絶対謝りませんよ。土ど下げ座ざしながら憎にくまれ口ぐち叩たたくやつです」

「かもね」

　ふたつの笑い声が響ひびいた。

　だが、すぐにエリィは真ま面じ目めな顔になって、

「ひとつお願いがあるんです」

「ん？　なに？」

「棺化の秘密を黙っていてくれませんか？」

「え？」

「強制はできません。けれど、秘密を守ってください。お願いします」

「けどそれは、教会上層部ので……キミは……」

「いいえ」

　エリィが首を横に振った。

「組織というものは、生まれた瞬しゆん間かんからその組織を守り続けることが最重要課題になるんです。そこに属する一員も」

「組織……」

「こう見えて、わたしも教会を守る立場の人間ですから」

　ブリッドはすぐに答えられなかった。

　すると、エリィが追い打ちをかけるように続ける。

「あなたは、失踪ロストした冒険者を捜さがしているそうですね」

「なんでそれを？」

「失礼ですが、あなたがたのことも徹てつ底てい的てきに調べさせてもらいました。あなたはこれからも迷宮に潜もぐりたいのではありませんか？」

「うん」

「でしたら」

　エリィは鋭するどい目をした。

「いま、この街に余計な混乱を招くことはさけたいはずです。わたしたちの利害は一いつ致ちしていませんか？」

「そうかもしれない。けど、ぼくはよくても他ほかのひとはなんて言うか……」

　ブリッドは言い澱よどんだ。

　迷宮中毒のニナはもちろんのこと、フェリシアもＯＫだろう。ネネレーザは言わずもがな。ただ……イリンシャはどうかわからない。勝手に決めるわけにはいかない。

「だいじょうぶ。あなたがイエスと言ってくれれば他のひと達も黙だまっていてくれます」

「なにを根こん拠きよにそんなことを？」

「あなたがたが黙もく秘ひすることを飲んでくれれば、禁制品の文書を不正に取得、保有した罪を大目に見るとの確約を得ています」

「脅おどすんだ……」

「いいえ？　取り引きですよ？」

「ずるい言い草だね」

「はい。わたし、卑ひ怯きよう者のスパイですから」

　そうにこやかに言われると、返す言葉がない。

「……ちなみに、その確約はだれが？」

「聞きたいですか？」

「そりゃ、ね」

「聖大樹教会最高責任者にして、規律委員長です」

「それって、つまり……」

「はい。大主教そのひとです」

　とんでもないのが出てきたもんだ。

「あなたが気に病やむことはありません。だって、冒険者も回収屋も、迷めい宮きゆうからは離はなれられないのですから」

　エリィは曇くもりひとつない笑えみを浮うかべた。

　悔くやしいけど、そうかもしれない、とブリッドは思った。

　教会の言いなりになるのは癪しやくだけど、いま、迷宮に潜れなくなるような事態になるのは困る。あのひとを捜せないし、それに、生きがいを失ったらニナはどうなってしまうことやら。

　ニナは迷宮にいるのが好きだ。間ま違ちがいない。

　ようやく明確な目標を得たばかりだ。失われた記憶を求めて。

　今は、このままでいい。

　迷宮は過か酷こくだ。過酷で、夢のようで、謎なぞそのものだ。真実を知ったところで、なにも変わらない。ほんとうのことを知らない冒険者には悪いけど。

　このままでいい。今はそう思う。

　ブリッドはこちらを窺うかがっているエリィにうなずきで答えた。

「ところで、エリィは偽ぎ名めいなんだろ？　キミ、本名はなんて言うんだい？」

「秘密です」

「あぁ、そう……なんで？」

「だって、わたし、スパイですからっ！」

　エリィは爽さわやかに微笑ほほえんだ。

「いや、もう任務は終わったんだろう？」

「いいえ。一度スパイに落ちた人間は、ずぅっとスパイですから。死ぬまで」

　その笑みは、どことなく疲つかれて見えた。

　エリィがポニーテールを揺ゆらして踵きびすを返した。部屋の出口へ歩いていく。

「エリィ」

　振ふりかえった。

「なんでしょう？」

「また、会えるかな？」

「会いたいですか？　わたしなんかに」

「できることなら」

　エリィはにっこり笑って、なにも答えずに出て行った。

　なんて寂さびしい笑顔なんだろう。ブリッドは、閉じた扉とびらを長いあいだ見つめていた。

　一分が過ぎ、二分が過ぎ、五分が過ぎた頃ころ、ようやく確信した。もう二度と会うこともないだろう、と。

　ほろ苦い別れだった。




　ブリッドは小部屋を出た。

　重い足どりで通路を歩き、教会から出ようとした。

「ブリッドさん！」

「ああ、どうも……」

「また会えましたね」

「そうですね……………………って、え!?」

　ブリッドは二度見した。

　エリィだった。爽やかな笑顔を浮かべていた。

「どうして口をぱくぱくさせているんですか？」

「だって、エリィ、もう二度と会うこともないって……」

「そんなこと言いました？」

　いや、言ってない。言ってないけど、言ったようなもんだろ!?

「でもさぁ！　さっき、キミは今こん生じようの別れみたいな寂しい顔して出てっただろ！　あれはなんだったの!?」

「あ……気づかれちゃいました？」

　肩かたをすぼめたエリィが、恥はずかしそうに下から上目づかいで見上げてくる。

「休きゆう暇かの申しん請せいが通るかわからなくて、憂ゆう鬱うつだったんです。でもさっき大主教からＯＫもらいました。しばらくはこの街で休暇を楽しみたいと思います」

「あ、そう……」

「はい。スパイあらため、休暇中のエリィです。どうぞよろしくお願いします！」

　エリィはポニーテールをふぁさりと上下させた。




　その晩。

　ブリッドは一いつ角かく牛ぎゆうで夕食をとっていた。

　いつも騒さわがしい店内は、食器の擦こすれる音が聞こえるほど静かだ。

　今日はめずらしく空すいてるな、と周囲をなんとなく見み渡わたしたとき、隣となりの席に見覚えのある顔が座っているのを見つけた。

　だれだっけ……？

　よく見るうちに、思いだした。

　ホークアイとコンビを組んでいた、女回収屋だ。皿の肉を切っては口に運んでいる。元気そうだ。すこし瘦やせて頰ほおがこけている気もするけど、顔色もいい。

　ホークアイのやったことはともかく。不正に手に入れた金でなにをしたか、という結果をこうして目まの当たりにすると、やつを責める気持ちが薄うすれていく。

「おひさしぶりです」

　女が皿から顔をあげた。もぐもぐ、ごくり、口のなかのものを飲みこんだ。

「おひさしぶり。えーと、あんたは……ブリッドだっけ？」

「もう体はいいんですか？」

「体？　あっ……う、うん。知られてたんだ。恥はずいな……」

　女はなぜか照れ笑いをした。

「病気は恥ずかしいことじゃありませんよ」

「病気？　え、なにそれ？」

　きょとん。

「重病で寝ねこんでて、危き篤とくだったから、高価な薬が必要だったんですよね？」

「んん？　ちょっと話が見えない。寝こんでたのはたしかだけど」

「ホークアイのことは、知ってますよね？」

「え？　うん。知ってるもなにも、あたしとあいつパートナーだし」

　どうやら、自分が寝こんでいる間にホークアイがなにをやらかしたかまったく知らないようなので、ブリッドは知っていることの要点をかいつまんで話した。

「え、マジで？　病気で死にそうなあたしを助けるためにホークアイが汚きたない金に手を染めた？　なんかの間違いでしょ？」

「間違いであんなことまでやりませんよ」

　そのときブリッドはハッとした。

　ホークアイは本人になにも知らせずにやったのかもしれない。パートナーに負い目を感じさせないように。責任が及およばないように。すべて自分ひとりで背負いこんで、悪事に手を染めた。

　彼女を救うために。

　最初から罪を逃のがれるつもりなんてなかったんじゃないか？　わざわざ証しよう拠こを残しておいたのも、元々ノーランを告発するつもりだったからで、すべてが終わったら、罪を抱かかえて黙って地ち下か牢ろうに去るつもりだった。なにも告げずに。

　あいつ、ほんとうはいいやつじゃないか……。

　そう思ったのだが──

「高価な薬なんて飲んでないよ。だって、あたし食あたりで寝こんでただけだし」

「え？」

「いやーちょっとまえに、ここでネネさんと冒ぼう険けん者がモンスター肉の大食い勝負しててね。その肉がすんごくおいしそうでね。次の日自分で獲とってきて食べちゃった。そしたら、すぐにものすっごくおなか痛くなっちゃって。あれたぶん焼き方が足りなくて生だったんだろうね。それから、ずーっと寝こんでた。ほんと、水くらいしか飲めないくらいつらかったんだから。あのときばかりは聖水で回復できない回収屋の身の上を呪のろったね～。でもま、今日ようやく完治したから、こうしてもりもり食べてるってわけ」

　だいぶ、話がおかしいぞ……。

「モンスターの生肉にあたったなんて恥ずかしくて言えないでしょ？　そんで体調わるいからしばらく休むって言ったんだけど。いつのまにか瀕ひん死しの重病人にされてしまったか」

　しまったか、って……。

「あいつ昔っからそそっかしいからな～。病名もわからないのに薬もなにもないっしょ～」

「ま、まあそうですね」

「でなに、あいついま、牢ろう獄ごくに入れられてるの？」

「はい……」

「ほんっと、しょうもないやつだなぁ、あいつは」

　女はあきれたように言って、肉を一切れ口に放ほうりこんだ。もにゅもにゅ。おいしー！　人生さいこー！　とかなんとか感激しながら食事を楽しんでる。

　なんという切り替かえの早さ。敵ながら哀あわれすぎる……！

　ブリッドの目に、さっきとはべつの涙なみだが滲にじんできた。食しよく欲よくが失うせてしまった。

　女は料理をきれいに平らげると、

「さ～て、そろそろ行くか」

　と立ちあがった。

「あんさー、牢獄って、教会の？」

「はい。え？　行ってあげるんですか!?」

「しょうがないでしょ。これでも一応、元パートナーだからね」

　女は親指を立てた。店を出ていった。

　見送りながら、ブリッドは思った。

　よかった。なにがよかったのかよくわからないけど、とにかくよかった。

　ん……？　なにか違い和わ感かんがあるような……？

「あ、元!?」
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　ブリッドは薄うす暗ぐらい階段を上る。一階で拾った棺ひつぎを背負って。

　岩のドームを出た。焼けつくような陽ひ射ざしに目を細める。

　丘おかの草がざわざわと揺れた。熱い風が肌はだに吹ふきつけてくる。いつもひんやりしてる迷めい宮きゆうと違ちがって、外界はもう夏だ。

　赤い人ひと影かげが力強い足どりで丘を登ってくるのが見えた。

　ネネレーザはそばまでくると立ちどまった。ちらりとブリッドの背中の棺に目をやった。

「相変わらずゴミ拾いか」

「ゴミじゃありません。ただの初心者です」

　ネネレーザはそれについてなにも返してこなかった。

　また熱い風が吹いた。

「一回、保留にしといてやる」

「え？」

「おまえが限界まで潜もぐらねえ言い訳にゴミ拾ってるハエかどうか、保留にしといてやるって言ってんだよ。一応、体を張ってみせたからな。やり方はズレてたが」

「けど、ぼくはこれからも初心者を拾いますよ」

「好きにしろ。あたしはぜったいやらねーから」

　ネネレーザは高笑いを残して、ドームに入っていった。







　エピローグ







　ブリッドは、魔ま法ほう道具屋の棚たなを整理していた。視線を感じて振ふり向くと、椅い子すに座っているニナがあわてたようにそっぽを向いた。

「なんだ？」

「なな、なんでもないよっ！」

「なんでもねーなら見るな。いくらいい男だからってな」

「ＨＡ？　もっかい言ってくれませんか？」

「……」

　アグニスは蚤のみの市いちに仕入れに出かけている。朝早いせいか、客もいない。いま、魔法道具屋の店内はブリッドとニナのふたりきりだった。

　このところ、ニナの様子がおかしい。

　食べ終わった食器をきちんと片づけるし、店番をやっても客を追いかえしたりしないし、さっきみたいにこっちをじっと見ていたりする。なにを企たくらんでいるのやら……この間なんて、迷宮でぼーっとしているのを目もく撃げきした。それに、どういうわけか無む駄だ死じにが減った。ぼーっとしてるほうが死なないというのもおかしな話だが。

　なにかあったのかと訊たずねても、

「やややや！　なぁんにも見てないったら！　元の持ち主なんか知らないから！」

　などと意味不明の返事がきただけだった。なんのことやら。

　ブリッドは棚の整理にもどったが、すぐにまた視線を感じた。振りかえると、ニナがそっぽを向いた。

「だからなんの風の吹き回しだよ!?」

「えっと……あのぅ……」

「なんだ。言いたいことがあるならとっとと言え！」

　ニナが、もじもじと指を突つき合わせた。

「わたし……このまま、冒険してていいのかなぁ？」

「ＨＡ？　そりゃそうだろ。おまえから冒険をとったらなにが残るってんだ？」

「ご、ごめん」

　謝った!?　なんだこいつ？　気持ちわるいな。魂こん胆たんがわからん。

「あのね、もし、もし、あのひとが見つかったら、もう回収屋やめちゃったりする？」

「やめるわけねーだろ。他ほかにはなにもできないし。回収屋は一生の仕事なんだぜ。だいたい、ぼくがやめたら、だれがおまえを拾うんだ？」

「だよね……。いつも、ありがとうございます」

　ニナが、突とつ然ぜん、ぺこりと頭を下げた。

　お礼だと!?

「お、おい？　ほんとにどこか悪くしてるんじゃないか？　頭打ったか？」

　やっぱりモンスター肉だ……あの麻ま薬やく的にうまい肉がぜんぶ悪いんだ……。

　じっと凝ぎよう視ししていると、ニナが頭を上げた。その顔は、晴れ晴れとしていた。

「わたし、決めたよっ！」

「なにをだ？」

「わたしは、このまま冒険するよっ!!」

　ニナは上じよう機き嫌げんになり、ドヘタな鼻歌を歌いながら店の出口に向かった。どうやら店番を放りだして迷宮に行きやがるつもりらしい。と、振り向き──

「こんごとも、よろしくお願いします！」

　まあ、元にもどったならそれでいいか。

　ん？　このまま？　待てよ。

「いやダメだ！　冒険するのはけっこうだが、しょうもない死に方は控ひかえ──」

　ブリッドはあわてて釘くぎを刺さそうとしたが、すでに、ニナの姿は開け放たれた扉とびらの外にぴょーんと飛び出ていた。

「おいこら待て！　話を聞けドアホ!!」

　ブリッドは、回収屋の上着をあわてて肩かたにひっかけて後を追った。







　あとがき







　こんにちは！　作者の割わり石いし裂さくです。

　まずは今このあとがきを読んでくださっているあなたに、ありがとうございます！

　一巻に引き続き素敵な絵を描えがいていただいたゆーぽん様、二巻を出すために奮ふん闘とうしてくださった編集部並びに関係各位、そしてもちろん担当編集氏に格別の感謝を！

　さて。もう特に書くこともないので、今日は記き憶おくについて考えてみたいと思います。

　あれは──何年も前のある晴れた午後のこと。暇ひまを持もて余あましていたわたしはレンタルビデオ店に走りました。そこである映画を見つけました。名作と誉ほまれ高い、クラシックな洋画です。うきうき気分で借りて帰り、さっそく再生しました。

　ところが本編が始まりません。謎なぞの白はく髪はつのお年寄りが登場します。どうやら高名な映画評論家のようです。この映画の見み所どころみたいなのを解説してくれます。独特な語り口調は熱っぽく、話もおもしろい。ですが、わたしはだんだん不安になっていきました。

　どこまでしゃべる気だ……おい、まさかっ!?　やめろ！　絶対言うなよ!!

「○○したと思われていたはずの××がじつは△△だったんですね～！」

　なんと、そのクソジジイ、オチを言いやがりました！　なんでネタバレ解説が本編の前に収録されているのだ！　このビデオグラムを作ったやつは文化テロリストか!?

　放心状態のわたしには、もう映画の本編を楽しむ余よ裕ゆうはありませんでした。

　それからわたしは、観る前の映画は予備情報を入れないように細心の注意を払はらうようになりました。おかげでどんな映画かもわからぬまま、数々の地じ雷らいを踏ふむことになりましたが、しかたありません。それもこれもネタバレを避さけるためです。

　とはいえ……現代は情報過多社会。なにげなく見たテレビやネットなどで、何度となくネタバレ爆ばく撃げきを食らい続け、ある日、悟さとりました。邪じや神しんネタバレの魔まの手てから逃のがれるのは不可能……。わたしの心は諦あきらめという名の敗北に支配されました。その反動か、わたしは貪むさぼるように映画評論を読むようになり、どんどんネタバレ地じ獄ごくに堕おちていきました。

　そんな荒すさんだ日々のなか、突とつ然ぜん、天てん啓けいのような閃ひらめきが降ってきたのです。

『情報の流入が抑おさえられないとすれば……記憶を消せばいいんじゃないか？』

　そうだ！　ネタバレされても、そんなの忘れればいい！　それどころか、同じ作品を何度も新しん鮮せんに楽しめる！　毎回が初はつ恋こい！　ついでにフラれまくった記憶も消せる！

　というわけで、だれかピンポイントで記憶を消せるマシンを発明してくれ！
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100万まん回かい死しんでも少しよう女じよは死し体たい回かい収しゆう屋やの苦く労ろうを知しらない２
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